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特
集
/
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
に
つ
い
て

週
睡
鬮
無
圓
鐵
鬮
罵
薑
化
醐
無
濾
⑭
榊
嚢

道
路
局
路
政
課

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
を

め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三

年

三
一月
一
九
日
に

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
四
公
団
の
民
営
化
の
方
針
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
四
公
団
に
代
わ
る
新
た
な
組
織
及
び
そ
の

採
算
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
内
閣
に
置
く

｢第
三
者
機

関
｣
に
お
い
て
一
体
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
第
三
者
機
関
と
し
て
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推

進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
四
年
六
月
か
ら
三
五
回

に
及
ぶ
審
議
を
経
て
、
同
年
一
二
月
六
日
に
意
見
書
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た

(参
考
資
料
-
参
照
)。

こ
の
意
見
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
同
月
一
七
日
の

閣
議
決
定
に
よ
り
、
政
府
は
、
民
営
化
推
進
委
員
会
の
意

見
を
基
本
的
に
尊
重
す
る
と
の
方
針
の
下
、
必
要
に
応
じ

与
党
と
も
協
議
し
な
が
ら
所
要
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
民
営
化
に
向
け
て
必
要
な

措
置
に
つ
い
て
は
可
能
な
も
の
か
ら
で
き
る
だ
け
早
期
に

具
体
化
に
努
め
る
と
い
う
考
え
の
下
、
高
速
自
動
車
国
道

整
備
へ
の
新
直
轄
方
式
の
導
入
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

の
債
務
処
理
、
コ
ス
ト
削
減
計
画
の
策
定
、
関
連
法
人
の

見
直
し
等
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
後
、
平
成
一
五
年
一
一
月
二
人
日
に
民
営
化
の
基

本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
複
数
案
を
提
示
し
、
各
方
面
の
意

見
を
聴
取
し
た
上
で
、
具
体
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
検

討
を
進
め
、
最
終
的
に
同
年
一
二
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ

た
政
府

･
与
党
協
議
会
に
お
い
て
、
民
営
化
の
基
本
的
枠

組
み
が
決
定
さ
れ
た

(参
考
資
料
2
参
照
)。

こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
を
受
け
て
、
平
成
エ
ハ年
三
月
九

日
に
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
案
が
閣
議
決
定
･

国
会
提
出
さ
れ
た
。
同
月
三
〇
日
か
ら
衆
議
院
に
お
い
て

審
議
が
開
始
さ
れ
、
約
五
四
時
間
に
上
る
審
議
の
後
、
四

月
二
七
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
続
く
参
議
院
で
は

約
二
七
時
間
に
上
る
審
議
の
後
、
六
月
二
日
の
参
議
院
本

会
議
で
可
決
･
成
立
し
た
。

今
後
は
、
移
行
準
備
を
経
て
、
平
成
一
七
年
度
中
に
民

営
化
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。



③
当
分
の
間
、
政
府
の
債
務
保
証
が
可
能
。

3

会
社
の
合
併

政
府
は
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
会
社
に
つ
い
て
、

経
営
の
安
定
性
の
確
保
が
確
実
に
な
っ
た
時
点
で
、
西
日

本
会
社
と
の
合
併
に
必
要
な
措
置
を
実
施

(図
1
)。

害

独
壼
得
贓
法
人
目
窓
高
速
道
路
保
有
9
債

務
遍
満
機
構
法

1

機
構
の
業
務
等

塑
局
速
道
路
に
係
る
道
路
資
産
の
保
有
･
貸
付
け
、
債

務
の
早
期
の
確
実
な
返
済
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人

と
し
て
日
本
高
速
道
路
保
有

･
債
務
返
済
機
構
を
設

立
o

②
民
営
化
か
ら
四
五
年
後
ま
で
に
、
債
務
の
返
済
を
完

了
さ
せ
、
解
散
。

･
有
利
子
債
務
の
高
速
自
動
車
国
道
･
本
四
関
係
分

は
非
拡
大
。
そ
の
他
も
極
力
上
回
ら
な
い
よ
う
努

力

(国
土
交
通
大
臣
が
独
立
行
政
法
人
通
則
法
上

の
機
構
の
中
期
目
標
を
定
め
、
機
構
に
指
示
し
、

公
表
)。

.
出
資
金
相
当
額
の
還
元
に
つ
い
て
も
、
解
散
時
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
明
文
化
。

③
機
構
は
、
会
社
と
、
機
構
の
業
務
を
一
体
と
し
て
行

う
必
要
が
あ
る
全
国
路
線
網

(高
速
自
動
車
国
道
及

び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
一
般
有
料
道
路
)
又
は
地
域
路

l 掟首都高速 l日本道路公団
道路公団

速
団

高
公

神
路

阪
道 L本州四国 l連絡橋公団
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道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
の
概
要

嚼

高
速
道
路
【M株
式
会
社
油

ー

会
社
の
事
業
等

塑
局
速
道
路
の
建
設
･
管
理
･
料
金
徴
収
を
行
う
特
殊

会
社
と
し
て
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都

高
速
道
路
株
式
会
社
、中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式

会
社
、本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
を
設
立
。

②
各
会
社
が
原
則
と
し
て
事
業
範
囲
と
す
べ
き
高
速
道

路
を
設
定
。
こ
の
事
業
範
囲
以
外
の
高
速
道
路
に
つ

い
て
の
事
業
実
施
も
可
能
。

③
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
運
営
等
の
関
連
事
業
も
実
施
。

･
会
社
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
事
前
届
出
で
関
連
事

業
の
実
施
が
可
能
。

④
会
社
は
、
機
構
と
、
貸
付
料
、
貸
付
期
間
等
を
内
容

と
す
る
協
定
を
締
結
。

2

国
と
の
関
係

①
政
府

(地
方
公
共
団
体
)
は
、
総
株
主
の
議
決
権
の

三
分
の
一
以
上
の
株
式
を
保
有
。

②
代
表
取
締
役
の
選
定
、
社
債
及
び
長
期
借
入
金
等
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
が
必
要
。

　　　 　　　　　　　　　　　　 　　淺慶縣式衾獲 道路株式会社 株式会社 高速道路会社

･

ンゞ
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高速道路の保有 ･債務返済

【会社】 高速道路の建設 ･管理 ･料金徴収



線
網
ご
と
に
協
定
を
締
結
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
認

可
を
受
け
て
、
貸
付
料
、
債
務
返
済
計
画
等
を
記
載

し
た
業
務
実
施
計
画
を
作
成
。

.
協
定
は
、
会
社
と
機
構
が
対
等
な
立
場
で
締
結
。

.
協
定
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
管
理
を
行
う
高

速
道
路
の
路
線
名
、
新
設
･
改
築
工
事
の
内
容
、

機
構
が
引
き
受
け
る
債
務
の
限
度
額
、
貸
付
料
の

額
及
び
貸
付
期
間
等
を
定
め
る
。

･
高
速
自
動
車
国
道
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
一
般
有
料

道
路
の
債
務
の
一
体
管
理
は
、
債
務
返
済
時
期
を

合
わ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
相
互
補
助
を
行
う
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
を
担
保
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
債
務
返
済
計
画
の
提
出
を
機
構
に
義
務
付
け

(国
土
交
通
省
令
で
規
定
)。

･
日
本
道
路
公
団
系
三
会
社
の
債
務
は
、
機
構
が
一

体
と
し
て
管
理
す
る
が
、
会
社
間
の
競
争
原
理
を

確
保
す
る
た
め
、
高
速
自
動
車
国
道
の
今
後
の
建

設
に
係
る
債
務
は
、
会
社
ご
と
に
料
金
収
入
に
よ

る
貸
付
料
で
返
済
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

(会

社
は
、
そ
の
貸
付
料
を
支
払
う
経
営
責
任
を
負

う
)
。

(国
土
交
通
大
臣
が
独
立
行
政
法
人
通
則
法
上
の

機
構
の
中
期
目
標
を
定
め
、
機
構
に
指
示
し
、
公

表
)

･
全
国
路
線
網
、地
域
路
線
網
に
つ
い
て
の
協
定
は
、

会
社
ご
と
に
締
結
。
一
方
、
業
務
実
施
計
画
は
、

路
線
網
ご
と
に
作
成
。

･
業
務
実
施
計
画
の
認
可
で
は
、
債
務
返
済
計
画
に

よ
り
、
債
務
の
確
実

･
円
滑
な
返
済
が
図
ら
れ
る

か
を
審
査
。

④
会
社
が
建
設
し
た
道
路
資
産
が
機
構
に
帰
属
す
る
と

き
に
、
会
社
が
建
設
の
た
め
に
負
担
し
た
債
務
を
引

き
受
け
。

◎
貸
付
料
の
額
は
、
債
務
の
返
済
に
要
す
る
費
用
等
を

貸
付
期
間
内
に
償
う
よ
う
設
定
。

2

国
と
の
関
係

①
政
府
等
の
出
資
及
び
災
害
復
旧
補
助
が
可
能
。
機
構

は
、
こ
れ
ら
を
財
源
と
し
て
、
会
社
に
無
利
子
貸
付

　
　
　

②
長
期
借
入
金
及
び
機
構
債
券
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
大
臣
の
認
可
が
必
要
。

③
政
府
の
債
務
保
証
が
可
能

(図
2
)。

三

日
本
道
路
公
園
等
の
民
営
化
に
伴
う
道
路

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

1

道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一部
改
正

①
会
社
は
、
機
構
と
協
定
を
締
結
し
、
工
事
の
内
容
、

料
金
等
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
に
事
業
許
可
を
申

請
し
て
事
業
を
実
施
。

･
公
団
に
対
す
る
施
行
命
令
方
式
を
廃
止
し
、
自
主

的
判
断
に
基
づ
く
申
請
方
式
。

(既存子十新夫況)

図 2 資金の流れ



②
会
社
が
建
設
す
る
高
速
道
路
は
、
原
則
と
し
て
、
工

事
完
了
後
に
機
構
に
帰
属
。

.
同
時
に
、
会
社
が
建
設
の
た
め
に
負
担
し
た
債
務

は
、
機
構
が
弓
受
け
。

(会
社
は
貸
付
料
支
払
と
い
う
形
で
機
構
を
通
し

て
債
務
を
返
済
)

③
会
社
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
供
用

約
款
を
制
定
。

④
機
構
及
び
会
社
は
、
道
路
管
理
者
の
権
限
の
一
部
を

代
行
。

･
事
実
行
為
と
し
て
行
い
得
る
も
の
は
会
社
が
行

い
、
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
も
の
は
独
立
行
政

法
人
で
あ
る
機
構
が
代
行
。

･
機
構
及
び
会
社
が
一
定
の
権
限
を
行
使
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
相
互
に
意
見
を
聴
く
こ
と
と
す

る
な
ど
両
者
の
緊
密
な
連
携
を
確
保
。

③
料
金
の
額
は
、
貸
付
料
及
び
会
社
の
維
持
管
理
費
用

を
料
金
徴
収
期
間
内
に
償
う
よ
う
設
定
。

⑥
会
社
等
有
料
道
路
事
業
者
は
、
料
金
の
徴
収
を
確
実

に
行
う
た
め
、
車
両
の
通
行
方
法
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

･
料
金
所
を
通
る
際
に
は
、
車
両
は
一
時
停
止
す
る

こ
と
等
。
違
反
者
に
刑
事
罰

(三
〇
万
円
以
下
の

罰
金
)
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
料
金
不
払
い
の
不

正
通
行
を
防
止
。

の
料
金
徴
収
期
間
満
了
日
は
、
民
営
化
か
ら
四
五
年
を

上
限
。
道
路
資
産
は
、
満
了
後
に
道
路
管
理
者
に
帰

属

(無
料
開
放
)。

2

道
路
法
･
高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正

自
動
車
専
用
道
路
･高
速
自
動
車
国
道
に
連
結
で
き
る

施
設
と
し
て
休
憩
所
な
ど
利
便
施
設
を
追
加
す
る
等

(図

3
)
0四

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法

1

新
た
な
組
織
の
設
立
及
び
公
団
の
解
散
に
係
る
手
続

会
社
及
び
機
構
の
設
立
手
続
、
公
団
か
ら
会
社
及
び
機

構
へ
の
権
利
義
務
の
承
継
等
並
び
に
公
団
の
解
散
に
つ
い

て
規
定
。

権
利
義
務
の
承
継
等
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が

基
本
方
針
を
定
め
、
公
団
が
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を

受
け
て
、
実
施
計
画
を
作
成
。

2

業
務
の
引
継
ぎ
等
経
過
措
置

①
供
用
中
の
高
速
道
路

既
に
供
用
中
の
高
速
道
路
は
、
当
該
高
速
道
路
を

事
業
範
囲
と
す
る
会
社
が
管
理

･
料
金
徴
収
を
実

施
。

②
暫
定
期
間
中
の
取
扱
い

暫
定
期
間
中

(民
営
化
後
原
則
と
し
て
六
月
以

内
)、
建
設
中
･
調
査
中
の
高
速
道
路
は
、
当
該
高

速
道
路
を
事
業
範
囲
と
す
る
会
社
が
、
建
設
･
調
査

を
実
施
。

の
れ

金
入

資
借設

理

収徽金

資産の帰属 ･債務の引受
建

管

料

高速道路の保有

債 務 返 済 貸付料の支払

　　 　 　
も協 定も ･

図 3 会社と機構による事業実施のイメージ

｣出-"≠.し (〔̂““



③
建
設
中
･
調
査
中
の
高
速
道
路

4

施
行
期
日

①
民
営
化
後
原
則
と
し
て
四
月
以
内
に
、
国
土
交
通

民
営
化
関
係
法
は
、
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
の

大
臣
が
会
社
と
協
議
し
て
、
会
社
が
建
設
を
行
う

政
令
で
定
め
る
日
に
施
行
。
会
社
及
び
機
構
の
成
立
も
同

べ
き
高
速
道
路
を
指
定
。

日
o

②
当
該
会
社
と
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
、
国
は
、
他

の
会
社
と
協
議
が
で
き
る

(複
数
の
会
社
と
の
協

5

検
討

議
制
)。

政
府
は
、
民
営
化
後
一
〇
年
以
内
に
、
民
営
化
関
係
法

③
い
ず
れ
の
会
社
と
も
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
、
協

の
施
行
の
状
況
を
検
討
し
て
、
必
要
な
措
置
を
実
施
。

議
を
行
っ
た
会
社
の
い
ず
れ
か
に
な
お
当
該
高
速

道
路
の
建
設
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
建

設
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
の
提
出
を
求
め

る
o

④
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、

建
設
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
が
正
当
な
も

の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
で
き
な
い
。

⑤
機
構
に
も
同
様
の
手
続
き
を
実
施
。

⑥
民
営
化
後
原
則
と
し
て
六
月
以
内
に
、
会
社
及
び

機
構
は
、
協
定
を
締
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
国
土
交
通

大
臣
の
事
業
許
可
、
業
務
実
施
計
画
認
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

道
路
関
係
四
公
団
法
の
廃
止
そ
の
他
関
係
法
律
の
整

備
等

(地
方
税
法
等
)

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
伴
い
、
廃
止
･
一
部
改

正
が
必
要
と
な
る
法
律
に
つ
い
て
、
所
要
の
整
備
等
を
行

う
。
(廃
止

…
五
本
、
一
部
改
正
…
二
八
本
)



(参
考
)

衆
議
院
参

議
院
に
お
け
る
附
帯
決
議
一

高
速
道
路
株
式
会
社
法
案
、
独
立
行
政
法
人
日
本

高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
法
案
、
日
本
道

路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
道
路
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
案
及
び
日
本
道
路
公
団
等
民

営
化
関
係
法
施
行
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

衆
議
院
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に

留
意
し
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で

あ
る
。

一
高
速
道
路
は
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
こ
と
に
か
ん

が
み
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
の
施
行
後
五

年
後
を
目
途
に
、
各
法
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要

な
措
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

二

地
域
経
済
の
活
性
化
、
物
流
の
国
際
競
争
力
の
確
保

等
の
観
点
か
ら
効
率
化
を
推
進
し
、
割
引
等
弾
力
的
な

料
金
設
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
厳
密
な
評
価
に
基
づ
き
真
に
必
要
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
新
た
な
高
速
道
路
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
、
高
速
道
路
事
業
に
係
る
予
算
の
重
点
化
及
び
効
率

化
を
図
る
こ
と
o

三

金
利
の
大
幅
な
上
昇
な
ど
大
き
な
経
済
変
動
等
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
適
時
適
切
に
債
務
返
済
計
画
を
再
検

討
し
、
四
十
五
年
以
内
の
債
務
返
済
が
可
能
と
な
る
よ

う
財
政
上
の
措
置
も
含
め
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ

1と
0

四

建
設
中
及
び
調
査
中
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
新
会
社

の
自
主
性
が
確
保
さ
れ
つ
つ
も
、地
域
経
済
へ
の
影
響
、

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、最
終
的
に
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
整
備
す
る
こ
と
。

五

新
会
社
の
民
間
事
業
者
と
し
て
の
能
力
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
よ
う
、
経
営
努
力
に
対
す
る
適
切
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
等
の
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
成
果
が
で
き
る
だ
け
利
用
者
に
還
元
さ
れ
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
o

六

新
会
社
は
、
高
い
公
共
性
を
有
す
る
高
速
道
路
の
建

設
･
管
理
を
行
う
こ
と
に
か
ん
が
み
、
独
立
行
政
法
人

等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
に
準
じ
、

国
民
に
対
し
て
、
そ
の
経
営
状
況
、
財
務
状
況
等
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
の
開
示
を
行
う
と
と
も
に
、
公
共

工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
等
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
、
新
会
社
の
経
営
内
容
の

透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

七

フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
に
よ
る
高
コ
ス
ト
体
質
を
改
善
す

る
た
め
、
排
他
的
入
札
要
件
の
撤
廃
等
一
層
の
競
争
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
般
の
企
業
努
力
に
よ
り
、

管
理
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
企
業
で
独
占
さ
れ
て
い
る
道
路
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
く
市

場
に
開
放
し
、
地
域
企
業
の
活
用
に
配
慮
す
る
こ
と
。

八

高
速
道
路
の
利
用
の
促
進
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、E
T
C
の
一
層
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

E
T
C
利
用
者
に
対
す
る
多
様
な
割
引
制
度
の
充
実
に

努
め
る
こ
と
o

九

高
速
道
路
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
の
適

時
適
切
な
修
繕
等
に
努
め
、
そ
の
維
持

･
管
理
に
万
全

を
期
す
る
こ
と
o

十

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
職
員
等
の
雇
用
の
確
保
に
努
め

る
こ
、と
0

十
一
高
速
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
機
関
相

互
の
連
携
に
配
慮
す
る
こ
と
。

参
議
院
間
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す



べ
き
で
あ
る
。

一
、
高
速
道
路
は
、
国
の
基
幹
を
形
成
す
る
重
要
な
社
会

資
本
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
最
終
的
に
国
が
責
任

を
も
っ
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
最
小
限
の
負
担
で
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
し
う

る
よ
う
努
め
る
こ
と
o

二
、
高
速
道
路
の
通
行
料
金
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
物

流
の
国
際
競
争
力
の
確
保
等
の
観
点
も
考
慮
し
つ
つ
、

高
速
道
路
の
利
用
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
、
経
済

の
効
率
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
民
間
企
業
の
独
創
性
が

真
に
活
か
さ
れ
た
弾
力
的
で
多
様
な
料
金
設
定
を
行
う

こ
、と
0

ま
た
、
道
路
環
境
の
保
全
、
交
通
渋
滞
の
解
消
等
の

社
会
的
課
題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
適
切
な
料
金
政

策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

三
、
債
務
返
済
計
画
に
つ
い
て
は
、
機
構
及
び
会
社
の
経

営
努
力
の
成
果
と
し
て
、
四
十
五
年
以
内
の
で
き
る
だ

け
早
期
に
債
務
完
済
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
創
意
工
夫
等
に
よ
り
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
借
換
資
金
を
含
む
資
金
の
低
利
か
つ

円
滑
な
調
達
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

議
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、そ
の
経
営
状
況
、

管
さ
れ
る
よ
う
、道
路
の
適
時
適
切
な
修
繕
等
に
努
め
、

財
務
状
況
及
び
債
務
の
返
済
状
況
等
に
つ
い
て
、
機
構

そ
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

及
び
会
社
ご
と
に
毎
年
度
、
国
民
に
分
か
り
や
す
く
公

表
す
る
こ
と
o

五
、
日
本
道
路
公
団
に
つ
い
て
は
、
会
社
間
の
競
争
性
を

高
め
、
コ
ス
ト
意
識
の
向
上
や
地
域
の
実
情
に
即
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
三
社
に
分
割
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
会
社
の
設
立
等
を
行
う
場
合
に

も
、
こ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

六
、
会
社
の
株
式
上
場
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
そ
の
売
却
代
金
の
使

途
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
機
構
の
債
務
返
済
へ
の
充

当
も
検
討
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
。

七
、
建
設
中
･
調
査
中
路
線
に
係
る
社
会
資
本
整
備
審
議

会
の
具
体
的
な
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
客
観
的
か
つ
明
解
な
も
の
と
す
る

こ
、と
0

八
、
高
速
道
路
の
建
設
費
及
び
管
理
費
の
コ
ス
ト
削
減
に

つ
い
て
は
、
会
社
の
経
営
努
力
に
対
す
る
適
切
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
等
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果

が
確
実
に
利
用
者
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

十
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
高
速
道
路
の
建
設
、
維
持

管
理
、
修
繕
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
会
社
が
行
う

当
該
事
業
の
入
札
･
契
約
等
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

1と
0

十
一
、
民
営
化
に
伴
う
公
団
の
資
産
、
負
債
そ
の
他
の
権

利
及
び
義
務
の
承
継
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
指
導

･
監
督
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
詳
細
に
つ
い

て
公
表
す
る
こ
と
o

ま
た
、
関
係
財
団
か
ら
会
社
へ
の
財
産
の
譲
渡
等
に

つ
い
て
も
、
厳
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
へ
の
早
期
還
元
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

十
二
、
公
団
の
民
営
化
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
等
の
雇
用

の
安
定
に
努
め
る
こ
と
o

ま
た
、機
構
及
び
会
社
の
役
員
の
選
任
に
お
い
て
は
、

適
切
な
人
材
が
広
く
内
外
か
ら
起
用
さ
れ
る
よ
う
十
分

…

配
慮
す
る
こ
と
o

お欠

十
三
、
会
社
が
行
う
s
A
･
P
A
等
の
収
益
事
業
の
経
営

四
、
機
構
及
び
会
社
の
債
務
保
証
等
に
つ
い
て
は
国
会
の

九
、
道
路
資
産
が
本
来
道
路
管
理
者
に
良
好
な
状
態
で
移

に
お
い
て
は
、地
域
企
業
と
の
共
存
を
図
る
と
と
も
に
、

n



地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
等
に
係
る
資
産

･
債
務
を
承

十
四
、
本
四
公
団
切
り
離
し
債
務
返
済
後
の
道
路
特
定
財

源
の
使
途
の
拡
大
の
検
討
に
際
し
て
は
、
金
利
の
大
幅

な
上
昇
な
ど
大
き
な
経
済
変
動
等
が
あ
っ
た
場
合
に
お

け
る
高
速
道
路
に
係
る
債
務
の
返
済
の
充
当
も
含
め
、

幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
o

(参
考
資
料
1
)

-意

見

書
一

平
成
一
四
年
一
二
月
六
日

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会

-

新
た
な
組
織
の
あ
り
方

①
新
会
社
各
社
の
収
益
調
整
を
図
り
、
長
期
債
務
の

返
済
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
保
有
･

債
務
返
済
機
構

(仮
称
。
以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。
機
構
は
、
四
公
団
に
係
る
道
路
資
産

(新
会
社
に
承
継
さ
れ
る
も
の
等
を
除
く
。)
及
び
そ

れ
に
対
応
す
る
長
期
債
務
を
一
括
し
て
承
継
し
、
新
会

社
は
機
構
か
ら
道
路
資
産
を
借
受
け
て
、
貸
付
料
を
支

払
う
。

②

新
会
社

①
新
会
社
は
、
自
動
車
道
事
業
を
中
心
に
、
関
連
事

業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
展
開
す
る
も
の
と
し
、

継
し
て
発
足
す
る
。

②
新
会
社
は
、
発
足
後
一
0
年
を
目
途
に
、
機
構
の

所
有
す
る
道
路
資
産
の
買
い
取
り
を
行
う
と
と
も

に
、
こ
の
時
点
で
機
構
は
解
散
す
る
。

③
新
会
社
は
、
当
初
国
が
全
株
式
を
保
有
す
る
特
殊

会
社
と
し
て
発
足
す
る
が
、
機
構
か
ら
道
路
資
産

を
買
い
取
っ
た
後
は
、
早
期
に
上
場
を
目
指
す
。

③
保
有
･債
務
返
済
機
構

①
機
構
は
、
債
務
の
返
済
、
借
換
え
の
み
を
そ
の
業

務
と
す
る
。

②
機
構
は
、
新
規
建
設
に
係
る
も
の
及
び
国
等
に
譲

渡
す
る
も
の
を
除
き
、
既
供
用
路
線
及
び
建
設
中

の
路
線
又
は
区
間
に
係
る
道
路
施
設
を
承
継
す

る
o

③
機
構
が
新
会
社
か
ら
徴
収
す
る
貸
付
料
は
長
期
定

額
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
総
計
年
額
は
約
四
〇
年

間
の
元
利
均
等
返
済
を
ベ
ー
ス
と
し
て
算
定
す

る
。
長
期
定
額
の
貸
付
料
は
、
全
額
債
務
の
元
利

返
済
の
み
に
充
当
す
る
。

④
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理

料
金
収
入
、
国
の
出
資
、
地
方
自
治
体
の
出
資

(現
行
よ
り
も

一
五
年
延
長
)
及
び
他
の
道
路
関
係

公
団
の
道
路
料
金
の
活
用
、
並
び
に
債
務
切
り
離
し

(国
の
道
路
特
定
財
源
)
に
よ
り
、
本
四
架
橋
の
料

金
の
大
幅
引
下
げ

(二
分
の
一
程
度
)
と
債
務
の
切

り
離
し
処
理
を
同
時
に
進
め
る
。

◎
地
域
分
割

組
織
の
適
正
規
模
の
確
保
、
競
争
を
通
じ
コ
ス
ト

意
識
や
増
収
意
識
の
醸
成
等
を
考
慮
し
、
日
本
全
国

を
五
つ
の
地
域
に
分
割
し
て
新
会
社
を
設
立
す
る
。

首
都
高
速
道
路
公
団
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
路
線
を
核
と
し
て
設
立
す
る
。

2

通
行
料
金

民
営
化
の
目
に
見
え
る
成
果
と
し
て
、
実
情
に
応
じ
た

弾
力
的
な
引
下
げ
策
を
講
じ
、
通
行
料
金
の
平
均
一
割
引

下
げ
を
民
営
化
と
同
時
に
実
施
す
る
。

3

今
後
の
道
路
建
設

①
新
会
社
発
足
ま
で
の
間
、
各
公
団
は
、
本
委
員
会

に
お
い
て
と
り
ま
と
め
た
基
準
に
よ
る
個
別
路
線
の

優
先
順
位
に
基
づ
き
、重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
う
。

②
新
会
社
は
、
公
益
性
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
自
社
の

経
営
状
況
、
投
資
採
算
性
等
に
基
づ
き
判
断
し
、
自

主
的
に
新
規
建
設
へ
の
参
画
を
決
定
す
る
。

③
新
会
社
の
採
算
を
超
え
る
建
設
投
資
は
、
合
併
施

行
方
式
等
国
･
地
方
公
共
団
体
等
の
費
用
負
担
を
前

提
に
し
た
新
た
な
制
度
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
す

る
。
た
だ
し
、
建
設
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て
は
、
新

会
社
に
対
す
る
新
た
な
税
制

･
納
付
金
制
度
の
導

入
、
貸
付
料
の
増
額
等
に
よ
る
機
構
か
ら
の
支
出
、



財
投
資
金
の
借
入
れ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
式
は

(参
考
資
料
2
)

行
わ
な
い
。

④
新
会
社
が
行
う
道
路
建
設
等
の
設
備
投
資
資
金

は
、
自
ら
調
達
し
、
上
場
ま
で
の
間
に
限
り
、
政
府

保
証
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、
市
場
規
律
を

発
揮
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
財
投
資
金
の
活
用
は
認
め

な
い
。

4

関
連
公
益
法
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
改
革
･
管
理

コ
ス
ト
削
減

関
連
公
益
法
人
の
所
有
す
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
新

会
社
へ
の
移
管
を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
会
社
の
子
会
社
に
お
い
て
積
極
的
に
展
開
す
る
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
と
の
不
公
正
な
癒
着
構
造
の
解

消
、
外
注
業
務
に
お
け
る
競
争
条
件
の
徹
底
的
な
確
保
、

維
持
補
修
等
業
務
の
入
札
参
加
資
格
要
件
の
撤
廃

(二
0

0
二
年
度
内
)
等
を
通
じ
た
管
理
コ
ス
ト
の
大
幅
な
縮
減

(概
ね
三
割
)
を
目
指
す
。

5

改
革
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

①
現
行
の
建
設
計
画
の
見
直
し
、
民
間
企
業
経
験
者

の
登
用
、
コ
ス
ト
削
減
計
画

(二
〇
〇
二
年
度
内
)

の
作
成
等
民
営
化
ま
で
に
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
措

置
を
着
実
に
実
施
す
る
。

②
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
は
、
二
〇
〇
五
年
四

月
一
日
に
実
施
す
る
。

平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日

政
府

･
与
党
申
し
合
わ
せ

1

民
営
化
の
目
的
等

○

｢民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
｣
と
の
基
本

原
則
に
基
づ
き
、

り

約
四
〇
兆
円
に
上
る
有
利
子
債
務
を
確
実
に
返
済

の

真
に
必
要
な
道
路
を
、
会
社
の
自
主
性
を
尊
重
し

つ
つ
、
早
期
に
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
国
民
負
担
の

下
で
建
設

節
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
発
揮
に
よ
り
、
多
様
で
弾
力
的
な

料
金
設
定
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

2

民
営
化
に
向
け
た
有
料
道
路
の
対
象
事
業
等
の
見
直

-し印

高
速
国
道
の
整
備
計
画
区
間

(九
、
三
四
二
獅
)
の

扱
い

○
従
来
、
全
て
有
料
道
路
と
し
て
の
建
設
を
予
定
し
て
い

た
整
備
計
画
区
間
の
う
ち
未
供
用
区
間

(約
二
、
0
0

0
如
)
の
事
業
方
法
等
を
見
直
し

り

直
ち
に
新
直
轄
方
式
に
切
り
替
え
る
道
路

の

有
料
道
路
事
業
の
ま
ま
継
続
す
る
道
路

太
っ後
追

加
的
に
新
直
轄
方
式
に
切
り
替
わ
り
う
る
も
の
を
含

む
)
に
分
け
、
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

鋤

｢抜
本
的
見
直
し
区
間
｣
(別
紙
参
照
)

を
設
定

②

建
設
コ
ス
ト
を
含
め
た
有
料
道
路
事
業
費
の
縮
減

①
建
設
費
…
既
定
の
コ
ス
ト
縮
減
計
画
に
二
･
五
兆
円

程
度
を
上
乗
せ
、
計
六
･
五
兆
円

(約
三

分
の
こ

の
縮
減

更
に
、
新
直
轄
方
式
に
切
り
替
え
る
約

三
兆
円
を
除
く
と
、
有
料
道
路
の
対
象
事

業
費
は
最
大
で
一
○
･
五
兆
円

(当
初
計

画
二
〇
兆
円
に
対
し
半
減
。
会
社
発
足
後

約
七
･
五
兆
円
)
に
縮
減

②
管
理
費
…平
成
一
七
年
度
ま
で
に
、
三
割
の
コ
ス
ト

縮
減

(対
一
四
年
度
)
を
図
る
。
民
営
化

後
は
更
な
る
努
力

ま
た
、
長
大
橋
の
適
切
な
保
全
に
配
慮

3

新
た
な
組
織
と
そ
の
役
割

の

会
社
と
機
構
の
設
立

会
社
…◎
公
団
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
道
路
の
建
設
･
管

理
･
料
金
徴
収
を
行
う
特
殊
会
社
と
し
て
設
立

⑭
将
来
、
上
場
を
目
指
す
も
の
と
し
、
そ
の
時

期
、
方
法
等
に
つ
い
て
は
経
営
状
況
等
を
見
極

め
、
判
断

機
構
"
◎
独
立
行
政
法
人
と
し
て
設
立
。
資
産
･
債
務

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の

基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
(概
要
)



を
保
有
し
、
会
社
か
ら
の
貸
付
料
収
入
で
債
務

を
返
済

◎
会
社
経
営
の
自
主
性
を
阻
害
し
な
い
必
要
最

小
限
の
組
織
と
し
、
民
営
化
か
ら
四
五
年
後
に

解
散

②
地
域
分
割
等

(当
初
六
社
↓
経
営
安
定
化
時
五
社
)

①
道
路
公
団
は
、
三
社
に
分
割
し
て
設
立
。
高
速
国
道

の
債
務
は
機
構
で
三
社
分
を
一
体
と
し
て
管
理

②
首
都

･
阪
神
･
本
四
を
承
継
す
る
会
社
は
、
国
と
地

方
が
一
体
と
な
っ
て
整
備
･
管
理
す
べ
き
道
路
で
あ

る
こ
と
等
に
配
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
設
立

③
本
四
は
、
経
営
安
定
化
時
点
で
、
道
路
公
団
系
近
接

会
社
に
合
併

③

債
務
返
済
の
考
え
方

①
機
構
は
、民
営
化
か
ら
四
五
年
後
に
は
債
務
を
完
済
。

そ
の
時
点
で
、
高
速
道
路
等
を
道
路
管
理
者
に
移
管

し
無
料
開
放

②
機
構
の
有
利
子
債
務
の
、
高
速
国
道

･
本
四
関
係
分

は
非
拡
大
。
そ
の
他
も
、
極
力
上
回
ら
な
い
よ
う
努

力

4

料
金
の
性
格
と
そ
の
水
準

①
料
金
の
設
定
に
当
っ
て
は
、
利
潤
を
含
め
な
い

②
E
T
C
の
活
用
等
に
よ
り
、
弾
力
的
な
料
金
を
導
入

し
、
各
種
割
引
に
よ
り
料
金
を
引
き
下
げ

③
特
に
高
速
国
道
料
金
は
、
平
均
一
割
程
度
の
引
き
下

げ
に
加
え
、
別
納
割
引
廃
止
を
踏
ま
え
た
更
な
る
引

燭

今
後
新
た
に
建
設
す
る
区
間
の
取
り
扱
い
(申
請
方
式
)

き
下
げ

舞

う｣

各

凡

･

勺
さ

具
体
的
に
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
、
夜
間
割
引
、

通
勤
割
引
等
を
実
施

④
民
営
化
後
、
会
社
は
こ
れ
ら
の
引
き
下
げ
ら
れ
た
料

金
水
準
を
引
き
継
ぎ
、
更
な
る
弾
力
料
金
設
定
に
努

力

5

建
設
･
管
理
･
料
金
徴
収

"

新
規
建
設
に
お
け
る
会
社
の
自
主
性
の
尊
重

○
従
来
の
、
施
行
命
令
、
基
本
計
画
指
示
等
、
国
か
ら

の
一
方
的
命
令
の
枠
組
み
は
廃
止

②

既
供
用
区
間
に
係
る
管
理
等

○
民
営
化
時
に
既
に
供
用
中
の
区
間
は
、
会
社
が
管

理
･
料
金
徴
収
を
実
施

③

事
業
中
区
間
の
取
り
扱
い

(経
過
措
置
)

①
国
土
交
通
大
臣
は
民
営
化
後
速
や
か
に
、
当
該
地
域

会
社
が
建
設
す
る
区
間
に
つ
い
て
同
社
と
協
議

②
こ
れ
が
進
ま
な
い
場
合
は
、
他
の
地
域
会
社
と
協
議

(｢複
数
協
議
制
｣
の
導
入
)

③
会
社
が
建
設
し
な
い
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
、
会
社
が
建
設
す
る
区
間
と
は
し
な
い

(理
由
が

正
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
社
会
資
本
整
備
審
議

会
で
判
断
)

④
首
都
高
速
、
阪
神
高
速
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者

の
意
見
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
と
す
る

○
新
た
な
高
速
道
路
等
の
建
設
は
、
会
社
の
自
主
的
な

経
営
判
断
に
基
づ
く
申
請
方
式
。
国
の
許
可
の
要
件
は

予
め
法
定

◎

会
社
に
よ
る
建
設
に
お
け
る
資
金
調
達
と
返
済
等

①
会
社
は
、
自
己
調
達
資
金
で
高
速
道
路
等
を
建
設
。

建
設
完
了
時
に
債
務
と
と
も
に
機
構
に
移
管

②
機
構
を
通
し
て
借
入
金
債
務
を
返
済

6

承
継
す
る
資
産
･
債
務
の
内
容

①
道
路
資
産
は
、
新
直
轄
方
式

(道
路
管
理
者
に
よ
る

事
業
)
と
な
る
も
の
を
除
き
、
機
構
が
承
継

②
s
A
/
P
A
等
、
関
連
事
業
資
産
は
会
社
が
承
継

7

支
援
措
置
等

①
税
制
.
金
融
上
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
民

営
化
関
連
法
に
所
要
の
規
定
を
置
く

②
災
害
復
旧
へ
の
対
処
等
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
財
政

上
の
措
置
を
講
じ
得
る
よ
う
、
規
定

8

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

①
民
営
化
関
連
法
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
し
、
平

成
一
七
年
度
中
に
民
営
化
を
実
施

②
民
営
化
後
、
概
ね
一
〇
年
後
に
、
民
営
化
の
状
況
等

を
勘
案
し
て
、
必
要
な
見
直
し



表

　
　表

路 線 名 区 画 延 長(K m)

近 畿 自 動 車 道 市陽城~市
“

型
+大 第

近 畿 自 動 車 道 謝~州 10

合 計(2 区間) 第

路 線 名 区 画 延 長(K m)

北海道縦貫自動車道 士別市 ~名寄市 24

北海道横断自動車道 市しし~寄足 "

中国横断自動車道 緬~緬 に〉

合 計(3 区間) 108

は
と

に
路

的
道

体
料

具
有
定

、料金収入で管理費が賄えない、あるいは、
しての費用対便益が 1を下まわる区間を想

注

別
紙

『抜
本
的
見
直
し
区
間
｣
の
設
定
に
つ
い
て

近
年
の
経
済
社
会
状
況
や
交
通
量
実
績
等
を
反
映
し
、

厳
し
く
将
来
交
通
量
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
費
用
対
便

益
に
加
え
、
採
算
性
や
そ
の
他
外
部
効
果
を
含
め
た
厳
格

な
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
の
五
区
間
の
路
線

･
区
間

の
整
備
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
。

の
具
体
的
に
は
、
明
ら
か
に
有
料
道
路
に
適
さ
な
い
と

想
定
さ
れ
る
区
間
注
の
う
ち
、
現
地
で
具
体
的
な
道

路
幅
が
明
示
さ
れ
て
い
る
区
間

(都
市
計
画
決
定
済

あ
る
い
は
、
用
地
買
収
中
の
区
間
)
を
除
く
次
の
三

区
間

(表
-
)
を

｢抜
本
的
見
直
し
区
間
｣
と
し
、

の
当
面
一
般
国
道
を
活
用
し
た
段
階
的
な
整
備
が

可
能
な
ル
ー
ト
の
検
討

回
り
を
踏
ま
え
た
整
備
手
順
の
検
討

の
構
造
･
規
格
の
大
幅
な
見
直
し

を
実
施
し
、
抜
本
的
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
。

②
ま
た
、
当
面
有
料
方
式
に
よ
る
整
備
を
継
続
し
て
進

め
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
区
間
の
う
ち
、
有
料
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
見
た
場
合
に
、
近
年
、
同
等

機
能
を
持
つ
複
数
の
道
路
が
完
成
し
た
た
め
、
更
に

新
た
な
道
路
を
追
加
す
る
必
要
性
を
見
極
め
る
必
要

の
あ
る
次
の
二
区
間

(表
2
)
を

｢抜
本
的
見
直
し

区
間
｣
と
し
、
構
造

･
規
格
の
大
幅
な
見
直
し
を
行

い
、
抜
本
的
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
整

備
手
順
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。



特
集
/
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
に
つ
い
て

週
睡
関
無
圓
籏
鬮
罵
鼈
化
醐
無
溝
⑭
嚢
綱

道
路
局
路
政
課

第
二

株
式

高
速
道
路
株
式
会
社
法
要
綱

第
一

会
社
の
目
的

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式

会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下
｢会
社
｣
と
総
称

す
る
。)
は
、
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修

繕
そ
の
他
の
管
理
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健

全
な
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
。

(第
一
条
関
係
)

政
府

(首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路

株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
に

あ
っ
て
は
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
)
は
、
常
時
、

会
社
の
総
株
主
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上
に
当
た
る

株
式
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。

(第
三
条
関
係
)

第
三

事
業
の
範
囲

1

会
社
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事

業
を
営
む
も
の
と
す
る
こ
と
。
(第
五
条
第
一
項
関
係
)

一

道
路
整
備
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
行
う
高
速
道

路
の
新
設
又
は
改
築

二

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返

済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
か
ら
借
り

受
け
た
道
路
資
産
に
係
る
高
速
道
路
に
つ
い
て
道

路
整
備
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
行
う
維
持
、修
繕
、

災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理

(新
設
及
び
改
築
を
除

く
。)

三

高
速
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
に
供

す
る
た
め
の
休
憩
所
、
給
油
所
そ
の
他
の
施
設
の

建
設
及
び
管
理

四

一
か
ら
三
ま
で
の
事
業
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

者
の
委
託
に
基
づ
き
行
う
道
路
の
新
設
、
改
築
、

維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
並
び
に

道
路
に
関
す
る
調
査
、
測
量
、
設
計
、
試
験
及
び

研
究

五

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
に
あ
っ
て

は
、
一
か
ら
四
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次



に
掲
げ
る
事
業

イ

機
構
の
委
託
に
基
づ
き
行
う
本
州
と
四
国
を

連
絡
す
る
鉄
道
施
設
の
管
理

ロ

一
か
ら
三
ま
で
及
び
イ
の
事
業
に
支
障
の
な

い
範
囲
内
で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
政

令
で
定
め
る
者
の
委
託
に
基
づ
き
行
う
長
大
橋

の
建
設
並
び
に
長
大
橋
に
関
す
る
調
査
、測
量
、

設
計
、
試
験
及
び
研
究

六

一
か
ら
五
ま
で
の
事
業
に
附
帯
す
る
事
業

2

会
社
が
1
の
一
か
ら
三
ま
で
の
事
業
を
営
む
高
速

道
路
は
、
次
の
一
か
ら
六
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
の
区

分
に
応
じ
て
当
該
一
か
ら
六
ま
で
に
定
め
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

(第
五
条
第
二
項
関
係
)

一

束
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

北
海
道
、
青
森

県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
富
山

県
及
び
長
野
県
の
区
域
内
の
高
速
道
路

(二
に
定

め
る
高
速
道
路
を
除
き
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

富
山
県
及
び
長
野
県
の
区
域
内
の
高
速
道
路
に
あ

っ
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
限

る
。
)

二

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社

東
京
都
の
区
の
存

す
る
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
内
の
自
動
車
専

用
道
路
等
の
う
ち
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る

も
の

三

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

東
京
都
、
神
奈

川
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
山
梨
県
、

長
野
県
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県

及
び
滋
賀
県
の
区
域
内
の
高
速
道
路

(
一
及
び
二

に
定
め
る
高
速
道
路
を
除
き
、
福
井
県
及
び
滋
賀

県
の
区
域
内
の
高
速
道
路
に
あ
っ
て
は
国
土
交
通

大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。)

四

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

福
井
県
、
滋
賀

県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和

歌
山
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、

山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、

宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
の
区
域
内
の
高

速
道
路

(三
、
五
及
び
六
に
定
め
る
高
速
道
路
を

除
く
。
)

五

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

大
阪
市
の
区
域
、

神
戸
市
の
区
域
、
京
都
市
の
区
域

(大
阪
市
及
び

神
戸
市
の
区
域
と
自
然
的
、
経
済
的
及
び
社
会
的

に
密
接
な
関
係
が
あ
る
区
域
に
限
る
。
)
並
び
に

そ
れ
ら
の
区
域
の
間
及
び
周
辺
の
地
域
内
の
自
動

車
専
用
道
路
等
の
う
ち
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定

す
る
も
の

六

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

本
州
と

四
国
を
連
絡
す
る
自
動
車
専
用
道
路
等

3

会
社
は
、
2
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
土
交
通

大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
2
に
よ
り
そ
の
事
業
を
営

む
こ
と
と
さ
れ
た
高
速
道
路
以
外
の
高
速
道
路
に
お

い
て
も
、
1
の
一
か
ら
三
ま
で
の
事
業
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。(第

五
条
第
四
項
関
係
)

4

会
社
は
、
1
の
事
業
を
営
む
ほ
か
、
1
の
一
か
ら

三
ま
で
の
事
業

(本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会

社
に
あ
っ
て
は
、
1
の
一
か
ら
三
ま
で
及
び
五
イ
の

事
業
)
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
1
の
事
業
以
外

の
事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
場

合
に
お
い
て
、
会
社
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
事
項
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
五
条
第
五
項
関
係
)

第
四

協
定

1

会
社
は
、
第
三
の
1
の
一
又
は
二
の
事
業
を
営
も

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
と
、
独
立
行
政
法

人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
法
第
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定

(以
下

｢協
定
｣
と
い

う
。)
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。

(第
六
条
第
一
項
関
係
)

2

会
社
は
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
第
三
の
1
の

一
又
は
二
の
事
業
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
、
協
定
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
こ
れ
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
変
更
を



申
し
出
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
大
規
模
な
災
害
の

同
社
と
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
の
合
併
に
必

第
二

業
務
の
範
囲

発
生
そ
の
他
社
会
経
済
情
勢
の
重
大
な
変
化
が
あ

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

一

女
溝
は
、
第

り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
協
定
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
こ
と
。

(第
六
条
第
二
項
関
係
)

第
五

監
督

会
社
は
、
新
株
等
の
発
行
等
、
代
表
取
締
役
等
の
選

定
等
の
決
議
、
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

等
、
会
社
の
監
督
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け

る
も
の
と
す
る
こ
と
o

(第
三
条
第
二
項
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
関

係
)

第
六

附
則

1

こ
の
法
律
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法

施
行
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
会
社
が
第
三
の
1
の
一
か
ら
三
ま
で

の
事
業
を
営
む
高
速
道
路
を
定
め
る
規
定
に
つ
い
て

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(附
則
第
一
条
関
係
)

2

政
府
は
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
に

つ
い
て
、
同
社
が
事
業
を
営
む
高
速
道
路
に
係
る
機

構
の
債
務
が
相
当
程
度
減
少
し
、
か
つ
、
同
社
の
経

営
の
安
定
性
の
確
保
が
確
実
に
な
っ
た
時
に
お
い
て
、

(附
則
第
二
条
関
係
)

3

政
府
は
、
当
分
の
間
、
第
三
の
1
の
一
及
び
二
の

事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
会
社
の
債
務

に
つ
い
て
、
保
証
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

(附
則
第
三
条
関
係
)

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･

債
務
返
済
機
構
法
要
綱

第
一

機
構
の
目
的

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機

構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
は
、
高
速
道
路
に
係

る
道
路
資
産
の
保
有
並
び
に
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道

路
株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢会
社
｣
と
総
称
す
る
。)
に
対
す
る
貸
付
け
、

承
継
債
務
そ
の
他
の
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
等
に
係

る
債
務
の
早
期
の
確
実
な
返
済
等
の
業
務
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
高
速
道
路
に
係
る
国
民
負
担
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
事
業
の
円
滑
な
実

施
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

(第
四
条
関
係
)

一

機
構
は
、
第
一
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

1

高
速
道
路
に
係
る
道
路
資
産
を
保
有
し
、
こ
れ

を
会
社
に
貸
し
付
け
る
こ
と
。

2

道
路
関
係
四
公
団
か
ら
承
継
し
た
債
務

(以
下

｢承
継
債
務
｣
と
い
う
。)
の
返
済
を
行
う
こ
と
。

3

第
三
の
協
定
に
基
づ
き
会
社
が
高
速
道
路
の
新

設
、
改
築
、
修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
に
負
担
し
た
債
務
を
引
き
受
け
、

当
該
債
務
の
返
済
を
行
う
こ
と
。

4

政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
受
け
た
出
資
金

を
財
源
と
し
て
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
又
は

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、

首
都
高
速
道
路
又
は
阪
神
高
速
道
路
の
新
設
又
は

改
築
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
る
こ
と
。

5

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
を
財
源
と
し
て
、

会
社
に
対
し
、
高
速
道
路
の
災
害
復
旧
に
充
て
る

資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
。

6

地
方
公
共
団
体
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
を
財

源
と
し
て
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
又
は
阪
神

高
速
道
路
株
式
会
社
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
首
都

高
速
道
路
又
は
阪
神
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
、

修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資

金
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
。



7

会
社
が
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修

っ
て
、
機
構
が
会
社
か
ら
引
き
受
け
る
こ
と
と
な

第
四

業
務
実
施
計
画

繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

る
も
の
の
限
度
額

幾
溝
は
、
-云士

高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
等
を
行

う
こ
と
。

(第
十
二
条
第
一
項
関
係
)

二

機
構
は
、
一
の
業
務
の
ほ
か
、
次
の
業
務
を
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
o

l

本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
鉄
道
施
設
の
管
理
を

行
う
こ
と
o

2

前
号
の
鉄
道
施
設
を
有
償
で
鉄
道
事
業
者
に
利

用
さ
せ
る
こ
と
。

(第
十
二
条
第
二
項
関
係
)

第
三

協
定

機
構
は
、
第
二
の
一
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
会
社
と
、
全
国
路
線
網
、
地

域
路
線
網
又
は
一
の
路
線
に
属
す
る
高
速
道
路

(当

該
高
速
道
路
に
つ
い
て
二
以
上
の
会
社
が
新
設
、
改

築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
新
設
、
改
築
、
維
持
、

修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
高
速
道
路
の
各
部
分
。

以
下
一
に
お
い
て
同
じ
。)
ご
と
に
、
次
の
事
項
を

そ
の
内
容
に
含
む
協
定

(以
下

｢協
定
｣
と
い
う
。)

を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

1

協
定
の
対
象
と
な
る
高
速
道
路
の
路
線
名

2

会
社
が
行
う
管
理
の
う
ち
、
新
設
、
改
築
又
は

修
繕
の
工
事
の
内
容

3

2
の
工
事
に
要
す
る
費
用
に
係
る
債
務
等
で
あ

る
も
の
の
限
度
額

4

機
構
が
会
社
に
対
し
て
行
う
第
二
の
一
の
4
、

6

(災
害
復
旧
に
係
る
部
分
を
除
く
。)
の
無
利

子
貸
付
け
の
貸
付
計
画

5

機
構
が
会
社
に
貸
し
付
け
る
道
路
資
産
の
内
容

並
び
に
そ
の
貸
付
料
の
額
及
び
貸
付
期
間

6

会
社
が
徴
収
す
る
料
金
の
額
及
び
そ
の
徴
収
期

間

(第
十
三
条
第
一
項
関
係
)

二

全
国
路
線
網
に
属
す
る
高
速
道
路
と
は
、
高
速
自

動
車
国
道

(高
速
自
動
車
国
道
と
交
通
上
密
接
な
関

連
を
有
す
る
高
速
道
路
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可

を
受
け
て
機
構
が
指
定
し
た
も
の
を
含
む
。)
を
い

う
o

(第
十
三
条
第
二
項
関
係
)

三

地
域
路
線
網
に
属
す
る
高
速
道
路
と
は
、
交
通
上

密
接
な
関
連
を
有
す
る
二
以
上
の
高
速
道
路

(二
を

除
く
。)
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
機

構
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。

(第
十
三
条
第
三
項
関
係
)

四

機
構
は
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
第
二
の
一
の

業
務
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
、
協
定
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
こ
れ
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
等
は
、
会
社
に
対
し
、
そ
の
変
更
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
三
条
第
五
項
関
係
)

一

機
構
は
、
会
社
と
協
定
を
締
結
し
た
と
き

(第
三

の
一
に
規
定
す
る
全
国
路
線
網
、
地
域
路
線
網
又
は

一
の
路
線
に
属
す
る
高
速
道
路
に
つ
い
て
二
以
上
の

会
社
と
協
定
を
締
結
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

す
べ
て
の
会
社
と
協
定
を
締
結
し
た
と
き
)
は
、
遅

滞
な
く
、
当
該
協
定
の
対
象
と
な
る
高
速
道
路
ご
と

に
、
第
三
の
一
の
2
か
ら
5
ま
で
の
事
項
及
び
機
構

の
収
支
予
算
の
明
細
等
を
記
載
し
た
業
務
実
施
計
画

を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
四
条
第
一
項
関
係
)

二

国
土
交
通
大
臣
は
、
一
に
よ
る
認
可
の
申
請
が
次

の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
場
合
で
な
け
れ

ば
、
一
の
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

"と
0

1

業
務
実
施
計
画
が
、
協
定
の
内
容
に
適
合
す
る

こ
と
o

2

貸
付
料
の
額
が
、
第
七
の
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

3

収
支
予
算
が
、
当
該
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
承

継
債
務
の
返
済
等
の
確
実
か
つ
円
滑
な
実
施
が
図

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
四
項
関
係
)

律　 2004.7



第
五

道
路
資
産
に
係
る
債
務
の
引
受
け
等

機
構
は
、
高
速
道
路
に
係
る
道
路
資
産
が
機
構
に
帰

属
す
る
時
に
お
い
て
、
認
可
業
務
実
施
計
画
に
定
め
ら

れ
た
機
構
が
会
社
か
ら
引
き
受
け
る
新
設
、
改
築
、
修

繕
又
は
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
係
る
債
務
の
限
度

額
の
範
囲
内
で
、
会
社
が
当
該
高
速
道
路
の
新
設
、
改

築
、
修
繕
又
は
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
に
負
担
し
た
債
務
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
五
条
第
一
項
関
係
)

第
六

道
路
資
産
の
貸
付
け
等

機
構
は
、
認
可
業
務
実
施
計
画
に
従
い
、
会
社
に
対

し
、
そ
の
保
有
す
る
道
路
資
産
を
貸
し
付
け
る
と
と
も

に
、
会
社
か
ら
、
当
該
道
路
資
産
に
係
る
貸
付
料
を
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
六
条
関
係
)

第
七

道
路
資
産
の
貸
付
料
の
額
の
基
準

会
社
に
対
す
る
道
路
資
産
の
貸
付
け
に
係
る
貸
付
料

の
額
は
、
認
可
業
務
実
施
計
画
の
対
象
と
な
る
高
速
道

路
ご
と
に
、
機
構
が
収
受
す
る
当
該
高
速
道
路
に
係
る

占
用
料
そ
の
他
の
収
入
と
併
せ
て
、
当
該
高
速
道
路
に

係
る
機
構
の
第
二
の
一
の
業
務
に
要
す
る
費
用
そ
の
他

の
費
用
を
、
そ
の
貸
付
期
間
内
に
償
う
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
七
条
関
係
)

第
八

鉄
道
施
設
の
利
用
料
の
額
の
基
準

鉄
道
事
業
者
に
鉄
道
施
設
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
お

け
る
利
用
料
の
額
の
基
準
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
八
条
関
係
)

第
九

利
益
及
び
損
失
の
処
理
の
特
例
等

機
構
の
業
務
に
お
け
る
利
益
及
び
損
失
の
処
理
に
つ

い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。(第

二
十
一
条
関
係
)

第
十

長
期
借
入
金
及
び
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返

済
機
構
債
券

機
構
は
、
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
国

土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
長
期
借
入
金
を
し
、

又
は
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
債
券
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
二
条
関
係
)

第
十
一

債
務
保
証

政
府
は
、
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
機
構
の
長
期
借
入
金
又
は
日
本
高
速
道
路
保

有
･
債
務
返
済
機
構
債
券
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
保
証

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
三
条
関
係
)

第
十
二

主
務
大
臣
等

機
構
に
係
る
通
則
法
に
お
け
る
主
務
大
臣
、
主
務
省

及
び
主
務
省
令
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
、
国

土
交
通
省
及
び
国
土
交
通
省
令
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
八
条
関
係
)

ヤ　

第
十
三

解
散

一

機
構
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て

四
十
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
解
散
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

(第
三
十
一
条
第
一
項
関
係
)

二

機
構
は
、
第
二
の
一
の
業
務
に
係
る
勘
定
に
お
い

て
、
一
に
よ
る
解
散
の
日
ま
で
に
承
継
債
務
等
の
返

済
を
完
了
さ
せ
、
同
日
に
お
い
て
少
な
く
と
も
資
本

金
に
相
当
す
る
額
を
残
余
財
産
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。(第

三
十
一
条
第
二
項
関
係
)

第
十
四

附
則

こ
の
法
律
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施

行
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
第
十
二
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
(附
則
第
一
条
関
係
)



日
本
道
路
公
団
等
の

民
営
化
に
伴
う
道
路
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
要
綱

第
一

道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

一

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高

速
道
路
公
団
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
よ
る
道

路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に

関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
。

二

会
社
に
よ
る
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築

1

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路

株
式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会

社
又
は
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

(以

下

｢会
社
｣
と
総
称
す
る
。)
は
、
独
立
行
政
法

人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
と
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、

当
該
協
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受

け
て
、
高
速
道
路
を
新
設
し
、
又
は
改
築
し
て
、

料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
o

(第
三
条
第
一
項
関
係
)

2

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も

適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
1
の
許
可
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
、
協
定
の
内

容
に
適
合
す
る
こ
と
o

口

申
請
に
係
る
高
速
道
路
に
つ
い
て
機
構
が
業

務
実
施
計
画
の
認
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

ハ

申
請
に
係
る
高
速
道
路
が
高
速
自
動
車
国
道

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道

の
整
備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

料
金
の
額
及
び
そ
の
徴
収
期
間
が
、
八
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

(第
三
条
第
五
項
関
係
)

三

会
社
の
行
う
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
等

会
社
は
、
二
1
の
許
可
を
受
け
て
新
設
し
、
又
は

改
築
し
た
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
工
事
完
了
の
日

の
翌
日
か
ら
料
金
の
徴
収
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
、

当
該
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行

う
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
四
条
関
係
)

四

供
用
の
拒
絶
等

1

会
社
は
、
三
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復

旧
を
行
う
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
法
に
基
づ

く
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
の
た
め
、
機
構
の
要
請

に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
五
条
第
一
項
関
係
)

2

会
社
は
、
1
の
ほ
か
、
道
路
の
破
損
等
に
よ
り

交
通
が
危
険
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
道

路
に
関
す
る
工
事
の
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
高
速
道
路
の
構
造
を
保

全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
当
該
高
速
道
路
の
供
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。(第

五
条
第
二
項
関
係
)

3

会
社
は
、
1
、
2
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合

を
除
き
、
高
速
道
路
の
供
用
を
拒
絶
し
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

当
該
供
用
の
申
込
み
が
供
用
約
款
に
よ
ら
な

い
も
の
で
あ
る
と
き
o

ロ

当
該
供
用
に
関
し
通
行
者
又
は
利
用
者
か
ら

特
別
の
負
担
を
求
め
ら
れ
た
と
き
。

ハ

当
該
供
用
に
よ
り
他
の
車
両
の
通
行
に
著
し

く
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

二

当
該
供
用
が
法
令
の
規
定
又
は
公
の
秩
序
若

し
く
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と

き
o

(第
五
条
第
三
項
関
係
)

五

供
用
約
款

会
社
は
、
二
1
の
許
可
に
基
づ
き
料
金
を
徴
収
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
供
用
約
款
を
定
め
、

国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
六
条
関
係
)

六

機
構
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行

1

機
構
は
、
会
社
が
二
1
の
許
可
を
受
け
て
高
速

道
路
を
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
場
合
又
は

三
に
よ
り
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復



旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
高
速
道
路
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
、道
路
の
区
域
の
決
定
、

イ

会
丑
が

1

午
口
を
･
ナ

折
没
し
、

道
路
の
占
用
の
許
可
、
特
殊
な
車
両
の
通
行
の
許

可
等
、
そ
の
権
限
の
う
ち
一
部
を
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
。

(第
八
条
第
一
項
関
係
)

2

機
構
は
、
1
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者

に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

会
社
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
権
限
を
行
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
会
社
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
八
条
第
四
項
関
係
)

3

1
に
よ
り
機
構
が
行
う
許
可
又
は
承
認
に
つ
い

て
は
、
機
構
に
提
出
す
べ
き
申
請
書
そ
の
他
の
書

類
は
、
会
社
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。

(第
八
条
第
五
項
関
係
)

七

会
社
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行

会
社
は
、
二
1
の
許
可
を
受
け
て
高
速
道
路
を
新

設
し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
場
合
又
は
三
に
よ
り
高

速
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
、
附
帯
工
事
の
施
行
、
道
路
の
占
用
に
関
す

る
工
事
の
施
行
等
、
そ
の
権
限
の
う
ち
一
部
を
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
九
条
第
一
項
関
係
)

八

料
金
の
額
等
の
基
準

1

料
金
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る

イ

会
社
が
二
1
の
許
可
を
受
け
て
新
設
し
、
若

し
く
は
改
築
し
、
又
は
三
に
よ
り
維
持
、
修
繕

及
び
災
害
復
旧
を
行
う
高
速
道
路

(以
下

｢会

社
管
理
高
速
道
路
｣
と
い
う
。)
に
あ
っ
て
は
、

協
定
の
対
象
と
な
る
高
速
道
路

(当
該
高
速
道

路
に
つ
い
て
二
以
上
の
会
社
が
協
定
を
締
結
し

た
場
合
に
は
、
当
該
協
定
に
対
応
す
る
高
速
道

路
の
各
部
分
)
ご
と
に
、
当
該
高
速
道
路
に
係

る
道
路
資
産
の
貸
付
料
及
び
会
社
が
行
う
当
該

高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要

す
る
費
用
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
料
金
の

徴
収
期
間
内
に
償
う
も
の
で
あ
る
こ
と
o

ロ

イ
以
外
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
当
該
道
路
の

新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に

要
す
る
費
用
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
料
金

の
徴
収
期
間
内
に
償
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

会
社
管
理
高
速
道
路

(全
国
路
線
網
又
は
地

域
路
線
網
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。)
又
は
指

定
都
市
高
速
道
路
に
あ
っ
て
は
、
公
正
妥
当
な

も
の
で
あ
る
こ
と
o

ニ

ハ
の
高
速
道
路
以
外
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、

当
該
道
路
の
通
行
又
は
利
用
に
よ
り
通
常
受
け

る
利
益
の
限
度
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

(第
二
十
三
条
第
一
項
関
係
)

2

会
社
管
理
高
速
道
路
に
係
る
料
金
の
徴
収
期
間

の
満
了
の
日
は
、
当
該
会
社
管
理
高
速
道
路
に
係

る
道
路
資
産
の
貸
付
期
間
の
満
了
の
日
と
同
一
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
満
了
の
日
は
、
会
社
の

成
立
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
年
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
三
条
第
三
項
関
係
)

九

料
金
徴
収
の
対
象
等

会
社
、地
方
道
路
公
社
又
は
有
料
道
路
管
理
者
は
、

料
金
の
徴
収
を
確
実
に
行
う
た
め
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可

を
受
け
て
、
料
金
の
徴
収
施
設
及
び
そ
の
付
近
に
お

け
る
車
両
の
一
時
停
止
そ
の
他
の
車
両
の
通
行
方
法

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
料

金
を
徴
収
さ
れ
る
自
動
車
そ
の
他
の
車
両
は
、
当
該

通
行
方
法
に
従
っ
て
、
道
路
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
四
条
第
三
項
関
係
)

十

道
路
資
産
等
の
帰
属

1

会
社
が
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
の
た
め
に

取
得
し
た
道
路
資
産
は
、
2
に
よ
り
機
構
に
帰
属

す
る
目
前
に
お
い
て
は
、
会
社
に
帰
属
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

(第
五
十
一
条
第
一
項
関
係
)

2

工
事
完
了
の
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
は
、
1

の
道
路
資
産
は
、
機
構
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

(第
五
十
一
条
第
二
項
関
係
)

3

2
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
及
び
機
構
が
国
土
交



通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
道
路
資
産
帰
属
計
画
を

定
め
た
と
き
は
、当
該
計
画
に
係
る
道
路
資
産
は
、

2
に
よ
り
機
構
に
帰
属
す
る
日
前
に
お
い
て
も
、

当
該
計
画
に
従
い
機
構
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

(第
五
十
一
条
第
三
項
関
係
)

4

会
社
の
行
う
高
速
道
路
の
修
繕
又
は
災
害
復
旧

に
よ
っ
て
増
加
し
た
道
路
資
産
は
、
当
該
修
繕
又

は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
完
了
の
日
の
翌
日
に

機
構
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
五
十
一
条
第
四
項
関
係
)

5

会
社
が
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
高
速
道
路
に

係
る
料
金
の
徴
収
施
設
等
は
、
当
該
会
社
に
帰
属

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
五
十
一
条
第
五
項
関
係
)

十
一

道
路
資
産
等
の
道
路
管
理
者
へ
の
帰
属

機
構
に
帰
属
し
た
道
路
資
産
等

(料
金
の
徴
収
施

設
等
を
除
く
。
)
は
、
料
金
の
徴
収
期
間
の
満
了
の

日
の
翌
日
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者

(道
路
管
理
者

が
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
と
き
は
、
国
)
に
帰
属
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
五
十
二
条
関
係
)

十
二

罰
則
に
関
す
る
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
o

(第
五
十
七
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
関
係
)

十
三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ

　
　　

第
二

道
路
法
の
一
部
改
正

一

自
動
車
専
用
道
路
と
の
連
結
の
制
限
の
緩
和

1

自
動
車
専
用
道
路
と
連
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
し
て
、
自
動
車
専
用
道
路
の
通
行
者
の
利

便
に
供
す
る
た
め
の
休
憩
所
、
給
油
所
そ
の
他
の

施
設
等
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
四
十
八
条
の
四
関
係
)

2

1
の
施
設
の
管
理
者
は
、
こ
れ
を
自
動
車
専
用

道
路
と
連
結
さ
せ
ざ
っ
と
す
る
場
合
等
に
お
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
許
可
等

(以

下

｢連
結
許
可
等
｣
と
い
う
。)
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
四
十
八
条
の
五
関
係
)

3

連
結
許
可
等
を
受
け
て
自
動
車
専
用
道
路
と
連

結
す
る
1
の
施
設
等
の
管
理
者
は
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
当
該
施
設
の
維
持
管

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
四
十
八
条
の
六
関
係
)

4

道
路
管
理
者
は
、
1
に
掲
げ
る
施
設
等
の
自
動

車
専
用
道
路
と
の
連
結
に
つ
き
、
地
方
公
共
団
体

の
条
例

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、
政

令
)
で
定
め
る
額
の
基
準
及
び
徴
収
方
法
に
従
い
、

連
結
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

(第
四
十
八
条
の
七
関
係
)

5

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ

　
　　

二

罰
則
に
関
す
る
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
o(第

九
十
九
条
か
ら
第
百
六
条
ま
で
関
係
)

第
三

高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正

一

国
土
交
通
大
臣
が
高
速
自
動
車
国
道
の
新
設
又
は

改
築
に
関
す
る
整
備
計
画
を
定
め
、
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
国
土

開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
五
条
関
係
)

二

高
速
自
動
車
国
道
と
連
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
と
し
て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
通
行
者
の
利
便
に

供
す
る
た
め
の
休
憩
所
、
給
油
所
そ
の
他
の
施
設
等

を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
十
一
条
か
ら
第
十
一
条
の
四
ま
で
関
係
)

三

罰
則
に
関
す
る
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

(第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
関
係
)

第
四

地
方
道
路
公
社
法
の
一
部
改
正

一

地
方
道
路
公
社
の
業
務
に
つ
い
て
、
道
路
の
管
理

を
委
託
す
る
者
と
し
て
日
本
道
路
公
団
等
三
公
団
を

削
り
、
会
社
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
一
条
第
二
項
関
係
)

二

地
方
道
路
公
社
の
余
裕
金
の
運
用
の
方
法
と
し

て
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
有
価
証
券
、
国
土

交
通
大
臣
の
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
の
預
金
及
び
そ



の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
を
追
加
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

(第
三
十
一
条
関
係
)

三

罰
則
に
関
す
る
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
o

(第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
関
係
)

第
五

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施

行
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化

関
係
法
施
行
法
要
綱

第
一

趣
旨

こ
の
法
律
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法

(高
速
道
路
株
式
会
社
法
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速

道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
法
及
び
日
本
道
路
公
団
等

の
民
営
化
に
伴
う
道
路
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化

関
係
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
を
行
う
も

の
と
す
る
こ
と
。

(第
一
条
関
係
)

第
二

高
速
道
路
株
式
会
社
の
設
立

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式

会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下
｢会
社
｣
と
総
称

す
る
。)
の
設
立
に
関
し
、
設
立
委
員
の
任
命
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

(第
三
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
関
係
)

第
三

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済

機
構
の
設
立

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機

構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
の
設
立
に
関
し
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

(第
十
二
条
関
係
)

第
四

日
本
道
路
公
団
等
の
解
散

1

国
土
交
通
大
臣
は
、
公
団
の
業
務
の
引
継
ぎ
並
び

に
権
利
及
び
義
務
の
承
継
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定

め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
団
に
対
し
、
当
該
各
号

に
定
め
る
会
社
及
び
機
構
ご
と
に
、
そ
の
業
務
の
引

継
ぎ
並
び
に
権
利
及
び
義
務
の
承
継
に
関
す
る
実
施

計
画
を
作
成
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
と
す
る

こ
、と
0

一

日
本
道
路
公
団

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
西
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社

二

首
都
高
速
道
路
公
団

首
都
高
速
道
路
株
式
会

社
三

阪
神
高
速
道
路
公
団

阪
神
高
速
道
路
株
式
会

社
四

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路
株
式
会
社

2

公
団
は
、
1
の
基
本
方
針
に
従
い
、
実
施
計
画
を

定
め
、
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
0

3

公
団
は
、
会
社
の
成
立
の
時
に
お
い
て
解
散
す
る

も
の
と
し
、
そ
の
一
切
の
権
利
及
び
義
務
は
、
国
及

び
出
資
地
方
公
共
団
体
が
承
継
す
る
資
産
を
除
き
、

実
施
計
画
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
会
社

及
び
機
構
が
承
継
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

4

そ
の
他
権
利
及
び
義
務
の
承
継
に
関
す
る
必
要
な

経
過
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
。

(第
十
三
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
関
係
)

第
五

会
社
の
事
業
及
び
機
構
の
業
務
に
つ
い
て
の
経
過

措
置会

社
の
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
並
び
に
会
社
の

事
業
の
特
例
及
び
機
構
の
業
務
の
特
例
を
定
め
る
も
の

と
す
る
こ
と
。(第

十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
関
係
)

第
六

暫
定
協
定

国
土
交
通
大
臣
は
、
会
社
及
び
機
構
の
成
立
の
時
ま

で
に
、
供
用
中
及
び
建
設
中
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
、

全
国
路
線
網
、
地
域
路
線
網
又
は
一
の
路
線
に
属
す
る



高
速
道
路
ご
と
に
、
暫
定
期
間
内
の
会
社
の
事
業
及
び

機
構
の
業
務
の
内
容
を
定
め
る
暫
定
協
定
を
定
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

(第
三
十
四
条
関
係
)

第
七

公
団
が
行
っ
て
い
た
高
速
道
路
に
関
す
る
事
業
の

引
継
ぎ

1

供
用
中
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
当
該
高
速
道

路
を
事
業
の
範
囲
と
す
る
会
社

(以
下

｢事
業
範
囲

会
社
｣
と
い
う
。)
が
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
二
十
五
条
関
係
)

2

建
設
中
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
暫
定
期
間
内

は
当
該
高
速
道
路
に
係
る
事
業
範
囲
会
社
が
、
そ
の

新
設
又
は
改
築
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。

(第
二
十
七
条
関
係
)

3

計
画
決
定
済
み
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
暫
定

期
間
内
は
、
当
該
高
速
道
路
に
係
る
事
業
範
囲
会
社

が
そ
の
新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
調
査
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
八

会
社
が
新
設
又
は
改
築
を
行
う
べ
き
高
速
道
路
の

指
定

1

国
土
交
通
大
臣
は
、
会
社
の
成
立
の
日
か
ら
四
月

以
内
に
、
建
設
中
及
び
計
画
決
定
済
み
の
高
速
道
路

の
う
ち
、
会
社
が
新
設
又
は
改
築
を
行
う
べ
き
も
の

及
び
そ
の
会
社
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
o

2

国
土
交
通
大
臣
は
、
1
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
1
の
指
定
を
し
よ
う
と
す

る
会
社

(以
下

｢事
業
会
社
｣
と
い
う
。)
と
協
議

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

事
業
会
社
と
の
協
議
は
、
ま
ず
、
当
該
高
速
道
路
を

そ
の
事
業
の
範
囲
と
す
る
事
業
範
囲
会
社
と
行
う
も

の
と
し
、
当
該
事
業
範
囲
会
社
と
協
議
が
と
と
の
わ

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
範
囲
会
社
以
外

の
事
業
会
社
と
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

3

国
土
交
通
大
臣
は
、
2
の
協
議
の
結
果
、
い
ず
れ

の
事
業
会
社
と
も
協
議
が
と
と
の
わ
な
か
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
2
の
協
議
を
行
っ
た
事
業
会
社
の
い
ず

れ
か
に
な
お
当
該
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
を
行

わ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、当
該
事
業
会
社
に
対
し
、

相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
当
該
高
速
道
路
の
新
設
又

は
改
築
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
料
す
る
理
由

の
申
出
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

1と
0

4

国
土
交
通
大
臣
は
、
3
の
期
限
内
に
理
由
の
申
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
理
由
が
正
当
で
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
意
見
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
同
審
議
会
の
意

見
を
聴
い
た
上
で
当
該
理
由
が
正
当
な
も
の
で
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
理
由
の
申
出
に
係
る
高
速

道
路
及
び
事
業
会
社
に
つ
い
て
は
、
1
の
指
定
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

5

国
土
交
通
大
臣
は
、
申
出
が
あ
っ
た
理
由
及
び
社

会
資
本
整
備
審
議
会
の
意
見
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
o

6

国
土
交
通
大
臣
は
、
1
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
機
構
と
協
議
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

7

国
土
交
通
大
臣
は
、
旧
首
都
高
速
道
路
公
団
法
又

は
旧
阪
神
高
速
道
路
公
団
法
の
基
本
計
画
に
定
め
ら

れ
て
い
る
高
速
道
路
に
つ
い
て
1
の
指
定
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

8

国
土
交
通
大
臣
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

1
の
期
間
内
に
1
の
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
そ
の
理
由
が
存
続
す
る
間
、
期
間
を
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

9

国
土
交
通
大
臣
は
、
1
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、

こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
三
十
条
関
係
)

第
九

新
協
定
、
業
務
実
施
計
画
の
認
可
及
び
新
設
、
改

築
等
の
許
可

会
社
及
び
機
構
は
、
成
立
の
日
か
ら
四
月

(第
八
の

8
の
規
定
に
よ
り
期
間
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の

延
長
後
の
期
間
)
に
二
月
を
加
え
た
期
間
内
に
、
供
用

中
の
高
速
道
路
、
暫
定
期
間
内
に
工
事
が
完
了
し
た
高

速
道
路
及
び
新
設
又
は
改
築
を
行
う
べ
き
も
の
と
し
て



指
定
を
受
け
た
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
新
た
に
協
定
を

締
結
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
機
構
に
あ
っ
て
は
業
務
実

施
計
画
の
認
可
を
、
会
社
に
あ
っ
て
は
新
設
、
改
築
等

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(第
三
十
一
条
関
係
)

第
十

関
係
法
律
の
整
備
等

1

日
本
道
路
公
団
法
、
首
都
高
速
道
路
公
団
法
、
阪

神
高
速
道
路
公
団
法
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
及

び
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
設
置
法
を

廃
止
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
等
を
行
う
も
の

す
る
こ
と
o

(第
三
十
七
条
か
ら
第
六
十
三
条
ま
で
関
係
)

第
十
一

附
則

1

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
会
社
及
び
機
構
の
設
立

と
並
び
に
公
団
の
解
散
等
に
関
す
る
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

2

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
十
年
以
内
に
、
日

本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
の
施
行
の
状
況
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(附
則
第
一
条
及
び
第
二
条
関
係
)



新
燃
料
圃
醐
嘩
の
鬮
囃

◎

真永小 菊梶
野村林 池

秀知信 剛大
太之之 仁郎

財
道
路
経
済
研
究
所
常
務
理
事

梶

太
郎

元
財
道
路
経
済
研
究
所
研
究
員

菊
池

剛
仁

麻
三
菱
総
合
研
究
所

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
部
主
任
研
究
員

小
林

信
之

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
部
研
究
員

永
村

知
之

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
部
研
究
員

真
野

秀
大

一

陳
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
一
九
六
〇
年
後
半
よ
り
、
大
気
汚
染

に
よ
る
公
害
問
題
、
ま
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、

最
近
で
は
地
球
温
暖
化
問
題
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る

等
、
自
動
車
の
大
量
普
及
に
歩
調
を
あ
わ
せ
る
よ
う
に
環

境
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
環
境
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
例
え
ば
都
心
部

流
入
交
通
の
抑
制
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
環
状
道
路
な
ど

交
通
を
分
散
さ
せ
る
た
め
の
道
路
整
備
が
行
わ
れ
て
き
て

い
る
も
の
の
、
開
通
ま
で
に
は
長
期
の
時
間
を
要
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
首
都
圏
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
に
お
け
る
D
P

F
装
着
等
、
車
両
本
体
へ
の
改
善
を
求
め
る
動
き
が
こ
こ

数
年
活
発
化
し
て
お
り
、
環
境
負
荷
の
小
さ
な
自
動
車

(こ
こ
で
は
、
新
燃
料
自
動
車
と
呼
ぶ
)
が
研
究

･
開
発

さ
れ
、
一
部
で
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
分
野
の
技
術
は
こ
こ
一
年
を
み
て
も
自
覚
し
い
も
の

が
あ
り
、
今
後
も
進
展
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
新
燃
料
自
動
車
の
普
及
は
政
府
に
よ
る
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
大
綱
に
お
い
て
自
動
車
交
通
対
策
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り

(※
1
)、
そ
の
及
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

二

技
術
･
イ
ン
フ
ラ
動
向

新
燃
料
自
動
車
に
関
す
る
動
向
と
し
て
、
技
術
開
発
動

向
、
燃
料
動
向
、
経
済
性
、
ス
タ
ン
ド
、
課
題
等
に
つ
い

て
、
公
表
資
料
や
メ
ー
カ
ー
･
関
連
団
体
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
結
果
を
も
と
に
概
観
す
る
。

対
象
と
し
た
自
動
車
及
び
新
燃
料
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。･

天
然
ガ
ス

(C
N
G
)
自
動
車

･
電
気
自
動
車

･燃
料
電
池
自
動
車

･
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

･
デ
ィ
ー
ゼ
ル
代
替
L
P
G
自
動
車

･
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

･
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油

(B
D
F
)

･
G
T
L

(Q
皀
8
に
檀
巳

.
D
M
E

(ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
)

以
下
に
各
新
燃
料
自
動
車
及
び
新
燃
料
の
特
徴
を
ま
と



課
題
に
よ
り
、
現
在
は
短
距
離
の
小
型
乗
用
車
、
超
小
型

も
に
、
水
素
貯
蔵
方
法
に
課
題
が
あ
る
。

乗
用
車
、
軽
貨
物
車
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

4

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

へ主
な
課
題
〉

ン
ジ
ン
と

-

-

双

U

･
バ
ッ
テ
リ
ー
の
重
量
が
過
大
で
、
航
続
距
離
が
一
〇

0
~
二
〇
0
如
と
小
さ
く
、
利
用
方
法
を
限
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

･
主
に
バ
ッ
テ
リ
ー
に
よ
り
車
両
価
格
が
高
く
、
コ
ス

ト
低
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

3

燃
料
電
池
自
動
車

水
素
を
燃
料
と
し
て
走
行
中
に
は
水
し
か
排
出
さ
れ
ず

非
常
に
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
現

状
で
は
水
素
製
造
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と

か
ら
L
C
A

(※
3
)
で
評
価
す
る
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
に
比
べ
必
ず
し
も
有
利
と
言
え
な
い
が
、
水
素
の
製

造
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
れ
ば
L
C
A
で
見
た

場
合
に
も
非
常
に
有
利
と
な
る
。

次
世
代
の
自
動
車
と
し
て
現
在
最
も
注
目
を
集
め
て
お

り
、
乗
用
車
や
バ
ス
を
対
象
に
各
社
で
開
発
が
進
ん
で
い

る
。へ

主
な
課
題
〉

･
燃
料
電
池
を
初
め
と
し
た
製
造
コ
ス
ト
が
現
段
階
で

極
め
て
高
価
。

信
頼
耐
久
性
が
不
十
分
で
あ
る
。

水
素
供
給
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
で
あ
る
と
と

4

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
の
双
方
を
利
用
し
て
駆
動
す
る

自
動
車
で
、
燃
費
の
向
上
や
排
出
ガ
ス
の
低
減
を
実
現
し

て
い
る
。
現
在
で
は
ガ
ソ
リ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
実
用

化
と
普
及
が
進
ん
で
い
る
が
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
の
開
発
も
進
ん
で
お
り
、
貨
物
車
や
バ
ス
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
用
い
る
た
め
既
存
の
燃

料
供
給
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
普
及
の
障
害

が
少
な
い
。

へ主
な
課
題
〉

･
補
助
制
度
に
よ
り
普
及
が
進
ん
で
い
る
が
、
従
来
車

に
比
べ
二
~
三
割
高
で
あ
り
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
を
低

減
す
る
必
要
が
あ
る
。

5

デ
ィ
ー
ゼ
ル
代
替
L
P
G
自
動
車

タ
ク
シ
ー
で
は
す
で
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
L
P
G

を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
代
替
の
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
も
の
。
既

存
の
L
P
G
車
の
排
出
ガ
ス
低
減
技
術
が
使
え
る
の
で
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
比
べ
る
と
大
気
汚
染
物
質
の
低
減
に
効

果
が
あ
る
た
め
、
現
在
は
小
型
貨
物
車
や
塵
芥
車
等
に
都

市
部
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

へ
主
な
課
題
〉

･
現
状
に
お
い
て
は
、
大
型
の
重
量
車
が
利
用
で
き

る
L
P
G
ス
タ
ン
ド
が
少
な
く
、
こ
れ
を
拡
充
す
る

め
る
。

1

天
然
ガ
ス

(C
N
G
)
自
動
車

燃
料
に
天
然
ガ
ス
を
利
用
す
る
た
め
、
石
油
代
替
効
果

が
あ
る
と
と
も
に
大
気
汚
染
物
質
の
低
減
に
も
つ
な
が
る

環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
と
し
て
主
に
貨
物
車
で
利
用
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
燃
料
系
統
以
外
は
基
本
的
に
既
存
の
ガ

ソ
リ
ン
車
と
同
じ
火
花
点
火
方
式
を
探
っ
て
お
り
技
術
的

に
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
。

へ主
な
課
題
〉

･
航
続
距
離
が
軽
貨
物
車
や
バ
ス
で
二
〇
0
~
三
〇
〇

踊

(※
2
)
で
あ
り
通
常
の
半
分
程
度
と
短
い
。
燃

費
の
改
善
と
地
域
内
で
の
利
用
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
o

･
車
両
本
体
価
格
が
既
存
車
に
比
べ
て
一
･
三
･
一
･

五
倍
程
度
と
高
く
、価
格
低
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

･
燃
料
供
給
ス
タ
ン
ド
の
整
備

･
拡
充
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

2

電
気
自
動
車

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
駆
動
す
る
自
動
車
で
、
走
行

時
に
は
ま
っ
た
く
環
境
負
荷
物
質
を
排
出
し
な
い
と
い
う

点
が
特
徴
で
あ
る
。
都
市
部
の
公
害
対
策
と
し
て
の
有
効

性
や
家
庭
用
二
〇
0
V
コ
ン
セ
ン
ト
で
も
充
電
可
能
で
あ

る
等
の
利
点
が
あ
る
一
方
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
欠
点
に
起
因

し
て
、
航
続
距
離
が
短
く
、
充
電
に
時
間
を
要
す
る
等
の



必
要
が
あ
る
。

6

バ
イ
オ
燃
料

バ
イ
オ
燃
料
は
、
植
物
よ
り
生
成
さ
れ
る
燃
料
で
あ
る

が
、
京
都
議
定
書
で
定
め
ら
れ
た
排
出
量
目
標
の
評
価
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
植
物
由
来
の
燃
料
に
よ
る
の
は
、

排
出
量
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
こ
と

(※
4
)
な
ど

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

の

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
さ
と
う
き
び
、
と
う
も
ろ
こ

し
等
の
エ
タ
ノ
ー
ル
発
酵
に
よ
り
生
産
さ
れ
る
。
通
常
は

ガ
ソ
リ
ン
と
混
合
し
て
用
い
ら
れ
、
我
が
国
で
は
二
〇
〇

三
年
に
体
積
に
対
し
て
三
%
ま
で
の
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
混
合

(E
3
)
が
揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
認
め
ら
れ
た
。

へ
主
な
課
題
〉

･
ガ
ソ
リ
ン
の
体
積
に
対
し
て
一
0
%
ま
で
混
合
す
る
燃

料

(E
P
)
に
つ
い
て
は
、
燃
料
系
統
の
腐
食
対
策
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。

②

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油

(B
D
F
)

大
豆
、
な
た
ね
等
の
植
物
油
や
廃
食
用
油
か
ら
生
産
さ

れ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
代
替
燃
料
。
通
常
は
軽
油
と
混
合
し

て
用
い
ら
れ
、
二
0
%
程
度
の
混
合
で
あ
れ
ば
既
存
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

へ主
な
課
題
〉

･
我
が
国
で
は
ひ
ま
わ
り
、
大
豆
等
の
生
産
が
少
な
く
大

量
確
保
が
難
し
い
。
ま
た
燃
料
規
格

が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
我
が
国
で
一

般
的
な
廃
食
用
油
か
ら
の
製
造
の
場

合
、
品
質
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。

今
後
は
燃
料
の
規
格
化
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

表 1 新燃料自動車の車種間相対評価

球繞
動館

車
電 鱸鞠

静
聴
ノ
ブ
目 彰盤

オ
功
の

甥
憊 蘂働

楓獄
技術開発状況1 ◎↓ 0 ↓ △ ◎ ◎↓ ○ ○ ○

鮒境減
環
低

C 02 ○ ○ ~ ◎5 ○ △ △

輸 ○ ◎ ◎ ○ ○ 一 - △

鶉生

･

済経

車両価格 0 ↓ △↓ × ○ 鯲 ◎ ◎ ◆
ラ
用

フ
費

ン
備

イ
整 △ △ × ◎ ○ ◎~○ ◎~○ ○

燃料価格
4

0 ↓ 0 ↓ × ◎ ◎ ◎ ○ ○

注 1…◎ :開発が進んでいる、 0 :開発が進みつつある、△ :開発途上 なお、矢印は今後の動向を示す。
注2…◎ :非常に優れている、 0 :優れている、△ :既存車より少し良い、 - :既存車並み

なお、既存車(燃料)として、CNG、ディーゼル代替LPG、BD F、GTLは軽油 陣)を想定している。
注3…◎ :既存車並み、○ :既存車に次ぐ水準、△ ;既存車に比べ高い、× :既存車に比べ非常に高い。

なお、矢印は今後の動向を示し、上向きは価格の低減を意味する。また、燃料電池自動車、バイオエタノール、BD F、GTLについては、
推計に基づく評価結果を示した。

注4…発熱量当たりの価格を示す。
注5…再生可能エネルギーを用いた場合◎となる。
注6…バイオ起源燃料の燃焼によるC02排出量を0とした場合
注7…既存スタンドを利用できるが、腐食対策等の改造が必要

7

G
T
L

(の
印
象
o
r
互
に
五
)

主
と
し
て
天
然
ガ
ス
か
ら
製
造
す
る

軽
油
代
替
製
品

(液
体
燃
料
)
で
あ
り
、

自
動
車
用
と
し
て
合
成
軽
油
が
南
ア
等

で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
硫
黄
分
、
窒

素
分
、
重
金
属
分
等
を
含
ま
ず
ク
リ
ー

ン
な
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
の
み
を

使
う
ケ
ー
ス
と
軽
油
に
混
合
し
て
使
う

方
法
が
あ
る
が
、
後
者
の
方
が
使
い
や

す
い
面
が
あ
る
。

へ
主
な
課
題
〉

･
現
在
は
燃
料
の
製
造
技
術
や
自
動
車

へ
の
影
響
等
が
研
究
さ
れ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
実
際
の
流
通
･
利
用
形

態
は
未
定
で
あ
る
が
、
コ
ス
ト
や
混

合
時
の
性
状
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。



8

D
M
E

o
ン
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
)

天
然
ガ
ス
や
生
ご
み
等
多
様
な
原
料
か
ら
製
造
で
き
る

含
酸
素
燃
料
で
あ
り
、
セ
タ
ン
価
が
高
く
硫
黄
分
等
を
含

ま
な
い
た
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
軽
油
に
代
わ
る
燃
料
と

し
て
粒
子
状
物
質
の
低
減
が
可
能
で
あ
る
。
性
状
は
L
P

G
に
類
似
し
て
お
り
、
L
P
G
の
燃
料
供
給
イ
ン
フ
ラ
を

利
用
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

へ主
な
課
題
〉

･
噴
射
特
性
の
最
適
化
や
高
負
荷
域
で
の
出
力
性
能
の
低

下
等
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
新
燃
料
自
動
車
の
特
徴
を
相
対
的
に
評
価
す
る

と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
限
定
さ
れ
た
用
途
に
対
し
て

は
概
ね
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
燃
料
電
池
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
技
術
開
発
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
。環
境
負
荷
低
減
効
果
は
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
は
、

燃
費
の
良
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
電
気
自
動
車
、
燃

料
電
池
自
動
車

(水
素
製
造
方
法
に
依
存
)
が
優
位
に
あ

る
。
ま
た
バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て
は
温
暖
化
対
策
と
し
て

の
活
用
が
現
時
点
で
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
気

汚
染
物
質

(幟

恩
に
つ
い
て
、
電
気
自
動
車
と
燃
料

電
池
自
動
車
は
排
出
が
な
い
た
め
、
最
も
ク
リ
ー
ン
で
あ

り
、そ
の
他
燃
料
に
つ
い
て
も
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
新
燃
料
を
評
価
す
る
際
に
は
、
燃
料
製

造
に
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
や
そ
の
と
き
に
排
出
さ
れ

る
排
出
物
質
等
を
含
め
て
総
合
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ

る
。
経
済
性
は
既
存
車
に
劣
る
面
が
見
受
け
ら
れ
、
特
に

燃
料
電
池
自
動
車
は
車
両
と
し
て
の
信
頼
･
耐
久
性
の
確

保
と
と
も
に
、
車
両
価
格
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
燃
料
価
格

の
全
て
の
面
で
コ
ス
ト
低
減
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

三

新
燃
料
自
動
車
の
購
買
意
欲

自
動
車
及
び
燃
料
の
開
発
と
い
う
供
給
者
側
の
動
向

と
と
も
に
、
新
燃
料
自
動
車
が
今
後
社
会
的
に
認
知
さ
れ

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
と
い
う
面
で
消
費
者
側
の
意
識
も
重

要
で
あ
る
。
消
費
者
側
の
購
買
意
欲
と
ど
の
よ
う
な
施
策

が
効
果
的
か
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ
り
把
握
し
た

(※
5
)0

調
査
の
対
象

調
査
の
対
象
者
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

2

主
な
調
査
結
果

の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
購
入
意
欲

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
既
に
市
場
化
さ

:政府の補助 はる)車両本体価格を2
既割高に改善したケース

が ぼったくない｣ から ｢買うと思う｣ に

　　
　
　

　　　　　　　榊
減
)

促

騎

住

ま

注

　　　
　
　

　

　
　

　

どちらとも言えない

一

ス

ス

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

-
-
一
巡
‐

べ

促
-

…

鬮

圏

馬

イ

梵

ハ

買

図 1 ハイブリッド自動車の購買意欲

表2 調査対象

項 目 概 要

方 法
鰭
鱒

4

代
計

約
叱

数

＼
可

者
代
与

有
20

鬱

保
(
放

許
別
礪

免
齢
ブ

転
年
ン

運

、
サ

の

別
に

国
女
)

全

男

代



l □インフラ整備十促進策ケース
‐二

---
‐
^
‐
】} ′̂--÷ -

図 2 バイオエタノール車の購買意欲

(注) ベースケース :既存車と比べ燃料費がやや高く、バイオエタノー
ルを利用可能なスタンドは半分程度で、温暖化ガスが1割弱改善
されると想定したケース

促進策ケース :政府の政策により燃料費が割高から割安に改善し
たケース

インフラ整備十促進策ケース :インフラ整備と促進策を同時に導
入したケース

回答は購入意欲が ｢まったくない｣ から ｢買うと思う｣ までの11段
階選択式とした

どちらとも言えない

　

　

　

く

え

聽

　

　

　　

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
潜
在
的
な
購
入
者
が
存
在
す
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
車
両
価
格
の
低
減

(二
割
高

↓
-
割
高
)
に
よ
っ
て
購
買
意
欲
の
向
上
が
見
ら
れ
た

(図
1
)。

②

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
車
の
購
入
意
欲

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
車
の
購
買
意
欲
は
、
現
状
の
技
術

水
準
で
想
定
さ
れ
る
価
格

(ガ
ソ
リ
ン
よ
り
も
割
高
)、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
利
用
可
能
性

(ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
半
分
程
度
で
E
m
が
利
用
可
能
)
で
は
、
購

入
し
な
い
と
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
税
制

優
遇
な
ど
に
よ
る
燃
料
費
の
軽
減

(ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
割

高
↓
割
安
)
は
購
買
意
欲
に
対
し
て
効
果
が
あ
り
、
ス
タ

ン
ド
の
整
備

(ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
半
分
↓
全
て
で
E

P
が
利
用
可
能
。)
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
購
入
す
る
可

能
性
の
あ
る
者
が
大
き
く
増
え
た

(図
2
)。

③

燃
料
電
池
自
動
車

燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
に
技
術
的

に
可
能
と
考
え
ら
れ
る
条
件

(ベ
ー
ス
ケ
ー
ス
"既
存
車

と
比
べ
燃
料
費
が
一
~
二
割
高
、
利
用
可
能
ス
タ
ン
ド
は

1
/
m
程
度
、
環
境
汚
染
ガ
ス
が
全
く
排
出
さ
れ
な
い
と

想
定
し
た
ケ
ー
ス
)
で
、
購
入
す
る
可
能
性
の
あ
る
車
両

本
体
価
格
は
、
｢
(い
く
ら
で
も
)
買
わ
な
い
｣、
｢割
安
『

｢同
額
｣
の
合
計
で
約
七
割
と
な
っ
た
。
本
体
価
格
が
高

い
場
合
に
は
購
買
意
欲
が
低
い

(図
3
)。

燃
料
電
池
車
の
ス
タ
ン
ド
の
整
備
や
燃
料
費
の
低
減
を

進
め
た
場
合
に
は
、
購
買
意
欲
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
。
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　(注) ベースケース :既存車と比べ燃料費が 1 ~ 2 割高く、 利用可能

なスタンドは 1ノー0程度で、 環境汚染ガスが全く排出されな
いと想定したケース

図 3 燃料電池自動車の購買意欲

い

安

額

高

高

高

高

高
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高
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四

普
及
動
向
と
今
後
の
普
及
見
通
し

ー

現
在
の
普
及
動
向

環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
各
種
導
入
促
進
施
策

に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
車
種
に
つ
い
て
保
有
台
数
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
新
燃
料
自
動
車
は
ま
だ
一
部
に
普
及
し

た
に
過
ぎ
な
い
状
況
に
あ
る
。
新
燃
料
自
動
車
の
普
及
台

数
を
図
4
に
示
す
。

現
在
台
数
が
最
も
多
い
の
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
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(注) 燃料電池自動車はリース販売のみで、 2004年 3月31日時点でl8台。 BD Rごつ

いては自治体等での利用事例がある。バイオエタノール、 GTL及びD M Eは利
用されていない。

図 4 新燃料自動車の普及台数の推移

で
あ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
は
既
存
の
イ
ン
フ
ラ

(ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
)
が
使
用
で
き
る
点
が
強
み
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、近
年
急
激
に
伸
び
て
い
る
。

次
に
台
数
が
多
い
の
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
代
替
L
P
G
自
動
車

で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
販
売
台
数
の

方
が
上
回
っ
て
お
り
、
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
燃
料
電

池
自
動
車
は
ま
だ
研
究
開
発
段
階
に
あ
り
、
よ
う
や
く
リ

ー
ス
販
売
が
一
部
で
始
ま
っ
た
。

重要度

図 5 自動車に対する主要課題の推移

大気汚染対策

　　　　　　　　　
′,! 脱石油
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今
後
の
普
及
見
通
し

自
動
車
に
と
っ
て
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
へ
の
関
心
が
新

燃
料
自
動
車
の
導
入
･
普
及
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。
主
要
課
題
の
重
要
性
は
図
5
の
よ
う
に
推

移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

大
気
汚
染
対
策
の
重
要
度
は
、
環
境
規
制
強
化
の
効
果

が
現
れ
る
の
に
あ
わ
せ
て
徐
々
に
低
下
す
る
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
対
策
は
二
〇
一
〇
年
以
降
重
要
性
が
ま
す
ま
す

増
大
す
る
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
我
が
国
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
脱
石
油
対
策
の
重
要
性
が
中
長
期
的
に
高
ま

る
。
以
上
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
る
主
要
課
題
の
重
要
性
や

二

(技
術
･
イ
ン
フ
ラ
動
向
)
に
示
し
た
技
術

･
イ
ン
フ

ラ
動
向
を
踏
ま
え
た
新
燃
料
自
動
車
等
の
普
及
見
通
し
に

つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
は
追
加
的
イ
ン
フ
ラ
を
必
要
と

せ
ず
、
技
術
的
に
も
確
立
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

乗
用
車
を
中
心
に
一
般
に
普
及
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
特

に
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
間
で
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す

と
考
え
ら
れ
る
。

天
然
ガ
ス
自
動
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
代
替
L
P
G
自
動
車

は
、
航
続
距
離
や
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
制
約
か
ら
現
行
の
延

長
線
上
で
短
距
離
用
の
貨
物
車
や
バ
ス
を
中
心
に
普
及
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
域
内
物
流
用
の

貨
物
車
、
塵
芥
車
、
路
線
バ
ス
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

電
気
自
動
車
は
航
続
距
離
の
問
題
等
か
ら
、
原
付
自
転

車
、
超
小
型
車
、
小
型
乗
用
車
、
軽
貨
物
車
を
中
心
に
、

構
内
移
動
や
配
達
業
務
、
高
齢
者
移
動
用
、
地
域
交
通
シ

ス
テ
ム
で
の
活
用
な
ど
ニ
ッ
チ
市
場
へ
の
展
開
が
見
込
ま

れ
る
。

燃
料
電
池
自
動
車
は
ま
だ
当
面
は
研
究
･
開
発
段
階
に

あ
り
、
特
区
や
公
用
車
等
で
試
験
的
に
利
用
さ
れ
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
需
要
動
向
な
ど
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
段
階

で
普
及
し
て
い
る
可
能
性
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
そ
の

--
自動車

冊★- 天然ガス自動車

一- -‘｣ ハイブリッド自動車

嘲』電気自動車

　
′

頬
車
ガ

イ
動
然

　
　
　



表 3 新燃料自動車等の利用状況及び見通し

車種 現在 20 10 年 2020 年前後
天然ガス自動車 ･技術的な課題はほぼ解決。

･ディーゼル代替車として
小中型貨物車、塵芥車、
バスで主に利用。

･燃料積載の制約上、 短中
距離、一定ルートが中心。

･普 及台 数 : 20,638 台
(2004 年 3月末)

･燃料供給施設の制約によ
り、貨物車を中心に普及
が進む。

･公害対策として有効であ
り、 一定割合の利用が続
く。

･環境規制強化により、 環
境面の優位性が減少する
(燃費向上が課題)。

. 石油代替燃料車として、
既存用途で一定の活用が
続く。

電気自動車 ･短距離用の小型乗用車、
軽貨物車を中心に利用。

･都市部を中心とした地域
交通システムにおける利
用事例がある。

･普及台数 :6,691台 (2003
年8月末)

･都市部の公害対策とし
て、 地域交通システムの
中で利用される。

･現在と同様、 ニッチ市場
での利用が中心。

･既存の用途において一定
の活用が続く。

燃料電池自動車 ･各メーカーで開発段階。
･官公庁を中心にリースを
開始した。

･リース台数 : 18 台(2003
年3月末)

･燃料貯蔵技術や燃料電池
技術で性能向上が進む。

･水素インフラの制約等で
まだ一般には普及せず。

･公用車を中心とした乗用
車への導入が増加する。

[さらなる技術革新が起こ
った場合]
.価格競争力が徐々に向上
し、 多くの用途で利用。

･環境、 脱石油において有
効なため、 長期的には全
車種で普及。

ハイブリッド自動車 ･量産化されており、 主に
乗用車と一部バスで利用
されている。

･ 貨物車も市販されてい
る。

･ 普 及 台 数 : 91,210 台
(2003 年 3月末)

･ 技術力坏確立され、量産化と
ともに、価格が低下し、既
存車と遜色が無くなる。

･環境対策として、この時点
における役割は最も高い。

･小型を中心とした乗用車
において一般に普及する。

･脱石油の必要性から、 ガ
ソリン利用のハイブリッ
ド自動車から燃料電池自
動車への一部シフトが起
こり得るo

.既存の用途において一定
の活用が続く。

ディーゼル代替 LP G

自動車
･排ガス対策のため、 ディ
ーゼル代替車として開発
されている。

･小型貨物車や配送用車
両、 塵芥車等に利用。

･普 及 台 数 : 17,054 台
(2003 年 3月末)

･ ディーゼル代替目的であ
るため、 用途は現在刻ま
ぼ同様に限定される。

･ ディーゼル車のクリーン

化あるいは燃料電池自動
車等が普及する場合に
は、 ディーゼル代替の必
要性は小さくなる。

バイオ燃料 ･エタノールを既存燃料に
混入使用する場合の規格
が決定。

･ エタノール使用の パイロ

ット事業を開始。

･ 一部のスタン ドで 冤3 が
供給可能になる。

･既存車の一部で 同3 の普
及が進む。

･広範な車種、 用途で 団3
及び団10 が利用される。

･供給面の制約やコストを
考慮すると、補完的な役
割にとどまる。

G型L ･ G TL 技術による合成軽油活
用が検討されている。

･ GT L 混合軽油が試験的に
利用される。

･天然ガスの G T L 化によ
る活用があり得る。

D M 冤 ･開発中だが技術的課題の解
決が必要。

･一部のメーカーが試験的
活用を行う。

･脱石油の観点から一定の
利用がなされる可能性が
ある。



一
方
、
二
0
二
〇
年
以
降
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制
や
石
油

消
費
の
節
減
に
対
す
る
要
求
が
よ
り
高
ま
っ
た
時
点
で
技

術
開
発
が
進
ん
で
い
れ
ば
、
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て
は
、
供
給
面
の
制
約
や
コ
ス
ト

を
考
慮
す
る
と
、
政
府
に
よ
る
特
段
の
普
及
促
進
策
が
な

け
れ
ば
、
当
面
は
補
完
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
燃
料
を
使
っ
た
自
動
車
の
普
及
に

当
た
っ
て
は
、
コ
ス
ト
評
価
に
加
え
て
、
原
料
の
採
取
、

製
造
、
輸
送
、
貯
蔵
、
利
用
に
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

や
排
出
物
に
関
わ
る
総
合
的
な
評
価

(名
越
ぢ
名
言
巴
に

よ
る
評
価
)
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

表
3
に
は
、
新
燃
料
自
動
車
等
の
利
用
状
況
及
び
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
示
す
。

五

お
わ
り
に

本
研
究
に
係
る
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
財
道
路
経
済
研

究
所
内
に
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
研
究
会
を
設
置

し
、
議
論
を
行
っ
た
。
座
長
の
大
聖
委
員
を
は
じ
め
、
委

員
の
方
々
か
ら
有
益
な
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
に
よ
り
本
研

究
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
関
係
者

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
研
究
の
成
果

が
今
後
の
我
が
国
に
お
け
る
議
論
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

(注
)

※
1
!
大
綱
で
は

｢低
公
害
車
｣、
｢ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
｣
と

い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

の
よ
う
に
必
ず
し
も

｢新
燃
料
｣
を
用
い
な
い
自
動
車
も
あ
る
が
、

環
境
負
荷
低
減
の
観
点
か
ら
普
及
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

対
象
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
用
燃
料
と
し
て
の
利
用
が

想
定
さ
れ
る
バ
イ
オ
燃
料
や
G
T
L
、
D
M
E
を
含
め
て
本
稿
の

記
述
を
行
っ
て
い
る
。

※
2
i
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

｢低
公
害
車
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
2
0
0
2
｣
及
び
社
日
本
自
動
車
工
業
会

｢ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
2
｣
よ
り

※
3
!
L
C
A
"
亡
ぼ
n
て二
@
>
ののののの日
の巳

※
4
,.･植
物
は
大
気
中
の
⑩
を
吸
収
し
て
炭
素
分
を
固
定
し
て
お
り
、
こ

れ
を
燃
焼
さ
せ
て
大
気
中
に
放
出
し
て
も
大
気
中
の
①
の
増
加
に

な
ら
な
い

(カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
)。

※
5
!
調
査
は
、
環
境
問
題
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
の
効
果
を
把
握
す
る
た

め
、
説
明
最
小
限
ケ
ー
ス

(背
景
に
つ
い
て
の
説
明
は
最
小
限
に

抑
え
る
ケ
ー
ス
)
と
説
明
強
化
ケ
ー
ス

(調
査
票
の
冒
頭
で
環
境

問
題
に
つ
い
て
の
説
明
を
加
え
る
ケ
ー
ス
)
と
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

れ
同
数
の
対
象
者
に
行
っ
た
が
、
回
答
に
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
環
境
問
題
が
す
で

に
潜
在
的
購
入
者
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。
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路
交
通
管
理
課
訟
務
班

聽
U
め
に

一
般
国
道
四
六
八
号

(
一
般
有
料
道
路

｢首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
｣
)
(以
下
、
｢圏
央
道
｣
と
い
う
。)
は
、

東
京
都
心
か
ら
四
〇
如
か
ら
六
〇
如
に
位
置
す
る
一
都
四

県
の
中
核
都
市

(横
浜
、
八
王
子
、
青
梅
、
川
越
、
つ
く

ば
、
成
囮
、
木
更
津
な
ど
)
を
相
互
に
連
絡
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
間
の
交
流
を
拡
大
し
、
地
域
経
済
及
び
地
域

産
業
の
活
性
化
を
促
す
と
と
も
に
、
東
名
高
速
、
中
央
道
、

関
越
道
、
東
北
道
、
常
磐
道
、
東
関
道
な
ど
放
射
状
に
延

び
る
幹
線
道
路
と
接
続
し
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
も

一
体
と
な
っ
て
首
都
圏
の
広
域
的
な
骨
格
と
な
る
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
都
心
部
へ
の
交
通
の
集
中

を
緩
和
し
、
都
心
部
一
極
集
中
型
か
ら
多
極
分
散
型
へ
の

転
換
に
よ
る
首
都
圏
全
体
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
延
長
約
三
〇
〇
虹
の
自

動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。

昭
和
五
一
年
一
一
月
に
首
都
圏
整
備
法
二
二
条
一
項
に

基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
が
決
定
し
た
首
都
圏
基
本
計
画
に

お
い
て
、
東
京
大
都
市
地
域
の
拠
点
間
を
結
び
、
東
京
都

区
部
等
の
過
密
地
域
を
迂
回
す
る
陸
上
交
通
体
系
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
昭
和
六
二
年
六
月
に
国
土
総
合
開
発
法

七
条
一
項
に
基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
が
作
成
し
た
第
四
次

全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
一

部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
東
京
都
知
事
が

都
市
計
画
法
一
八
条
三
項
に
基
づ
く
建
設
大
臣

(現
国
土

交
通
大
臣
)
の
認
可
を
得
て
、
平
成
元
年
三
月
等
の
告
示

に
よ
り
都
市
計
画
変
更
を
行
い
、
平
成
四
年
度
か
ら
用
地

の
計
画
的
取
得
を
開
始
し
、
平
成
五
年
度
に
工
事
着
手
を

経
て
、
平
成
九
年
に
は
通
過
全
市
町
に
お
い
て
着
工
し
、

平
成

一
四
年
三
月
二
九
日
に
青
梅
~
日
の
出
I
C
間
の

八
･
七
m
が
開
通
、
現
在
、
日
の
出
~
あ
き
る
野
I
C
が

事
業
中
で
あ
る
。

こ
の
圏
央
道
の
事
業
に
対
す
る
訴
訟
を
大
き
く
分
類
す

る
と
、
住
民
等
の
人
格
権
又
は
環
境
権
等
に
基
づ
く
権
利

侵
害
を
争
う
｢工
事
差
止
め
訴
訟
｣
と
い
う
民
事
訴
訟
と
、

行
政
処
分
の
適
法
性
を
争
う
｢事
業
認
定
等
の
取
消
訴
訟
｣

と
い
う
行
政
事
件
訴
訟
の
二
類
型
の
訴
訟
が
係
属
中
で
あ

る
。
昨
年
秋
以
降
、
先
行
し
て
判
決
が
出
て
い
る
訴
訟
は
、

後
者
の
行
政
事
件
訴
訟
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、

前
者
の
非
権
力
的
な
事
実
行
為
で
あ
る
工
事
の
差
止
め
を

求
め
る
訴
訟
を
取
り
上
げ
、
次
号
に
お
い
て
、
公
権
力
の

行
使
で
あ
る
事
業
認
定
等
の
取
消
を
求
め
る
訴
訟
を
取
り

上
げ
る
こ
と
と
し
、
訴
訟
の
概
要
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
簡
単
に
述
べ
る
。
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圏
実
道
工
事
差
止
め
訴
訟

(い
わ
ゆ
る

『高
尾
山
天
狗
裁
判
巴
の
争
点

平
成
一
二
年
一
〇
月
二
五
日
、
通
称
、
高
尾
山
天
狗
裁

判
と
呼
称
さ
れ
る
圏
央
道
工
事
差
止
め
訴
訟
が
提
起
さ
れ

た
。
こ
の
訴
訟
の
概
要
は
別
添
に
示
す
が
、
主
な
争
点
は
、

表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

平成12年10月25日提訴

図 圏央道の事業区間

三

者
争
点
の
当
事
者
の
主
張
と
令
鐙
の
展
望

原
告
ら
の
権
利
侵
害

円

自
然
物
の
権
利
と
そ
の
侵
害

本
件
訴
訟
で
は
、
原
告
ら
は
、
当
該
工
事
区
域
の
土

地
所
有
者
等
の
ほ
か
に
、自
然
保
護
団
体
は
も
と
よ
り
、

オ
オ
タ
カ
や
ム
サ
サ
ビ
、
高
尾
山
、
八
王
子
城
跡
の
自

然
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
物
が
原
告

適
格
を
有
す
る
か
否
か
が
ま
ず
解
決
す
べ
き
争
点
と
し

て
、
他
の
争
点
と
分
離
し
て
、
平
成
一
三
年
三
月
二
六

日
に
東
京
地
裁
、
同
年
五
月
三
〇
日
の
東
京
高
裁
に
お

い
て
も
、
原
告
ら

(自
然
物
)
の
原
告
適
格
が
認
め
ら

れ
ず
、
当
額
請
求
は
却
下
さ
れ
、
そ
の
判
決
は
確
定
し

て
い
る
。

原
告
ら
は
、
｢自
然
環
境
の
持
つ
価
値
に
は
、
人
間

や
自
然
保
護
団
体
の
権
利
や
利
益
に
還
元
で
き
な
い
自

然
環
境
そ
の
も
の
が
有
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
こ
れ

は
自
然
そ
の
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
初
め
て
主
張
で
き

害侵のそ1と利権　

践系の破壊 (騒音、 照明、大気汚染)

‐による高尾山の地下水系の破壊
環境破壊

と生態系についての学習の場の破壊い
壊

大

そ
そ
害

環
イ
に

つ
破

(

と
と
優

ぴ
文
種

壊
に
用
壊
害

利
利
の

及
と
物

破
系
気
破
被

権
権
そ

続
護
植

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

扱
き
潔
擁
離
職
鞠
端
鰤
擁
護
動
燃
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夙
浦
泳
壞
涵
厭
源
①
②
③
手
①
②
③

子城跡の保護と文化財保護法及び八王子市保存管理計画違反
希少野生動植物種に指定されているオオタカの生息と種の保存法違反

、首"〒ヤ ?nn4 7 ?‘

) 手続の違法性
① 都市計画決定手続及び環境アセスメントの違法性

自然保護団体の権利とその侵害
自然人の権利とその侵害 (土地所有権等、 人格権、環境権、景観権、 自然共有権)

(大気汚染、 騒音、振動、 低周波)

る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
自
然
物
の
生
存
の
権
利

が
派
生
し
、
そ
の
実
定
法
上
の
効
果
と
し
て
自
然
物
の

当
事
者
能
力
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
｣と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
東
京
地
裁
、
同
高
裁
と
も
に

｢民
事
訴

訟
の
当
事
者
と
な
る
一
般
的
能
力
で
あ
る
当
事
者
能
力

は
、
民
事
訴
訟
法
上
、
民
法
そ
の
他
の
法
令
に
従
っ
て

　
　　　日

八王子 J O T 部
起業者 :JH

l八王子北IC i
囲
凸

　
　

　
　

消
5

癪　　
主

l

圏
)
①
②
③

-
①
②
③

平成14年 7 月 9 日提訴



定
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
上
記
の
自
然
物
の
類
に
当
事
者

能
力
を
認
め
た
と
解
す
べ
き
法
令
の
規
定
は
な
い
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
本
件
各
訴
え
は
、
当
事
者
能
力
を
欠
く

者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
不
適
法
な
訴
え
と
い
う
ほ
か
な

く
、
こ
れ
を
補
正
す
る
余
地
も
な
い
｣
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
物
を
原
告
と
し
て
提
起
さ
れ
た
自

然
権
利
訴
訟
は
、
本
件
の
ほ
か
に
も
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
訴
訟

(鹿
児
島
地
裁
平
成
九
年
九
月
二
九
日
･

判
例
地
方
自
治

一
七
四
ペ
ー
ジ
)
、
生
田
緑
地
訴
訟
、

諫
早
湾
自
然
の
権
利
訴
訟

(ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
訴
訟
)
な
ど

が
あ
り
、
最
近
で
も
、
沖
縄
ジ
ュ
ゴ
ン
訴
訟
、
沖
縄
ノ

グ
チ
ゲ
ラ
訴
訟
、
奄
美
ウ
ミ
ガ
メ
訴
訟
な
ど
が
提
起
さ

れ
て
い
る

(自
然
の
権
利
訴
訟
の
状
況
等
は

｢自
然
の

権
利
H
P
｣
耳
言
"
B
OB
け
円
-己
二
て
□
①｣"
の扇
目
o言
目
＼

　
　
　

こ
の
種
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
の
判
断
事
例

は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
判
決
の
積
上
げ

に
よ
り
、
ほ
ぼ
判
例
の
傾
向
は
確
定
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
中
で
も
有
名
な
通
称
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
事
件
の

原
告
ら
の
主
張
と
東
京
高
裁
の
判
断
を
簡
単
に
紹
介

し
、
自
然
物
の
原
告
適
格
に
係
る
我
が
国
の
司
法
判
断

の
傾
向
を
示
す
。

こ
の
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
事
件
は
、
原
告
ら

(オ
オ
ヒ
シ

ク
イ
)
が
茨
城
県
が
渡
り
鳥
で
あ
る
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の

個
体
群
の
越
冬
地
域
全
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
重
要
な
文
化
的
財
産
を
損
傷
さ
せ

た
と
し
て
、
県
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
判
決
で
あ

る

(東
京
高
裁
平
成
八
年
四
月
二
三
日
･
判
例
タ
イ
ム

ズ
九
五
七
号
一
九
四
ペ
ー
ジ
))。
こ
の
高
裁
判
決
に
お

い
て
も
、
｢お
よ
そ
訴
訟
の
当
事
者
と
な
り
得
る
者
は
、

法
律
上
、
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
得
る
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
民
法
、
民
事
訴
訟
法
等
の
規

定
に
照
ら
し
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
人
に
非
ら
ざ
る
自
然
物
を
当
事
者

能
力
を
有
す
る
者
と
解
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

当
事
者
能
力
の
概
念
は
、
時
代
や
国
に
よ
り
相
違
が
あ

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
現
行
法
の
も
と
に

お
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。｣
と

し
て
、
原
告
ら
の
控
訴
を
却
下
し
て
い
る
。
一
審

(地

裁
)
で
は
、
現
行
法
令
中
に
、
自
然
物
に
当
事
者
能
力

を
肯
定
す
る
法
令
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
当
事
者
能
力

は
人
間
社
会
を
前
提
と
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
、
自
然

物
の
存
在
の
尊
厳
と
そ
れ
に
対
す
る
人
の
倫
理
的
義
務

を
想
定
し
て
も
自
然
物
に
法
的
権
利
が
あ
る
と
み
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、
訴
え
却
下
の
結
論
を

導
い
て
お
り
、
控
訴
審
判
決
も
同
様
の
結
論
を
述
べ
て

い
る

(環
境
法
令
百
選
･
一
七
四
ペ
ー
ジ
)。
現
行
法

の
解
釈
で
は
、
こ
の
考
え
は
揺
る
ぎ
な
い
確
立
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
に
は
自
然
の
動
植
物
の
原
告
適
格

を
認
め
た
判
決
が
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
が
、
緩
や
か

な
原
告
適
格
要
件
と
団
体
訴
訟
及
び
市
民
訴
訟
条
項
に

基
づ
い
て
自
然
保
護
訴
訟
が
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
っ
て
、
動
物
に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
が
中
心
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い

(畠
山
武
道
･
米
国
自
然
保
護
訴
訟
と
原
告
適

格
-
動
物
の
原
告
適
格
を
中
心
に
)
･
環
境
研
究

=

四
号
六
一
ペ
ー
ジ
)
と
言
わ
れ
て
い
る
。

②

自
然
保
護
団
体
の
権
利
と
そ
の
侵
害

先
の

｢主
な
争
点
｣
に
掲
げ
る
こ
れ
以
降
の
争
点
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
、
係
争
中
で

あ
る
が
、当
事
者
の
主
張
概
要
と
今
後
の
展
望
を
記
す
。

原
告
ら
自
然
保
護
団
体
は
、
高
尾
山
又
は
八
王
子
城

と
中
心
に
、
一
帯
の
生
態
系
及
び
そ
の
構
成
員
た
る
目

に
つ
い
て
自
然
享
有
権
、
景
観
権
及
び
環
境
権
を
有
し

て
い
る
旨
主
張
す
る
。

自
然
享
有
権
、
景
観
権
及
び
環
境
権
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
が
、
原
告
ら
自
然
保
護
団
体
の
当
事
者
能
力

に
係
る
判
断
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
の
法
的
性
格
を
勘

案
し
、
民
事
訴
訟
法
第
二
九
条

(法
人
で
な
い
社
団
等

の
当
事
者
能
力
)
で
は
、
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
っ
て

も
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
に
限
り

当
事
者
能
力
を
認
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
団
体
に
は
、
訴
訟
手
続
上
、
法
人
と
同

様
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
原
告
ら
自
然
保
護
団
体
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
観
点
か
ら
当
事
者
能
力
が
適
格
に
判
断
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
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な
お
、
こ
れ
ら
の
住
民
運
動
団
体
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
肯
定
す
る
も
の
も
あ
る

(東
京
地
裁
昭
和
四
八
年

一
一
月
六
日
･
行
集
二
四
巻
一
一
m
三
一号
一
一
九
ペ

ー
ジ
、
東
京
地
裁
昭
和
五
六
年
五
月
二
九
日
･
判
時
一

〇
〇
七
号
二
三
ペ
ー
ジ
、
徳
島
地
裁
昭
和
五
二
年
一
〇

月
七
日
･
判
時
八
六
四
号
三
八
ペ
ー
ジ
)
が
、
否
定
す

る
も
の
も
少
な
く
な
い

(横
浜
地
裁
昭
和
五
三
年
八
月

四
日
･
行
集
二
八
巻
八
号

一
四
〇
九
ペ
ー
ジ
な
ど
)

(コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
I
･
日
本
評
論
者

･

二
人
五
ペ
ー
ジ
)。
ド
イ
ツ
で
は
、
自
然
保
護
を
目
的

と
し
て
活
動
す
る
環
境
N
P
O
に
自
然
保
護
行
政
過
程

へ
の
参
加
権
を
認
め
、
さ
ら
に
‘
定
範
囲
で
こ
れ
ら
の

団
体
に
原
告
適
格
を
認
め
て
い
る

(大
久
保
規
子

｢ド

イ
ツ
環
境
法
に
お
け
る
団
体
訴
訟
｣
小
早
川
光
郎
･
宇

賀
克
也
編
=
塩
野
宏
先
生
古
稀
祈
念

･
行
政
法
の
発
展

と
変
革

(下
)
〔2
0
0
1
〕
三
五
ペ
ー
ジ
)。
ま
た
、

我
が
国
で
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
上
の
抗
告
訴
訟
で
の

原
告
適
格
要
件
が
厳
格
(法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
説
)

で
あ
り
、
か
つ
、
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
特
別
の
訴

訟
制
度
も
な
い
た
め
に
、
｢解
釈
論
と
の
無
理
を
承
知

で
、
自
然
の
権
利
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
｣
(曽
和
俊
文
･
環
境
法
判
例
百
選
一
七

五
ペ
ー
ジ
)。

③

自
然
人
の
権
利
と
そ
の
侵
害

(土
地
所
有
権
等
、
人

格
権
、
環
境
権
、
景
観
権
、
自
然
共
有
権
)

原
告
ら
は
、
環
境
権
、
景
観
権
、
自
決
筈
子有
権
に
基

づ
き
、圏
央
道
の
工
事
に
よ
る
権
利
侵
害
を
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
い
ず
れ
も
差
止

め
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
実
体
法
上
の
権
利
と
は
な
り

得
ず
、
原
告
ら
が
人
格
権
と
し
て
主
張
す
る

｢豊
か
な

自
然
環
境
の
享
受
に
よ
っ
て
、
精
神
の
開
放
感
な
ど
人

間
と
し
て
の
豊
か
さ
を
受
け
る
｣
利
益
な
る
も
の
は
、

人
格
権
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
差
止
め
請
求
権

を
基
礎
付
け
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
環
境
権
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
我
が
国

に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
判
例
理
論
に
お
い
て
、
実

体
法
上
の
根
拠
が
な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
範
囲

及
び
限
界
、
侵
害
に
対
す
る
差
止
め
請
求
権
の
成
立
要

件
、
法
律
効
果
等
も
極
め
て
抽
象
的
か
つ
不
明
確
と
い

わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
を
私
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め

る
こ
と
は
、
私
人
が
社
会
的
経
済
的
活
動
を
行
う
に
際

し
、あ
る
い
は
公
権
力
が
行
政
活
動
を
行
う
に
際
し
て
、

当
該
行
為
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
予
測
が
つ
か
ず
、
法

的
安
定
性
を
著
し
く
害
す
る

(大
阪
高
裁
平
成
五
年
二

月
二
〇
日
･
判
時
一
四
一
五
号
二
九
ペ
ー
ジ
)
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
告
ら
の
主
張
は
、
環
境
基

本
法
第
三
条
に
お
い
て
、
｢環
境
を
健
全
で
恵
み
豊
か

な
も
の
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
人
間
の
健
康
で
文
化

的
な
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
｣
と

規
定
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
同
条
が
憲
法
二
五
条

に
基
づ
く
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
す
る
権
利
の
一
内

容
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
環
境
権
の
実
体
法
上
の

根
拠
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
環
境
基
本
法
三
条
は
、
四
条
及
び
五
条
と

と
も
に
、
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
定
め
た

も
の
で
あ
っ
て

(同
法
一
条
)、
個
人
の
環
境
権
を
定

め
た
も
の
で
は
な
く
、
私
法
上
の
請
求
権
の
根
拠
と
な

る
も
の
で
は
な
い
旨
判
例
と
し
て
一
貫
し
て
整
理
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
景
観
権
に
つ
い
て
も
、
過
去
の
判
例
で
は
、

私
人
の
排
他
的
権
利
と
し
て
一
切
認
め
て
は
い
な
い
。

有
名
な
日
光
太
郎
杉
事
件

(東
京
高
裁
昭
和
四
人
年
七

月
一
三
日
･
判
時
七
一
〇
号
二
三
ペ
ー
ジ
)
を
始
め
、

昭
和
五
〇
年
代
後
半
か
ら
人
々
の
感
心
が
人
身
被
害
中

心
の
公
害
問
題
か
ら
快
適
な
環
境
の
保
全

･
創
造
に
移

っ
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
環
境
や
歴
史
的
･
文
化

的
価
値
そ
の
も
の
を
訴
え
る
例
が
増
加
し
て
き
た

(大

塚
直

｢公
害
･
環
境
の
民
事
判
例
｣
ジ
ュ
リ
ー
0
四
五

号
二
五
七
ペ
ー
ジ
)
が
、
環
境
や
歴
史
的
･
文
化
的
価

値
そ
の
も
の
を
侵
害
利
益
と
し
て
、
侵
害
行
為
の
差
止

め
を
認
め
た
裁
判
例
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
景
観
の
法

的
保
護
に
関
し
て
も
、
差
止
め
等
の
法
的
救
済
を
受
け

る
た
め
の
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
さ
れ
て

い
る
。
景
観
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
よ
う
に
広
域

的
な
も
の
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
原
告
ら
が
、
法
律
上

正
当
な
権
限
を
有
す
る
利
害
関
係
人
で
あ
る
こ
と
は
希

少
で
あ
り
、
証
明
が
難
し
い
事
項
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
所
と
し
て
は
、
被
侵
害
利
益
と
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し
て
の
景
観
権
の
内
容
が
一
義
的
に
明
確
で
、
権
利
と

最
後
に
、
自
然
享
有
権
な
る
も
の
は
、
国
民
が
豊
か

て
い
る
の
は
、
法
律
上
個
人
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て

し
て
の
保
護
に
値
す
る
程
度
に
成
熟
し
た
も
の
と
は
い

な
自
然
環
境
を
亘
又

る
糎
月
と
さ
t

｢
る
ゞ
、
こ

"

各

ま
新

こ

"
く

"

o

＼

、

え
な
い
と
い
う
判
断
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
と
思
わ
れ
る

(日
比
谷
公
園
環
境
事
件
･
東
京
高
裁

昭
和
五
三
年
九
月
一
八
日
･
判
時
九
〇
七
号
七
一
ペ
ー

ジ
、
東
京
地
裁
昭
和
四
六
年
六
月
一
六
日
･
行
集
二
二

巻
八
号
八
四
三
ペ
ー
ジ
、
松
山
地
裁
昭
和
五
三
年
五
月

二
九
日
･
行
集
二
九
巻
五
号
一
〇
八
一
号
、
和
歌
山
地

裁
平
成
六
年
三

月
三
〇
日
･
判
例
地
方
自
治
一
四
五

号
三
六
ペ
ー
ジ
、
東
京
高
裁
平
成
一
三
年
六
月
七
日
･

判
時
一
七
五
八
号
四
六
ペ
ー
ジ
な
ど
)。

な
お
、
原
告
ら
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
前
掲
の
日
光

太
郎
杉
事
件
で
は
、
景
観
を
侵
害
す
る
道
路
拡
幅
計
画

が
、
原
告
た
る
日
光
東
昭
讐呂
の
所
有
す
る
境
内
に
あ
る

太
郎
杉
を
含
む
巨
杉
群
の
伐
採
と
地
形
の
変
更
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
加
え
て
、
太
郎
杉
が
あ
る

地
区
は
、
周
辺
に
国
の
重
要
文
化
財
が
多
数
存
在
し
、

国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
事
件
判

決
で
は
、
景
観
や
風
致
と
い
っ
た
価
値
を
公
共
的
価
値

と
し
て
、
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
公
共
の
利
益
と
比
較
考
量
す
べ
き
諸
要
素
、
諸
価

値
の
一
つ
と
し
て
認
め
た
に
過
ぎ
ず
、
上
記
諸
価
値
を

私
人
の
権
利
と
し
て
認
め
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
私
人

の
利
益
と
し
て
保
障
し
た
も
の
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

な
自
然
環
境
を
享
受
す
る
権
利
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
｢具
体
的
な
範
囲
や
内
容
を
実
体
法

上
明
ら
か
に
す
る
規
定
は
環
境
の
保
全
に
関
す
る
国
際

法
及
び
国
内
諸
法
規
を
見
て
も
未
整
備
な
段
階
で
あ
っ

て
、
い
ま
だ
政
策
目
標
な
い
し
抽
象
的
権
利
と
い
う
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
｣
(鹿

児
島
地
裁
平
成
一
三
年
一
月
二
二
日
･
判
例
集
未
搭

載
)
と
さ
れ
て
い
る
。

2

各
権
利
に
基
づ
く
工
事
差
止
め
請
求
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
は
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
権
利
と
そ
の
侵

害
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
環
境
権
、
景
観
権
、
自
然
享
有

権
な
る
も
の
は
、
先
述
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例

が
示
唆
す
る
方
向
と
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
人
格

権
又
は
土
地
所
有
権
等
に
基
づ
く
物
権
的
請
求
権
に
基
づ

く
差
止
め
請
求
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
侵
害
者
の
個
別
具

体
的
な
侵
害
の
内
容
等
を
勘
案
し
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
差
止
論
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
る
。

差
止
め
請
求
の
法
的
根
拠
は
、
①
物
権
的
請
求
権
、
②

人
格
権
、
③
不
法
行
為
、
④
環
境
権
等
に
基
づ
く
請
求
権

が
考
え
ら
れ
る

(大
塚
直

･
環
境
法

〔2
0
0
2
〕
五
一

八
ペ
ー
ジ
)。
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
で
は
、
環
境
権
、
人

格
権
又
は
所
有
権
を
根
拠
と
し
て
請
求
し
た
も
の
が
多

く
、
我
が
国
に
お
い
て
、
請
求
の
根
拠
と
し
て
認
め
ら
れ

い
る
人
格
権
又
は
所
有
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
人
格

権
又
は
所
有
権
を
根
拠
と
す
る
差
止
め
請
求
権
が
成
立
す

る
た
め
に
は
、
受
忍
限
度
を
超
え
る
被
害
が
生
ず
る
高
度

の
蓋
然
性
を
要
す
る
と
い
う
の
が
、
従
来
の
通
説
的
見
解

で
あ
る

(福
士
明
･
環
境
法
判
例
百
選
一
三
九
ペ
ー
ジ
)。

そ
し
て
、
差
止
め
請
求
の
場
合
は
、
①
被
侵
害
利
益
の
性

質
と
内
容
、
②
侵
害
行
為
の
持
つ
公
共
性
の
内
容
と
程
度

が
重
要
な
考
慮
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
差
止
め
請
求
の
違

法
性
判
断
と
損
害
賠
償
請
求
の
そ
れ
と
で
差
異
が
生
じ
る

こ
と
は
不
合
理
と
は
い
え
な
い

(最
高
裁
平
成
七
年
七
月

七
日
･
国
道
四
三
号
訴
訟
･
民
集
四
九
巻
七
号
一
八
七
0

ペ
ー
ジ
)
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

違
法
性
段
階
説
を
と
っ
た
も
の
と
み
る
か
、
違
法
性
の
判

断
要
素
の
重
要
性
が
異
な
る
と
み
る
か

(大
塚
直

･
判
例

タ
イ
ム
ズ
九
一
八
号
六
二
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
理
解
が
分
か

れ
る
が
、
差
止
め
請
求
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
公
共
性
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(野
村
豊

弘

･
環
境
法
判
例
百
選
一
一
三
ペ
ー
ジ
)。
公
共
事
業
の

差
止
め
請
求
が
認
め
ら
れ
る
要
件
を
示
す
裁
判
例
と
し

て
、
名
古
屋
高
裁
平
成
一
〇
年
=
一月
一
七
日
･
長
良
川

河
口
堰
建
設
差
止
め
訴
訟
控
訴
審
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
｢侵
害
行
為
に
よ
っ
て
請
求
者
に
回
復
し
難

い
明
確
か
つ
重
大
な
損
害
が
生
じ
、そ
の
損
害
の
程
度
が
、

当
該
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
公
共
の
利
益
を

上
回
る
程
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
利
を
保
全
す
る
こ



と
が
そ
の
事
業
を
差
し
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
高
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
立
証
す
る
こ
と

を
要
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
該
事

業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
公
共
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て

も
、
な
お
か
つ
そ
の
事
業
を
差
し
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

請
求
者
の
権
利
を
保
全
す
る
こ
と
が
、
社
会
、
公
共
の
見

地
か
ら
も
容
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
必
要
と
解

す
る
の
が
相
当
｣
と
さ
れ
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
る
原

告
ら
の
絶
対
権
に
対
す
る
厳
格
な
比
較
考
量
の
枠
組
が
設

定
さ
れ
て
い
る

(池
田
恒
男
･
環
境
法
判
例
百
選
二
一
三

ペ
ー
ジ
、
同
旨
、
久
保
規
子
･
ジ
ュ
リ
ー
○
五
六
号
三
一

三
ペ
ー
ジ
、
田
山
輝
明
･
判
評
四
五
〇
号
三
七
ペ
ー
ジ
)。

ま
た
、
将
来
に
向
け
た
工
事
の
差
止
め
請
求
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
間
に
権
利
義
務
な
い
し
法
律
関
係
を
め
ぐ
る

紛
争
が
抽
象
的
、
一
般
的
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
は
足

り
ず
、
そ
れ
が
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
も
の
問
題
と
し
て

生
じ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
な
い
場
合

に
は
、
紛
争
の
成
熟
性
を
欠
き
、
裁
判
所
三
条
に
規
定
す

る

｢法
律
上
の
争
訟
｣
に
該
当
せ
ず
、
民
事
訴
訟
法
一
三

五
条
の
訴
え
の
利
益
を
欠
く
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
敷
街

す
る
と
、
｢将
来
給
付
の
訴
え
で
あ
る
差
止
請
求
が
適
法

と
い
え
る
た
め
に
は
、
差
止
め
を
求
め
ら
れ
て
い
る
被
告

の
行
為
に
よ
っ
て
、
原
告
の
物
権
等
の
権
利
が
将
来
侵
害

さ
れ
る
お
そ
れ
が
、
被
告
の
特
定
の
行
為
に
よ
っ
て
近
い

将
来
あ
る
い
は
今
後
継
続
し
て
、
原
告
の
右
権
利
が
侵
害

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
も

の
と
し
て
予
測
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
要
件

が
、
こ
の
よ
う
な
各
権
利
侵
害
に
係
る
原
告
ら
の
主
張
に

を
欠
く
訴
え
は
不
適
法
で
あ
る
｣
(宮
崎
地
裁
平
成
六
年

お
い
て
、具
体
的
な
侵
害
の
内
容
等
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
0
月
三
一
日
･
判
時
一
五
三
一
号
一
一
七
ペ
ー
ジ
)
と

具
体
的
な
侵
害
の
内
容
等
が
示
さ
れ
な
い
が
た
め
に
、
原

さ
れ
て
い
る
。

告
ら
は
、
差
止
め
の
根
拠
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な

最
高
裁

(昭
和
三
〇
年
三
一月
二
六
日
･
民
集
九
巻
一

手
続
の
違
法
性
を
主
張
す
る
。

一
〇
月
三
一
日
･
判
時
一
五
三
一
号
三

七
ペ
ー
ジ
)
と

さ
れ
て
い
る
。

最
高
裁

(昭
和
三
〇
年
三
一月
二
六
日
･
民
集
九
巻
一

四
号
二
〇
八
二
ペ
ー
ジ
、
昭
和
三
一
年
一
〇
月
四
日
･
民

集

一
〇
巻

一
〇
号

三

一二
九
ペ
ー
ジ
)
に
お
い
て
も
、

｢将
来
の
法
律
関
係
が
確
認
請
求
の
対
象
と
な
る
か
に
つ

い
て
は
、
否
定
的
な
見
解
を
探
っ
て
お
り
、
学
説
も
こ
れ

に
同
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。
将
来
の
法
律
関
係
は
、
将

来
の
そ
の
問
題
が
現
実
化
し
た
と
き
に
訴
え
を
提
起
す
れ

ば
足
り
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
、
こ
の
種
の
確
認
を
求

め
る
利
益
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
｣
(本
田
純

一
･
環
境
法
判
例
百
選
一
六
七
ペ
ー
ジ
)
。
最
近
で
も
、

東
京
高
裁
判
決

(平
成
三
年
六
月
二
七
日
･
判
時
報
一
三

六
九
号
九
八
項
)
に
お
い
て
、
人
格
権
に
基
づ
く
空
港
の

拡
張
工
事
の
差
止
め
を
求
め
る
訴
え
が
、
権
利
内
容
が
不

明
確
か
つ
未
成
熟
な
権
利
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
権
利

保
護
の
要
件
を
欠
き
不
適
法
で
あ
る
と
し
、
青
森
地
裁
弘

前
支
部
判
決
(平
成
一
三
年
九
月
一
二
日
)
に
お
い
て
も
、

｢本
件
工
事
以
外
に
被
告
が

!

各
侵
害
行
為
を
行
う

お
そ
れ
が
あ
る
と
の
主
張
も
な
い
｣
と
し
て
、
原
告
ら
の

訴
え
の
利
益
を
否
定
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
圏
央
道
の
建
設
差
止
め
に
係
る
裁

判
所
の
審
理
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
具
体
的
な
侵
害

の
内
容
等
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
る

3

手
続
の
違
法
性

原
告
ら
は
、次
に
三
つ
の
手
続
の
違
法
性
を
主
張
す
る
。

①

都
市
計
画
決
定
手
続
及
び
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

違
法
性

②

八
王
子
城
跡
の
保
護
と
文
化
財
保
護
法
及
び
八
王

子
市
保
存
管
理
計
画
違
反

③

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ

オ
タ
カ
の
生
息
と
種
の
保
存
法
違
反

こ
れ
ら
の
手
続
の
違
法
性
に
つ
い
て
、
原
告
ら
は
、
具

体
的
に
如
何
な
考
慮
要
素
、
判
断
内
容
の
著
し
い
過
誤
、

欠
落
等
の
存
在
を
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
の
違
法
性

に
つ
い
て
は
、
小
田
急
訴
訟

(最
高
裁
審
理
中
)
が
参
考

と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
訴
訟
の
控
訴
審
で
は
、
都
市

計
画
又
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
に
お
け
る
行
政
庁

の

｢裁
量
権
の
範
囲
を
超
え
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
い
限
り
、
そ
の
判
断
、
決
定

が
違
法
と
な
る
こ
と
は
な
い
｣
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ

て
お
り
、
本
訴
訟
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
具

体
的
に
審
理
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。



お
わ
り
に

以
上
、
圏
央
道
工
事
差
止
め
訴
訟
の
現
状
と
展
望
に
つ

い
て
、
簡
単
に
触
れ
た
。
各
争
点
と
も
に
、
判
例
の
積
上

げ
は
あ
る
程
度
な
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
、
本
件
工
事
の
差

止
め
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
上
記
手
続
の
違
法
性
が

認
容
さ
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

大
多
数
が
望
ん
で
い
る
公
共
事
業
が
少
数
の
利
益
の
た

め
に
事
業
が
遅
延
し
、
社
会
費
用
の
損
失
の
甚
大
で
あ
る

と
い
う
問
題
提
起
は
、
事
業
の
効
率
性
の
重
視
す
る
事
業

者
又
は
利
便
性
を
除
く
道
路
利
用
者
等
の
観
点
か
ら
は
大

き
な
課
題
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
観
点
か
ら
い
く
ら
世

論
の
支
持
を
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
法
律
が
保
障
す
る
人

格
権
又
は
絶
対
権
へ
の
侵
害
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
一
〇
万
人
が
望
む
事
業

で
あ
っ
て
も
、
一
人
の
人
権
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
事
業
で

あ
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、

被
侵
害
利
益
の
性
質
と
内
容
、
侵
害
行
為
の
持
つ
公
共
性

の
内
容
と
程
度
が
重
要
な
考
慮
要
素
と
な
っ
て
、
公
平
か

つ
適
正
な
判
断
が
法
廷
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ

の
よ
う
な
手
続
の
違
法
性
が
民
事
訴
訟
に
お
い
て
大
き
な

争
点
と
な
り
、
周
辺
住
民
等
か
ら
事
業
の
着
手
段
階
に
な

っ
て
も
な
お
、
侵
害
論
の
声
が
上
が
り
、
一
、
0
0
0
人

以
上
の
方
々
か
ら
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
自
体
を
問
題

意
識
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
を
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

法
律
上
の
学
説
に
お
い
て
も
、
被
害
者
救
済
の
観
点
が

多
数
を
占
め
る
傾
向
が
あ
り
、
か
つ
、
司
法
の
行
政
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
行
政
事
件

訴
訟
法
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、時
代
の
趨
勢
で
あ
ろ
う
。

次
号
に
お
い
て
詳
述
す
る
が
、
東
京
地
裁
平
成
一
六
年

四
月
二
二
日
･
圏
央
道
事
業
認
定
等
取
消
訴
訟
判
決
に
お

い
て
、
異
例
と
は
い
え
、
｢
計
画
行
政

一
般
に
つ

き
、
･
･
･
こ
の
分
野
に
お
け
る
法
の
支
配
を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
に
は
、
都
市
計
画
法
等
の
個
別
実
体
法
に
お
い

て
事
業
計
画
の
適
否
に
つ
い
て
早
期
の
司
法
判
断
を
可
能

に
す
る
争
訟
手
段
を
新
設
す
る
必
要
が
あ
る
｣
と
付
言
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
今
後
の
事
業
の

進
め
方
に
つ
い
て
検
討
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。



圏央道工事差止め訴訟の概要と現状

(1 ) 事件の概要
圏央道北浅川橋~ 八王子南 I C までの建設予定地の周辺住民が、 国及びJ H に対し、 圏央

道の新設工事の差止めを求めた訴訟。

(2 ) 提訴年月等
1 ) 提訴年等:-次 (原告:自然人 1,060名、 自然保護団体 6団体) :平成 12年 lo月 25日

二次 (原告:自然人 262名、自然保護団体 1団体) :平成 14年 4月 16日
※ -次 ･二次併合 (平成 14 年 6月 3日)

2 ) 原 告:八王子市の居住者等、 自然保護団体
3 ) 被 告:国、日本道路公団

(3 ) 具体の請求概要
工事差止め

圏央道 (八王子市下恩方町北浅川橋橋梁工事部分から同市南浅川町地内 I C 工事部
分までの圏央道新設工事及びこれに伴う附帯工事 (八王子 J C T 及び八王子南 I C を
含む)

(請求理由)
圏央道がもたらす被害

景観、 生態系の破壊、八王子城跡の環境破壊、住民等の憩いの破壊、住民等の健康
被害 等

(4 ) 現在の状況
審理中 (東京地裁八王子支部)

(参考) 圏央道事業認定等取消訴訟の概要と現状
(詳細は次号)

l 事件の概要
圏圓
(1) 第一事件 (事業認定取消訴訟)

圏央道あきる野 I C建設予定地に所有権等の権利を有する者及び周辺住民等が建
設大臣が平成 l2年 1月 19日に行ったあきる野 I C付近の圏央道建設に係る事業認
定を違法として取消を求めた訴訟。

(2) 第二事件 (収用裁決取消訴訟)
第一事件の事業認定を受けて被告東京都収用委員会が平成 14年9月 30 日に行っ

た収用裁決 (権利取得裁決及び明渡し裁決) について、 収用裁決の名宛人となった
原告ら (起業地内の土地について権利を有する者ら) が取消を求めた訴訟。

　第一事件 (事業認定取消訴訟)
圏央道あきる野 I C ~ 八王子 J C T までの建設予定地に所有権等の植原を有する

者及び周辺住民らが、 国土交通大臣が平成 14 年 4月 19 日に行ったあきる野 I C ~
八王子 J C T 付近の圏央道建設に係る事業認定を違法として取消を求めた訴訟。

2 提訴年月等
　　　
(1) 提訴年等 : (第一事件) 原告 101名 :平成 12 年 l2月 15 日

(第二事件)原告 80 名:平成 14年 11月 11日
(2) 原 告 :(第一事件)圏央道あきる野 I C建設予定地に権原を有する者等

(第二事件) 圏央道あきる野 I C建設予定地に権原を有する者等
(3) 被 告 :(第一事件) 国土交通大臣 (参加人:国及び日本道路公団)

(第二事件)東京都収用委員会 (参加人:国及び日本道路公団)

囮圈圈
(1) 提訴年等 :原告 879名 :平成 14 年 7月 9日
(2) 原 告 :圏央道あきる野 I C ~ 八王子 J C T までの建設予定地に所有権等の権

利を有する者等
(3) 被 告 :国土交通大臣 (参加人 :国及び日本道路公団)

3 判決 (平成 16年 4月 22日東京地裁) 概要 (圈鬮國)
(1) 事業認定取消…請求認容
(2) 周辺住民等の原告適格…請求一部却下 (起業地内の土地に植原を有しない者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在の状況

　　 　　　　　
、き今る一‐'≧



鬮
は
じ
め
に

自
動
車
を
運
転
し
て
走
行
中
に
道
路
ま
た
は
道
路
施
設

に
損
傷
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、
多
く
の
場
合
損
傷
行
為

者
に
変
わ
っ
て
道
路
管
理
者
が
そ
の
修
復
工
事
を
実
施
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
工
事
費
用
の
回
収
と
し
て
、
損
傷
原

因
者
に
対
し
て
負
担
金
命
令
を
発
令
す
る
。
多
く
の
損
傷

原
因
者
は
、
こ
の
負
担
金
命
令
に
応
じ
る
。
し
か
し
、
損

傷
原
因
者
が
未
成
年
者
、
被
用
者
ま
た
は
夫
婦
の
一
方
で

あ
る
場
合
、
彼
ら
は
お
お
む
ね
資
力
に
問
題
が
あ
る
と
さ

れ
る
の
で
、
個
人
的
に
は
、
負
担
金
命
令
に
応
じ
ら
れ
な

い
。そ

こ
で
、
未
成
年
者
、
被
用
者
、
ま
た
は
夫
婦
が
直
接

の
損
傷
原
因
者
と
な
っ
た
場
合
に
、
か
れ
ら
に
代
わ
る
費

用
負
担
者
に
対
し
負
担
金
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
費
用
負
担
者
と
は
、
道
路
損
傷

(道
路
施
設

も
含
め
て
)
の
直
接
の
原
因
者
で
は
な
い

(非
原
因
者
)

が
、
原
因
者
と
の
何
ら
か
の
関
係
で
工
事
費
用
を
負
担
す

る
義
務
の
あ
る
立
場
に
い
る
者
で
あ
る
。
本
小
論
で
は
、

費
用
負
担
者
の
範
囲
、
費
用
負
担
者
と
な
る
法
的
根
拠
等

を
検
討
す
る
。

二

道
路
法
上
の
原
因
者
負
担
衾
制
鷹

1

原
因
者
負
担
金
制
度
の
趣
旨

道
路
法
上
の
原
因
者
負
担
金
制
度
の
趣
旨
は
、
こ
れ
ま

で
の
関
連
判
決
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。
道
路
法
五
八
条
一
項
の

｢道
路
管
理
者
は
、
他
の
工

事
又
は
他
の
行
為
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
道
路
に
関
す
る

工
事
又
は
道
路
の
維
持
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

を
生
じ
た
限
度
に
お
い
て
、
他
の
工
事
又
は
他
の
行
為
に

つ
き
費
用
を
負
担
す
る
者
に
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担

さ
せ
る
も
の
と
す
る
。｣
旨
の
規
定
に
基
づ
く

｢原
因
者

負
担
金
制
度
｣
は
、
｢道
路
管
理
者

(行
政
庁
)
に
対
し

て
、
優
越
的
な
地
位
に
お
け
る
行
政
上
の
裁
量
に
よ
り
、

道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
道
路
の
維
持
の
費
用
の
負
担
を

同
工
事
等
の
原
因
者
に
課
す
る
命
令
権
限
及
び
強
制
徴
収

権
限

(道
路
法
七
三
条
)
を
認
め
た
｣
も
の
と
解
さ
れ
る

(大
阪
高
裁
昭
和
六
一
年
三
月
三
五
日
判
決
)。

こ
こ
で
、
｢他
の
工
事
｣
と
は
、
道
路
法
二
二
条
に
よ

れ
ば
、
｢道
路
に
関
す
る
工
事
以
外
の
工
事
｣
で
あ
り
、

｢他
の
行
為
｣
と
は
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
｢道
路
に
損
傷
し
、

若
し
く
は
汚
損
し
た
行
為
若
し
く
は
道
路
の
補
強
、
拡
幅

そ
の
他
道
路
の
構
造
の
現
状
を
変
更
す
る
必
要
を
生
じ
さ

せ
た
行
為
｣
で
あ
る
。

道
路
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
道
路
管
理
者
が
負
担
す

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
の
例
外
と
し
て
、
こ
の
原
因
者

負
担
金
制
度
の
下
に
お
い
て
、
｢他
の
工
事
ま
た
は
他
の

行
為

(交
通
事
故
等
)
に
よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た
道
路
に

関
す
る
工
事
ま
た
は
道
路
の
維
持
に
要
す
る
費
用
は
、
他

の
工
事
ま
た
は
他
の
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
そ
の
必
要

が
生
じ
な
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
費
用
ま
で
も
道
路
管

理
者
に
負
担
さ
せ
る
の
は
酷
に
過
ぎ
る
の
で
、
法
は
道
路

原因者負謳金制度に海ける
暮原因者への賞薹金命令について

広島修道大学教授 北原 宗律



に
損
傷
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
修
理
費
用
を
公
用
負
担

と
し
、
損
傷
の
原
因
を
与
え
た
工
事
ま
た
は
行
為
者
に
負

担

(損
傷
者
負
担
)
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。｣
と
い
う
こ

と
で
あ
る

(大
阪
高
裁
昭
和
六
一
年
三
月
二
五
日
判
決
)。

道
路
が
一
般
国
民
の
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
重
要

性
を
も
つ
公
用
用
物
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
｢他
の
者

(原
因
者
)
の
行
為
に
よ
り
、
道
路
に
損
傷
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
事
故
防
止
の
必
要
等
か

ら
、
そ
の
道
路
に
つ
き
、
迅
速
に
本
来
の
機
能
を
回
復
す

る
た
め
の
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
か
つ
、

こ
れ
に
要
し
た
費
用
は
、
損
傷
の
原
因
を
与
え
た
者

(原

因
者
)
に
こ
れ
を
負
担
さ
せ
る
の
が
衡
平
の
原
則
に
合
致

し
、
ま
た
、
実
際
の
取
扱
に
お
い
て
も
便
宜
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
定
め
ら
れ
た
。｣
と
い
う

(大
阪
地
裁
昭
和
六
〇

年
九
月
二
六
日
判
決
)。

道
路
は
そ
の
使
用
に
伴
っ
て
当
然
消
耗
と
い
う
こ
と
が

生
じ
る
。
こ
の
消
耗
と
い
う
こ
と
が
、
一
般
使
用
の
限
界

内
の
使
用
に
よ
っ
て
通
常
生
ず
る
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る

限
り
、
こ
れ
を
も
っ
て

｢道
路
の
損
傷
｣
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
一
般
使
用
は
道
路
法
上
の

｢他
の
行

為
｣
(損
傷
行
為
)
に
該
当
し
な
い
し
、
負
担
の
対
象
に

も
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
は
費
用
負
担
の
原
則
に
戻
る
。

し
か
し
、
｢当
該
道
路
の
本
来
の
使
用
方
法
を
逸
脱
し
て

使
用
し
、
ま
た
は
管
理
者
の
指
示
し
た
制
限
を
無
視
し
て

使
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
道
路
を
損
壊
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
よ
う
な
道
路
損
壊
の
原
因
と
な
る
行
為
を
し
た

者
に
対
し
、
そ
の
費
用
を
も
っ
て
当
該
損
壊
部
分
を
原
状

に
復
せ
し
め
、
公
衆
の
共
同
使
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

期
す
る
の
が
衡
平
の
法
理
上
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。｣
(函

館
地
裁
昭
和
四
一
年
三
月
四
日
判
決
)。

道
路
の
通
常
の
使
用
に
よ
る
消
耗
と
い
う
考
え
方
は
、

路
面
だ
け
に
つ
い
て
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
ガ
ー
ド
ロ
ー

プ
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
道
路
の
防
護
施
設
に
も
当
て
は

ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
防
護
施
設
を
原
則
的
に
設
置
し
な

い
よ
う
に
す
る
と
の
最
近
の
傾
向
か
ら
す
れ
ば
、
防
護
施

設
を

｢使
用
す
る
｣
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
、
道
路
の

通
常
の
使
用
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
曲
げ
た
、
ガ
ー
ド
ロ
ー
プ
を
切
断

し
た
と
い
う
場
合
に
は
、
通
常
の
使
用
に
よ
る
消
耗
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
う
場
合

に
は
、
自
己
責
任
に
お
い
て
、
防
護
施
設
を
修
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

道
路
と
い
う
公
共
用
物
に
損
傷
を
与
え
た
、
し
か
も
、

そ
の
通
常
の
使
用
方
法
を
逸
脱
し
て
損
傷
を
生
じ
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、そ
の
修
復
費
用
を
負
担
さ
せ
る
の
は
、

衡
平
の
原
則
に
も
適
う
以
上
に
、
自
己
責
任
の
原
則
で
も

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2

私
法
原
理
と
の
関
係

原
因
者
負
担
金
制
度
は
、
私
法
上
の
不
法
行
為
の
制
度

と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
、
道
路
法
五
人
条
一
項
に
よ
る
覊

束
の
下
に
、
道
路
管
理
者

(行
政
庁
)
に
対
し
て
、
優
越

的
な
地
位
に
お
け
る
行
政
上
の
裁
量
に
よ
り
道
路
に
関
す

る
工
事
ま
た
は
道
路
の
維
持
の
費
用
の
負
担
を
工
事
等
の

原
因
者
に
課
す
る
命
令
権
限
及
び
強
制
徴
収
権
限

(道
路

法
七
三
条
)
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
｢か

か
る
法
規
の
授
権
に
基
づ
き
道
路
管
理
者
の
発
す
る
給
付

命
令
は
債
務
不
履
行
ま
た
は
不
法
行
為
に
よ
り
生
ず
る
民

事
上
の
債
権
と
同
一
で
は
な
く
、
原
因
者
の
故
意
、
過
失

を
要
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
行
為
の
適
法
、
不

適
法
を
問
う
も
の
で
は
な
い
｣
(大
阪
高
裁
昭
和
六
一
年

三
月
二
五
日
)。
た
と
え
、
そ
の
原
因
の
一
端
が
不
可
抗

力
に
因
る
場
合
に
お
い
て
も
費
用
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

が
行
政
目
的
に
合
致
す
る
と
き
は
原
因
者
に
対
し
て
負
担

命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
法
関
係
へ
の
私
法
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
か
な
り

断
定
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
｢原
因
者
負

担
金
の
賦
課
徴
収
は
背
後
に
強
制
力
を
伴
う
公
の
権
力
作

用
す
な
わ
ち
権
力
支
配
関
係
に
属
す
る
作
用
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
権
力
的
支
配
関
係
に
属
す
る
公
法
的
関

係
に
つ
い
て
は
、
対
等
関
係
た
る
私
法
関
係
を
規
律
す
る

私
法
規
定
の
直
接
的
適
用
な
い
し
類
推
適
用
は
原
則
と
し

て
許
さ
れ
な
い
｣
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(札

幌
高
裁
昭
和
四
二
年
一
月
三
〇
日
判
決
)。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
根
拠
と
し
て
、
こ
の
負
担
金
を
納
付
し
な
い
場
合

に
は
、
道
路
法
七
三
条
に
よ
り
、
負
担
金
が
国
税
滞
納
処

分
の
例
に
よ
り
、
強
制
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
負
担
命
令
の
発
令
は
、
同
命
令
が
民
事
上

の
行
為
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
民
事
法
の
諸
原
則
に
必
ず

し
も
従
う
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
行

政
処
分
と
い
え
ど
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
の
一
般

原
則
に
反
す
る
場
合
、
例
え
ば
行
政
庁
に
お
い
て
、
法
に

よ
る
鴎
束
の
下
に
認
め
ら
れ
た
裁
量
権
の
行
使
に
際
し
、

事
実
の
判
断
を
誤
り
若
し
く
は
著
し
く
公
正
を
欠
く
裁
量

を
行
い
ま
た
は
同
一
の
条
件
下
に
お
い
て
理
由
な
く
差
別

的
取
扱
を
な
す
な
ど
裁
量
権
の
行
使
に
当
た
っ
て
当
然
守

ら
れ
る
べ
き
公
益
原
則
、
平
等
原
則
ま
た
は
比
例
原
則
に

従
わ
ず
、
行
政
目
的
に
背
反
し
た
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

は
、
法
に
よ
り
覊
束
さ
れ
た
要
件
に
関
す
る
判
断
の
誤
り

若
し
く
は
裁
量
権
の
濫
用
と
し
て
、
処
分

(給
付
命
令
)

の
無
効
ま
た
は
取
消
の
瑕
疵
を
帯
び
る
に
至
る
。

3

負
担
者
の
範
囲

｢他
の
行
為
に
つ
き
費
用
を
負
担
す
る
者
｣
と
は
、
｢行

為
者
が
、
同
時
に
そ
の
行
為
に
つ
き
費
用
を
負
担
す
る
者

で
あ
る
と
き
は
そ
の
行
為
者
、
直
接
行
為
者
の
ほ
か
に
そ

の
行
為
に
つ
き
費
用
を
負
担
す
べ
き
者
が
あ
る
と
き
は
そ

の
費
用
負
担
者
を
い
う
の
で
あ
る
｣
(札
幌
高
裁
昭
和
四

二
年
一
月
三
〇
日
判
決
)。

こ
の
よ
う
に
、
規
定
し
た
の
は
、
一
方
当
該
工
事
の
執

行
者
又
は
当
該
行
為
者
に
直
接
速
や
か
に
復
旧
工
事
を
な

さ
し
め
る
の
が
便
宜
か
つ
妥
当
な
場
合
の
あ
る
こ
と
、
他

方
当
該
行
為
者
が
当
該
工
事
又
は
行
為
に
つ
き
費
用
を
負

費用負担者(非原因者)

直接行為者(原因者)

鮨
1図

直接行為者(原因者)

費用負担者(非原因者)

担
す
る
者
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果

で
あ
る

(同
判
決
)。
(図
↓

例
え
ば
、
道
路
の
損
傷
行
為
が
被
用
者
に
よ
っ
て
、
あ

る
事
業
の
執
行
に
つ
き
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
事
業
主

が
こ
の

｢費
用
を
負
担
す
る
者
｣
に
該
た
る
。

当
該
損
傷
行
為
が
あ
る
事
業
の
執
行
に
つ
き
な
さ
れ
た

か
ど
う
か
は
、
広
く
当
該
行
為
の
外
形
を
捉
え
て
客
観
的

に
観
察
し
、
事
業
主
の
事
業
の
態
様
、
規
模
等
か
ら
し
て

そ
れ
が
被
用
者
の
職
務
行
為
の
範
囲
内
に
属
す
る
と
み
ら

れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
(同
判
決
)。
(図
2
)

な
お
、
被
用
者
が
事
業
の
執
行
中
に
道
路
損
傷
行
為
を

生
じ
さ
せ
た
同
類
の
事
案
に
お
い
て
、
民
法
上
の
使
用
者

責
任
な
い
し
履
行
補
助
者
の
法
理
を
類
推
適
用
し
て
、
使

用
者
を
費
用
負
担
者
と
し
た
判
決
も
あ
る

(大
阪
地
裁
昭

和
六
〇
年
九
月
二
六
日
判
決
)。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
の
復
旧
工
事
費
用
の
負
担
者
を
事

業
主

(使
用
者
)
と
し
た
の
は
、
直
接
行
為
者
で
あ
る
被

用
者
の
経
済
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
判
決
で
は
被

用
者
の
経
済
的
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

被
害
者
た
る
道
路
管
理
者

(国
)
の
救
済

(工
事
費
用
代

金
の
回
収
)
を
確
実
に
す
る
に
は
、
こ
の
方
法
が
最
善
で

あ
る
。

態
3図



事
業
主
と
被
用
者
は
あ
る
事
業
の
執
行
と
い
う
目
的
の

費
用
支
払
の
可
能
性
を
確
認
の
上
、
負
担
金
命
令
を
発
令

下
に
ひ
と
つ
の
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
集
団
に
お

し
て
い
る
。

い
て
、事
業
主
と
被
用
者
は
雇
用
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
集
団
の
一
人
に
対
す
る
負
担
が
集
団
全
体
の
負

担
と
な
り
、
そ
の
集
団
の
な
か
で
最
も
財
力
の
あ
る
事
業

主
が
最
終
的
に
そ
の
負
担
の
責
任
を
と
る
と
い
う
構
図
と

な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
被
用
者
一
人
ひ
と
り
の
加

担
が
事
業
主
の
財
力
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
(図
3
)

そ
う
す
る
と
、
あ
る
集
団
に
お
い
て
、
集
団
の
構
成
員

の
一
員
に
対
す
る
負
担
は
、そ
の
集
団
が
継
続
す
る
限
り
、

そ
の
集
団
の
支
配
者
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

亘

非
原
因
者
へ
の
負
担
金
命
令

ー

非
原
因
者

道
路
に
損
傷
を
生
じ
さ
せ
た
者
が
原
因
者
、
す
な
わ
ち

直
接
行
為
者
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
非
原
因
者
と
は
、

道
路
損
傷
行
為
の
直
接
行
為
者
で
は
な
い
が
、
原
因
者
と

の
何
ら
か
の
関
係
で
、
損
傷
回
復
工
事
費
用
を
負
担
す
べ

き
者
の
こ
と
を
い
う
。

原
因
者
負
担
金
制
度
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
果
た
し
て
、

道
路
損
傷
の
直
接
行
為
者

(原
因
者
)
で
な
い
者
に
対
し

て
負
担
金
命
令
を
発
令
で
き
る
の
か
。
道
路
あ
る
い
は
道

路
施
設
の
損
傷
が
、
多
く
の
場
合
、
交
通
事
故
で
あ
る
の

で
、
実
務
上
は
、
交
通
事
故
と
し
て
処
理
し
、
不
法
行
為

法
に
基
づ
い
て
、
使
用
者
、
親
権
者
を
特
定
し
て
、
工
事

非
原
因
者
を
費
用
負
担
者
と
す
る
場
合
、
非
原
因
者
と

原
因
者
と
の
間
に
、
非
原
因
者
と
原
因
者
と
を
結
ぶ
≠
疋

の
法
律
関
係
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
関
係

は
、
あ
る
時
は
雇
用
関
係
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
る
時
は
家

族
関
係
で
あ
っ
た
り
す
る
。
非
原
因
者
と
し
て
は
、
事
業

主

(使
用
者
)、
未
成
年
者
の
親
権
者
、
家
族
の
主
宰
者

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

=

事
業
主

(使
用
者
)

雇
用
者
が
原
因
者
で
、
そ
の
事
業
主
を
費
用
負
担
者
と

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
判
決
で
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。
道
路
の
損
傷
行
為
が
被
用
者
に
よ
っ
て
、

あ
る
事
業
の
執
行
に
お
い
て
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
事
業

主
は
費
用
負
担
者
と
な
る
。
た
だ
、
当
該
損
傷
行
為
が
事

業
の
執
行
に
つ
き
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
広
く
当
該
行
為
の

外
形
を
捉
え
て
、
客
観
的
に
観
察
し
、
事
業
主
の
事
業
の

態
様
、
規
模
等
か
ら
し
て
そ
れ
が
被
用
者
の
職
務
行
為
の

範
囲
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
主
は
、
他
人
を
使
用
し
て
自
己
の
社
会
的
活
動
範

囲
を
拡
大
し
て
お
り
、
社
会
か
ら
大
き
な
利
益
を
享
受
し

て
い
る
結
果
、
そ
の
事
業
活
動
に
関
連
し
て
他
人
に
与
え

る
損
害
に
つ
い
て
も
賠
償
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

②

未
成
年
者
の
親
権
者

道
路
の
損
傷
行
為
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
当
該
損
傷
行
為
が
親
の
用
事
の
履
行
に
お
い
て
な

さ
れ
た
場
合
、
そ
こ
に
事
業
主
･
被
用
者
の
関
係
が
見
出

さ
れ
る
な
ら
ば
、
親
が
費
用
負
担
者
に
な
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
を
外
観
的
に
捉
え
る

の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
未
成
年
者
で
も
、

雇
用
関
係
に
あ
る
者
は
事
業
主
が
費
用
負
担
者
と
し
て
問

題
は
な
か
ろ
う
。
(図
4
)

道
路
修
復
工
事
費
用
に
限
ら
ず
、
子
供
が
負
担
す
べ
き

費
用
を
親
が
代
わ
っ
て
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
通
常
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
何
ら
か
の
事
故

で
、
子
供
に
損
害
賠
償
の
義
務
が
あ
る
場
合
に
も
、
親
が

代
わ
っ
て
、
あ
る
い
は
連
帯
し
て
支
払
う
場
合
が
多
い
。

監
督
責
任
に
故
に
支
払
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
監
督
責



任
が
否
定
さ
れ
た
場
合
に
は
親
は
支
払
わ
ず
に
済
ま
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
道
義
的
責
任
の
比
重
を
重

く
感
じ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
こ
の
場

合
に
も
、
一
つ
の
生
活
共
同
体
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

㈱

家
族
の
主
宰
者

夫
婦
の
一
方
、
あ
る
い
は
、
家
族
の
一
人
が
損
傷
行
為

者
で
あ
る
場
合
、家
族
の
主
宰
者
を
費
用
負
担
者
と
す
る
、

夫
婦
間
で
、
あ
る
い
は
家
族
間
で
、
事
業
主
･
被
用
者
の

関
係
が
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
事
業
主
に
当
た
る
家

族
の
一
人
が
費
用
負
担
者
と
な
る
。
(図
5
)

若
し
く
は
、
連
行
供
用
者
責
任
の
理
論
を
類
推
適
用
し

　
　図

て
、
家
族
の
主
宰
者
を
費
用
負
担
者
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

家
族
に
よ
っ
て
な
い
し
家
業
の
た
め
に
共
同
利
用
さ
れ
て

い
る
自
動
車
で
家
族
員
が
利
用
し
て
い
る
場
合
、
家
族
員

の
個
人
的
使
用
に
供
さ
れ
て
い
る
自
動
車
で
あ
っ
て
も
、

家
族
の
主
宰
者
が
購
入
代
金
･維
持
管
理
費
用
等
を
負
担

し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
子
供
が
自
動
車
の
代
金
、

費
用
を
支
弁
し
自
己
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る

(親
子
等

の
身
分

･
扶
養
関
係
だ
け
存
在
す
る
)
場
合
な
ど
で
、
家

族
･
家
業
の
主
宰
者
の
連
行
供
用
者
責
任
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
お
け
る
連
行

供
用
者
責
任
の
法
理
は
物
損
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

2

問
題
点

こ
れ
ま
で
の
判
決
に
お
い
て
、
非
原
因
者
で
あ
る
が
費

用
負
担
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
被
用
者
に
対

す
る
事
業
主
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
被
用
者

の
損
傷
行
為
が
事
業
の
遂
行
中
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
理
を
一
般
化
し
て
、
未
成
年
者

ー
親
権
者
、
あ
る
い
は
夫
婦
間
に
適
用
す
る
に
は
若
干
無

理
が
あ
る
。
ま
た
、
判
決
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
示
唆
さ
れ
て
い
な
い
。

被
用
者
に
代
わ
り
事
業
主
が
工
事
費
用
負
担
者
と
な
る

場
合
だ
け
、
道
路
法
五
人
条
一
項
を
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
場
合
、
親
権
者
や
夫
婦
の
一

方
を
費
用
負
担
者
と
す
る
に
は
、
不
法
行
為
の
法
理
を
適

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
故
意

･
過
失

若
し
く
は
行
為
の
適
法
･
不
適
法
を
問
題
に
し
な
い
道
路

法
と
故
意

･
過
失
を
成
立
要
件
と
す
る
不
法
行
為
法
と
の

垂
離
を
処
理
で
き
な
い
。

そ
の
矛
盾
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
原
因
者
が

未
成
年
者
で
あ
る
う
と
、
資
力
に
問
題
の
あ
る
夫
婦
の
一

方
で
あ
ろ
う
と
、
は
た
ま
た
、
被
用
者
で
あ
る
う
と
、
道

路
法
五
八
条
一
項
を
適
用
し
、
さ
ら
に
、
道
路
法
七
三
条

を
適
用
し
、
強
制
徴
収
す
る
と
い
う
方
途
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
。

こ
れ
ま
で
も
、
資
力
に
問
題
の
あ
る
原
因
者
、
あ
る
い

は
非
原
因
者
に
負
担
命
令
を
発
し
、
問
題
な
く
、
そ
れ
に

応
じ
た
、
す
な
わ
ち
、
道
路
損
傷
の
工
事
費
用
を
支
払
っ

た
事
案
も
数
多
く
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
直
接
の

原
因
者
が
資
力
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
道
路
工
事

費
用
が
支
払
わ
れ
た
事
案
の
方
が
む
し
ろ
数
の
上
で
は
多

い
も
の
と
推
察
す
る
。
資
力
に
問
題
の
あ
る
原
因
者
の
場

合
、
こ
の
原
因
者
に
代
わ
っ
て
、
誰
が
、
ど
う
い
う
関
係

の
下
に
支
払
っ
た
の
か
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
解
決
し

た
事
案
の
非
原
因
者
別
の
ケ
ー
ス
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ら
が
今
後
の
モ
デ
ル
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
資
力
に
問
題
の
あ
る
者
が
直
接
の
原
因
者
と
な
っ
た

場
合
に
、
そ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。
未

成
年
者
の
場
合
、
誰
が
費
用
負
担
者
と
な
る
か
が
理
解
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問
題
は
、
親
子
に
し
ろ
、
夫
婦
に
し
ろ
、
一
つ
の
生
活

共
同
体
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
員
一
人
の
負
担
を
共
同
体

家族の主宰者



全
体
の
負
担
と
考
え
な
い
者
が
い
る
こ
と
に
あ
る
。
共
同

車
保
険
に
お
い
て
、
対
人
賠
償
額
は
無
制
限
と
な
っ
て
い

体
の
一
人
が
負
担
を
生
じ
さ
せ
た
な
ら
、
そ
の
負
担
を
共

る
が
、
対
物
補
償
額
は
一
、
0
0
0
万
円
程
度
が
普
通
で

同
体
全
体
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
解
決
に
当
た
る
べ
き
だ

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
々
乱
暴
で
は
あ
る
が
、
工
事
費
用

と
思
う
。

の
上
限
額
を
こ
の
保
険
金
額
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
資
力
の
な
い
未
成
年
者
に
対
し
て
は
、
工
事
費

保
険
金
額
を
越
え
る
工
事
費
用
を
徴
収
す
る
た
め
の
コ
ス

用
支
払
い
の

｢猶
予
制
度
｣
若
し
く
は

｢融
資
制
度
｣
と

ト

(訴
訟
費
用
等
)
と
の
比
較
が
問
題
と
は
な
る
が
。

同
体
全
体
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
解
決
に
当
た
る
べ
き
だ

と
由
い
っ
。

ま
た
、
資
力
の
な
い
未
成
年
者
に
対
し
て
は
、
工
事
費

用
支
払
い
の

｢猶
予
制
度
｣
若
し
く
は

｢融
資
制
度
｣
と

い
う
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
給
与
所
得
者
に

な
っ
て
か
ら
分
割
返
済
で
き
る
よ
う
な
制
度
も
あ
っ
て
も

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五

お
わ
り
に

四

道
路
損
傷
に
お
け
る
実
務
上
の
処
理

道
路
損
傷
現
場
に
お
い
て
道
路
管
理
者
が
原
因
者
か
ら

｢道
路
損
傷
確
認
書
｣
(以
下
、
単
に
｢確
認
書
｣
と
い
う
。)

を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

確
認
書
に

｢責
任
者
｣
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
そ
の
項

目
の
記
載
の
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
て

い
る
。
｢原
因
者
が
会
社
や
商
店
の
雇
人
で
あ
る
場
合
又

は
未
成
年
の
場
合
に
お
け
る
命
令
等
の
相
手
方
は
、
一
般

的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
、
商
店
、
親
権
者
と
な
る
の
で
、

社
名
、
商
店
名
、
代
表
者
名
、
雇
主
名
、
親
権
者
名
、
お

よ
び
そ
の
住
所
を
記
載
し
て
お
く
。｣
こ
れ
は
、
当
初
か

ら
、
使
用
者
責
任
、
保
護
監
督
責
任
の
法
理
を
用
い
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

対
物
保
険
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
原
因
者
の
車
両
の
対

物
保
険
へ
の
加
入
･
未
加
入
を
知
る
こ
と
に
よ
る
原
因
者

の
経
済
的
能
力
の
確
認
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
任
意
自
動

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
問
題
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
、
工
事
費
用
の
負
担
金
命
令

を
発
令
し
た
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
、
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
工
事
費
用
と
い
っ
て
も
、

道
路
の
通
常
の
使
用
範
囲
を
逸
脱
し
て
損
壊
し
た
も
の
の

修
繕
費
用
で
あ
る
。
家
族
と
い
う
生
活
共
同
体
の
構
成
員

の
中
に
、
通
常
の
使
用
を
逸
脱
し
て
道
路
を
使
用
し
た
者

が
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
し
か
も
、
公
共
施
設
の
損
壊

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
工
事
費
用
の
負
担
は
生

活
共
同
体
全
体
の
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
道
路
法
五
八
条
一
項
、
道
路
法
七
三
条
の
適

用
、
と
り
わ
け
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
の
煩
雑
さ
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
手
続
き
的
に
よ
り
簡
便
な
工
事
費
用
の
回
収
方

法
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
民
事
訴
訟
の
提
起
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
や
は
り
本
来
の
姿
に
戻
す
べ
く
、
負
担
命
令
方
式
に

つ
い
て
の
法
令
の
改
正
、
民
事
手
続
き
の
導
入
を
視
野
に

入
れ
た
執
行
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
い
て
自
由
な
立
場

で
執
筆
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。



｢邁騰ふれあい卿鬮｣Ild
に推進標語について

道路局道路交通管理課

一

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
は
、
毎
年
八
月
一
日

か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
道
路
を
利

用
し
て
い
る
国
民
の
方
々
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ

あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い

う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利

用
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
を
常
に
広
く

美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に

お
い
て
、
国
民
自
ら
が
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性

を
十
分
理
解
し
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
各
種
行

事
に
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し

ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
や
協
賛
団
体
の
関
係
者

等
を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
、
そ
の
意
向

･
意
見
を
把
握
し
、
そ
れ
を
積
極

的
に
行
事
の
展
開
に
組
み
入
れ
る
と
と
も
に
、
各

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

各
種
の
行
事
は
、
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
し
、
道
路
管
理
者
は
そ
れ
に
極
力
協
力
を

す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の
住
民
の
み
な
さ

ん
に
道
路
の
正
し
い
利
用
を
啓
発
し
、
道
路
に
ふ

れ
あ
う
機
会
を
設
定
す
る
よ
う
な
行
事
を
展
開
す

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活

動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
施
設
で
す

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
そ

の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、

国
土
交
通
省
で
は

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進

標
語
を
広
く

一
般
か
ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
思
想

の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二

推
進
標
語

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
度
に
弓
き
続
き
二
月
初
旬
か
ら
三
月
三

一
日
ま
で
の
お
よ
そ
二
カ
月
間
推
進
標
語
の
募
集

を
行
い
ま
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま

り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親

し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
〉｣
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
の
各
道
路
管
理
者
の
関
係
事
務
所
、

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
｢道
の
駅
｣
、
自
治
体
の
道
路
維
持
担
当
部

署
及
び
そ
の
関
係
事
務
所
等
で
応
募
用
チ
ラ
シ
の

配
布
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
募
集
を
行
っ
た

イヌ ;首介〒ヤ ?nn4 7
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結
果
、
四
、
七
二
六
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
を
経
て
五
月
二
五
日

(火
)
に
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
審
査
は
、
残
間
里
江
子
氏

(プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
)
、
陣
内
貴
美
子
氏

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)
、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作

家

.
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
及
び
渡
辺
文
雄
氏

(俳
優
)

の
四
氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や
こ

の
推
進
標
語
の
必
要
性
等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
最
優
秀
賞

一
作
品
、
優
秀
賞
四
作
品
、
優
良

賞
四
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

遼
遠

審査をする残間里江子氏と陣内貴美子氏 (写真左より)

選
ば
れ
た
推
進
標
語
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

期
間
中
に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
本
月
間

の
推
進
に
幅
広
く
活
用
す
る
と
と
も
に
、
｢道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
｣
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る

｢道
の

日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

平
成

エ
ハ
年
度
の
入
選
者
と
作
品
は
次
の
通
り

で
す
。

◆
最
優
秀
賞

あ
り
が
と
う

今
日
も
明
日
も

歩
く
道

宮
城
県
玉
造
郡
鳴
子
町

三
浦

健
人
さ
ん

　
　
　　

、
ゞ
、いせ

　
　　

さ
ん転機

◆
優
秀
賞

一
般
の
部

思
い
や
る

歩
き
た
い

心
が
道
を

快
適
に

千
葉
県
船
橋
市

田
所

静
人
さ
ん

そ
ん
な
道
路
に

し
ま
せ
ん
か

兵
庫
県
伊
丹
市

松
中

幸
久
さ
ん

学
生
の
部

見
つ
け
よ
う

あ
な
た
の
い
い
道

好
き
な
道

北
海
道
中
川
郡
幕
別
町

天
野

宏
紀
さ
ん

育
て
よ
う

共
に
歩
い
た

こ
の
道
を

愛
知
県
名
古
屋
市

平
井

淳
士
さ
ん

◆
優
良
賞

一
般
の
部

素
敵
で
す

誰
も
み
な

学
生
の
部

道
路
が
変
れ
ば

道
路
か
ら

心
の
寄
り
道

京
都
府
京
都
市

笑
顔
で
歩
け
る

福
島
県
福
島
市

で
き
る
道

佐
々
木
龍
夫
さ
ん

道
づ
く
り

石
河

信
一
さ
ん

れ
は

未
来
も
変
わ
る

沖
縄
県
那
覇
市

木
山

良
騎
さ
ん

ゆ
た
か
な
未
来
が

つ
く
ら
れ
る

和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町

中
井
智
哉
子
さ
ん

　 　　　　 　

山田美保子氏と渡辺文雄氏 (写真左より)
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う

『道
の
日
』
④
制
定
経
緯
と
趣
旨

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
･
道

路
管
理
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に

お
い
て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た

っ
て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
!
!

"道
の
日
“
を
定
め
る
な
ど

道
路
に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
六

一
年
一
月
二
人
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か

ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り

･
円
滑
な
道

路
整
備

･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保

等
を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の

前
提
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
"道
の
日
“
を
設
け
、

あ
ら
た
め
て
道
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

た
日
と
す
る
こ

と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)

で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭

和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
、

道
路
の
意
義

･
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
皆
さ
ま

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民
的
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月

一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
1
次
道
路
改

良
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く
一
般
国
民

に
定
着
し
て
い
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

(※
)｣

(八
月
一
日
~
八
月
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

※

平
成
一
三
年
度
よ
り

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

か
ら
名
称
変
更

『道
の
日
』
④
運
動

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
公
団
、

関
係
団
体
等
に
幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
各

機
関
･
団
体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相

互
に
連
携
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
、
道
に
ち
な
ん
だ
各
種

行
事
及
び
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

『道
の
圓
』
④
嘩
実
行
事

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
の
建
設

(現
国
土

交
通
省
)
事
務
次
官
通
達
を
受
け
て
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
関
係
団
体
に
よ
り
、
｢道
の
日
｣
実
行
委

r週◎園｣

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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｢道の日｣ 中央行事の主な活動

昭和61年
｢道の日｣制定記念式典、パレード (銀座中央通り)
｢日本の道lの選｣ (第1期 :中央区中央通り他52造)の顕彰

62年
｢道の日｣テーマソングの作詞募集 (｢たまには…道で｣に決定)
｢日本の道lm選｣ (第2期 :江東区他湾岸道路他50道)の顕彰

63年 ｢道の日｣キャンペーンキャラクターの愛称決定 (こっちだヨウ平)

平成元年 周遊ドライフコース企画コンテスト“中細西海岸周遊コース他戊コースが7
賞)

2錦ん ｢道の月｣記念式典 (｢夢ロード21｣)表彰式、 ｢道の日｣の歌コンサート等)

3年 ｢道の日｣イベント ｢ヨウ平ランド｣ (各県の協力による物産展等)

4年 r道の日｣イベント ｢ヨウ平ランド｣の開催及び ｢道の日｣記念シンポジウム

5年
｢道の日｣イベント ｢感 ･道フェア‘93｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、酒井法子コンサート等)

6年

｢道の日｣イベント ｢感 ･道フェアー94｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、貴島サリオコンサート等)
｢くらしにかかる橋｣フォト&エッセイ ･コンテストの実施
｢道の日｣ ONE DAY SPECIAL STAn ON
(文化放送- n ｢道の日｣特集展開)

7年

｢道の日｣まつり -95 (各県の協力による物産展や郷土芸能披露、かとうれし
こコンサート等)
｢こっちだヨウ手の道路はじめて物語Jビデオ作成
｢道の日｣ BOOKの作成 (趣旨や道路整備の歴史等をまとめたパンフレット)

8年
｢道の日｣ロード･ジャンボリー
(春ロ通り、本部通り等でのロードウず-ク、上野公団での道路パネル展等)
｢道の日｣新シンホルマークの制定

9年

｢道のロ｣ロードパーク
(ミニトークショー、音楽バンドライブ、アンパンマンショー、クイズアベニ
ュー、パネル展、大道芸等)
東京湾アクアライン ｢道の日｣親子ウォーク

10年

｢道のこども親善大使｣見学会 (多摩都市モノレール、麻布共同溝、首都高管
制センター、親善隊長 :間寛字)
｢道の日｣ライブステージ (ライブトーク、 ｢道のこども親善大使｣任命式、
スペシャルコンサート、ゲスト:間寛平、清水ミチコ、司会 :雨宮塔字)

11年

｢道のこども親善大使｣見学会 (浮島共同溝、海ほたるパーキングエリア、浮
島換気塔、親善隊長 :ダチョウ倶楽部)
｢道の□｣ライブステージ (トークショー、コンサート等、ゲスト 清水アキ
ラ、ダチョウ倶楽部、司会 :菊間千乃)
｢道の□｣特設ステージ (道のうた、大道芸、クイズ等、司会 "三島美佳子)

12年

｢道のこども親善大使｣施設見学会 (海ほたるパーキングエリア、首都高管制
センター等)
さわやか ｢道の日｣ステージ (マジソク、トークショー等、ゲスト:柳山雄
三、ナポレオンズ、西尾舞生、司会 :木村都美)

l3年

｢道のこども親善天使｣施設見学会 (道の駅 ｢とみうら- "毎ほたるパーキン
グエリア等)
｢道の日｣フェスティバル2001ステージ (ステージショー、コンサート等、ゲ
スト ;いっこく堂、山本直純、司会 :下平さやか

14年

｢道の日｣フエステイノリレ2002
メインステージ (ステージショー、コンサート等、ゲスト:千住真理子、清
水圭、司会 :水井美奈子)
サテライトステージ (ステージショー、クイズ大会、ゲスト:DonDokoDon、
ニブンノゴ!、カラテカ)

15年
｢道の日｣ステージ2似潟 (司会:生島ヒロシ)
トークショ【 ゲスト:山田五郎、高田方由予、林家こぶ平
ステージショー ゲスト:テツandトモ、林家こん平

そ
　

　　 　
　 　 　 　

報 新 ス イ 設 す ｢ 他
ス 予 間 テ ベ 置 る 道 … =

ア 疋 ･ 1 ン 0 た の
l o 雑 ジ ト め 日 小
ジ 誌 2 終 の ｣ 矢

ー

(長
久
保
智
子
)
が
行
い
ま
す
。

.
｢道
の
日
｣
を
国
民
の
祝
日
と

す
る
た
め
の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
｢道
の
日
｣

新
聞
･
雑
誌
･
ラ
ジ
オ
等
で
広

及
び
内
容
は
変
更
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　 　　べ
ン ジ 4

ト オ の
の 等 内
時 で 容

広 を間 、

※

全 ト
体 フ
達 ル
行 ジ

　　
性 コ
ア ン

　　
　　

主 と 万 種 実 ま 月 等
催 と に 広 施 に 七 本 平 に
… し も 報 し 楽 日 年 成 あ
｢ て 広 媒 ま し ( 度 - た
道 い く 体 す ん 土 で 六 っ
の ま ｢ の o で ) - 年 て
日 す 道 活 ま い に 九 度 い

o の 用 た た 自 国 ｢ ま
実 日 に 新 だ 比 目 道 す一 ｣ よ 聞 け 谷 を の 。丁

平
成

エ
ハ年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

本
年
度
で
一
九
回
目
を
迎
え
る
中
央
行
事
は
、
八

月
七
日

(土
)
に
日
比
谷
公
会
堂
に
て
幅
広
く
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
新
聞
･
ラ
ジ
オ
･
雑
誌
等
の
各

種
広
報
媒
体
の
活
用
に
よ
り
、
行
事
参
加
者
以
外
の

方
に
も
広
く

｢道
の
日
｣
の
普
及
･
啓
発
を
図
る
こ

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

場 開 閉

　　 　
5 道 会

所 間 日 箔 の 、

後
援
"
国
土
交
通
省
、
内
閣
府
、
警
察
庁
、
日
本
道

路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道

路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
全
国
知
事

会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会

(予
定
)

｢道
の
日
｣
ス
ーナ
ー
ジ
2
0
0
4

5
道
は
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ

さ
あ
、
く
り
出
そ
う

｢道
の
日
｣
!
~

所
"
日
比
谷
公
会
堂

日 一 平
ヒ ( 四 成
谷 開 " -
炎 場 〇 六場 ○ 六 く の -

0 年 リ ス ぐ

一 ･ 八 出 テ 2
三 一 月 そ - 0
… 六 七 う ジ O
三 … 日 ｢ 4
○ 三 ( 道
) ○ 土 の

) 且

③ ② ①
概

②

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰

式
…
最
優
秀
、
優
秀
作
品
の
表
彰

③

｢道
の
日
｣
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

④
ポ 域 身 恵

③
式

② ①

　　　　　　
　　　　　　　　　

山
田
五
郎
、
セ
イ
ン

･
カ
ミ
ュ
、
長
谷
川
理

恵
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
｢道
｣
に
関
す
る

身
近
な
話
題

(道
路
の
有
効
な
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
へ
の
取
組
み
等
)
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
進
行
し
ま
す
。

　　
ズ 林
コ 桂

｢道
の
日
｣

員
会
が
組
織
さ
れ
、
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
の
実
施

等 員



原
告
適
格
と
裁
量
統
制

-
小
田
急
高
架
事
業
認
可
取
消
訴
訟
i

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
班

審
査
の
具
体
的
な
基
準
を
示
す
裁
判
例
が
少
な
い
中
で
、

行
政
庁
の
第
一
次
判
断
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
裁
量
審
査

に
お
い
て
裁
判
所
の
基
本
姿
勢
を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
堅

持
し
つ
つ
、
い
か
な
る
事
情
を
い
か
に
考
慮
し
て
判
断
す

べ
き
か
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
指
針
を
示
し
た
も
の
と
し

て
注
目
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

平
成
一
三
年
一
〇
月

三
日

東
京
地
裁
判
決

平
成
六
年

(行
ウ
)
第
二
〇
八
号
、
二
人
八
号

平
成
一
五
年
一
二
月
一
人
日

東
京
高
裁
判
決

平
成
一
三
年

(行
コ
)
第
二
三
四
号

(現
在
、
最
高
裁
で
審
理
中
)

陳
じ
ゆ
に

本
件
は
、
平
成
六
年
六
月
三
日
付
け
で
行
っ
た
建
設
大

臣

(現
国
土
交
通
大
臣
)
の
東
京
都
に
対
す
る
小
田
急
小

田
原
線

(以
下

｢小
田
急
線
｣
と
い
う
。)
の
喜
多
見
駅

付
近
か
ら
梅
丘
駅
付
近
ま
で
の
連
続
立
体
交
差
化
を
内
容

と
す
る
都
市
計
画
事
業
認
可

(鉄
道
事
業
認
可
)
及
び
区

画
街
路
の
設
置
を
内
容
と
す
る
六
つ
の
附
属
街
路
事
業
認

可
に
つ
い
て
、
沿
線
の
住
民
ら
が
、
当
該
事
業
認
可
の
取

り
消
し
を
求
め
た
事
例
で
あ
る
。

本
件
訴
訟
は
、
一
審

(地
裁
)
で
原
告
ら
が
勝
訴
し
、

二
審

(高
裁
)
で
被
告
ら
が
勝
訴
と
裁
判
所
の
判
断
が
別

れ
、
現
在
、
最
高
裁
で
審
理
中
の
事
案
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
触
れ
て
い
な
い
が
、
都
市
計
画
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、

当
該
変
更
決
定
で
変
更
し
な
か
っ
た
部
分
も
併
せ
て
、
変

更
決
定
を
適
法
性
判
断
の
対
象
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
法
の
解
釈
に
お
い
て
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
る
も
の
の
、
都
市
計
画
事
業
認
可
取
消
訴
訟
の
原
告

適
格
に
つ
い
て
、
平
成

=
年
の
最
高
裁
判
決
の
考
え
方

を
踏
襲
し
た
判
断
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
裁
量
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本件事業認可の適法性
本件各認可の違法性･違法判断の対象とした都市計画 (都市計画の変更決定力ゞあった場合、変更後の都市計画は 全体とう
新たな都市計画となるか)、 本件各認可の前提となる都市計画決定 (平成 5年決定) の違法性。

建設大臣がした当該事業認可は、 中央省庁等改革関係法施行法の施行に伴い国土交通大臣から権限を委任された関東
地方整備局長がした処分とみなされることにな被告たる地位は、 建設大臣から関東地方整備局長へ承継。 また、 本件都
市計画は、 東京都知事が行った決定であるため、 東京都知事が行政事件訴訟法 2 3 条により参加。

　

　

都

と

字

体

本

全

た

は

ま

凹

原告らの主な主張と争点
1 原告らの主な主張

原告らの主な主張は、 当該事業の前提となる都市計画は、 各種の手続上の違法の事業方式の選定において、 環境、 事業費の
面でも優れた方式である地下式を理由もなく不採用とし、 周辺住民に騒音等による多大な被害を与える高架式を採用した点な
どに実体法上の違法があり、 当該事業認可も違法であるということ。

9年 1 2月 旧都市計画法 (大正8年法律第3 6 号) 3 条に基づき建設大臣が決定 ･告示。
四次に渡る計画変更が行われ、平成 6 年 6月本件事業区間について、 第四次変更の平成 5年の変更決定(以下 F平
定｣ という。) 後に建設大臣が本件事業認可。
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争点 1 原告らの原告適格について

東 京 地 裁 l 東 京 高 裁

行訳法9条は、取消訴訟の原告適格を有する者について、当該処分の取消しを求めるに
つき｢法律上の利益を有する者｣&こ限る旨規定し、その者とは、当該処分により自己の権利
若しくは法律上保護された利益を侵害され又は必然的に侵害されるおそれのある者をいう
(最高裁平成4年9月22日、平成9年1月28日)。
都市計画事業認可の取消しを求める原告適格については、都市計画法は、都市の健全

な発展と秩序ある整備を図るなどの公益保護の観点に立つもので、都市計画事業認可制度
も、この観点から設けられ、また、事業認可等の基準を定める同法6 1条の規定からも、個々
人の個別的利益を保護対象としていると直ちに読み取ることはできない(最高裁平成11年1
1月 2 5日)。

事業地内*の地権者は、原告適格を有するが、事業地の周辺地域に居住する者の原告適
格を否定.券1 事業地内の捉え方に相違 i

,一 ポイント ---------------- - -------, ,-- ポイント ---------- - -------------
辛気事業地の範囲について、本件鉄道事業認可 i :※ 事業地の範囲につしゞて、本件鉄道事業認可と :
:及び各附属事業認可の事業地を一体のものと : "各附属事業認可の事業地は個別独立のもので l
lして捉え事付属街路事業認可の事業地の地権 : :あるから、附属街路事業認可の事業地の地権者 ;
:者その他の附属街路事業認可及び本件鉄道 i lは、その他の附属街路事業認可及び本件鉄道 :
;事業認可の取消しを求める原告適格を有する。 : :事業認可の取消しを求める原告適格を有しな :

: ;塁。

(判決概要) (判決概要)
鉄道事業とP付属街路事業とは、形式的に 原告らは、都市計画事業者と鉄･軌道事

は異なる都市計画であるけれども、その実体 業者の費用負担に関し、昭和44年9月、建
的適法性を判断するに当たっては、両者が 設省と運輸省 (当時)との間で締結された建
相僕って初めて一つの事業を形成するという 運協定が本件鉄道事業と街路事業の法的
実質を捉え、一帯のものとして評価するのが 一体性を根拠付けると主張する、裁判所は、
相当である。本件各認可に係る事業の対象 これは行政組織間の内部規範にすぎず法的
土地全体を一個の事業地として考え、同事 拘束力を有しないから、一体性を根拠付ける
業地の不動産に権利を有する者が附属街路 ものではない。
都市計画事業の認可のみならず、鉄道事業 確かに、本件鉄道事業認可が違法な場
の都市計画事業の認可を含めて、本件各認 合、本件各附属街路事業も必要性、公益性
可につき、その取消しを求める原告適格を有 を欠き、その事業認可も法的に正当化するこ
する。 とができず違法となるという関係が認められる

とすると、本件各附属街路事業認可の取消
訴訟において、その前提となる本件鉄道事
業認可の違法性を主張できるとす
こともあながち不合理なことではない。

そして、本件鉄道事業認可は行政処分と
して公定力を有することを前提にした場合、
その公定力を排除しなければ、本件鉄道事
業認可の違法性を主張できないとすると、本
件各附属街路事業認可の取消訴訟におい
て本件鉄道事業認可の違法性の主張を可
能とするために、本件鉄道事業認可につい
ての原告適格を認めて、その違法性を主張
できる道を開くことが相当であると考えられな
くはない。

しかし、本件鉄道事業認可が違法であっ
ても、それが基礎として9号線都市計画が有
効に存在している限り、参加人 (東京都知
事)は、本件鉄道事業認可における貸しを改
めて、再度鉄道事業認可を得ることは許され
るのであり、そのような将来の可能性をも考
慮すると、本件鉄道事業認可が違法である
からといって、直ちに、本件各附属街路事業
認可も事業の必要性、公益性を欠いて違法
になるものとはいえず、本件各附属街路事
業の認可取消訴訟において、その前提とな
る本件鉄道事業認可の違法性を主張するこ
とはできない。

,-- ポイント ---- - -------------------
:※ 事業地の範囲につしゞて、本件鉄道事業認可と :

"各附属事業認可の事業地は個別独立のもので l
:あるから、附属街路事業認可の事業地の地権者 ;

;は、その他の附属街路事業認可及び本件鉄道 :
:事業認可の取消しを求める原告適格を有しな :

;塁。

祭事業地の範囲について、本件鉄道事業認可
及び各附属事業認可の事業地を一体のものと
して捉え事付属街路事業認可の事業地の地権
者その他の附属街路事業認可及び本件鉄道
事業認可の取消しを求める原告適格を有する。 事業認可の取消しを求める原告適格を有しな

塁。

(判決概要)
鉄道事業とP付属街路事業とは、形式的に

は異なる都市計画であるけれども、その実体
的適法性を判断するに当たっては、両者が
相俣って初めて一つの事業を形成するという
実質を捉え、一帯のものとして評価するのが
相当である。本件各認可に係る事業の対象
土地全体を一個の事業地として考え、同事
業地の不動産に権利を有する者が附属街路
都市計画事業の認可のみならず、鉄道事業
の都市計画事業の認可を含めて、本件各認
可につき、その取消しを求める原告適格を有
する。

(判決概要)
原告らは、都市計画事業者と鉄･軌道事

業者の費用負担に関し、昭和44年9月、建
設省と運輸省 (当時)との間で締結された建
運協定が本件鉄道事業と街路事業の法的
一体性を根拠付けると主張する、裁判所は、
これは行政組織間の内部規範にすぎず法的
拘束力を有しないから、一体性を根拠付ける
ものではない。

確かに、本件鉄道事業認可が違法な場
合、本件各附属街路事業も必要性、公益性
を欠き、その事業認可も法的に正当化するこ
とができず違法となるという関係が認められる
とすると、本件各附属街路事業認可の取消
訴訟において、その前提となる本件鉄道事
業認可の違法性を主張できるとす
こともあながち不合理なことではない。

そして、本件鉄道事業認可は行政処分と
して公定力を有することを前提にした場合、
その公定力を排除しなければ、本件鉄道事
業認可の違法性を主張できないとすると、本
件各附属街路事業認可の取消訴訟におい
て本件鉄道事業認可の違法性の主張を可
能とするために、本件鉄道事業認可につい
ての原告適格を認めて、その違法性を主張
できる道を開くことが相当であると考えられな
くはない。

しかし、本件鉄道事業認可が違法であっ
ても、それが基礎として9号線都市計画が有
効に存在している限り、参加人 (東京都知
事)は、本件鉄道事業認可における貸しを改
めて、再度鉄道事業認可を得ることは許され
るのであり、そのような将来の可能性をも考
慮すると、本件鉄道事業認可が違法である
からといって、直ちに、本件各附属街路事業
認可も事業の必要性、公益性を欠いて違法
になるものとはいえず、本件各附属街路事
業の認可取消訴訟において、その前提とな
る本件鉄道事業認可の違法性を主張するこ
とはできない。



争点 2 都市計画における裁量と司法審査の在り方について

東 京 地 裁 東 京 高 裁

･ 平成5年決定には、高架式と地下式の事業費

の比較等の点で、原審原告らの主張するような判
･ 当時の小田急線の騒音が違法状態を発
生させているのではないかとの疑念への配慮を

欠いたまま都市計画を定めることは、法的に看

過し得ない。
･ 平成5年決定は、確たる根拠に基づかない

でより優れた方式を採用しなかった可能性が高

断内容、考慮事項の過誤、欠落は存在せず、“T

政庁に裁量権の"“‘-隊 濫用は認められない。

いと考えられる点において重大な瑕疵があっ
た。

-

-

て違法な状態が発生しているの
との疑念が生じる状態であったに
ず、この点を看過し、この疑念を
ものか否かや、それが解消し得た

は新たな都市計画(平成5年決
その解消を図るという視点を欠い
おいて、その著しい欠陥があった。

逆に考慮されてはならない要素が考慮され
ていたかどうか、それらの考慮の有無の結
果、決定された都市計画の内容が著しく妥

の有

また、平成5年決定に当たっての判断内
容については以下の点で誤りがある。
1 高架式を採用すると相当広範囲にわた
って違法な騒音被害の発生するおそれがあ

ったのにこれを看過するなど、環境影響評価
を参酌するに当たっての著しい過誤。
2 事業区間に隣接する下北沢区間が
地表式のままであることを所与の前提とした

下式の事
の主張す

ミ欠落は

、濫用は

急線の
沿線における騒音問題が軽視できる程度に
止まるものではないものの、平成5年決定当

てノ‘



時、在来線に関する騒音基準が未整備であ
った等の事情の下では、参加人が必ずしも
その騒音問題解決を本件鉄道事業における
構造の決定において重視し得なかったこと
が、考慮すべき事項の欠落、ひいては裁量
権の逸脱を基礎付けるもの凶ままでは言い

の
物
逸

〕

、。
メ
の
い

機
が
権
難

点で計画的条件の設定に誤りがあり、
3 地下式を採用しても特に地形的な条件
で劣るとはいえないのに逆の結論を導いた
点で地理的条件の判断に誤りがある。
4 より慎重な検討をすれば、事業費の点に
ついて高架式と地下式のいずれが優れてい
るのかの結論が逆転し又はその佐賀かなり
小さなものになる可能性が十分あったにもか
かわらず、この点についての十分な検討を
経ないまま高架式が圧倒的に有利であると
の前提で検討を行った点で事業的条件の判
断内容にも著しい誤りがある。
これらのうち、当時の小田急線の騒音が違

法状態を発生させているのではないかとの
疑念への配慮を欠いたまま都市計画を定め
ることは、単なる利便性の向上という観点より
も上位に置くという結果を招きかねない点に
おいて法的には到底看過し得ないものであ
るし、事業費について慎重な検討を欠いた
検討を欠いたことは、その点が地下式ではな
く高架式を採用する最後の決め手となってい
たことからすると、確たる根拠に基づかない
でより優れた方式を採用しなかった可能性が
高いと考えられる点において、かなり重大な
瑕疵といわざるを得ず、これらのいずれか一
方のみをみても、優に本件各認可を違法と

お
わ
り
に

先
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
行
政
事

件
訴
訟
法
の
一
部
改
正
法
は
、
公
布
日

(平
成
一
六
年
六
月
九
日
)
以
降
一
年

以
内
で
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
中
の
主
な
改
正
事
項
の
一
つ

と
し
て
、
原
告
適
格
の
拡
大
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
｢法
律
上
の
利
益
を
有
す
る

者
｣
に
加
え
、
個
別
法
体
系
の
中
で
行

政
庁
の
処
分
を
通
じ
個
別
的
利
益
を
保

護
す
べ
き
と
認
め
ら
れ
る
者
ま
で
広
が

る
可
能
性
を
示
す
最
高
裁
平
成
元
年
二

月
一
七
日
判
決
の
判
断
が
立
法
者
の
裁

判
所
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
明

文
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
4
月
号
に
掲
載

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

本
件
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
｢行
政

訴
訟
は
や
る
だ
け
無
駄
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｣
(阿

部
泰
隆

｢環
境
行
政
訴
訟
の
機
能
不
全

と
改
革
の
方
向
｣
法
学
教
室
二
六
九
号

三
五
ペ
ー
ジ
)
等
の
批
判
も
少
な
く
な

く
、
一
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
｢藤
山

雅
行
裁
判
長
の
英
断
を
賞
賛
し
、
こ
の

判
断
の
定
着
が
求
め
ら
れ
た
。
行
政
法

研
究
者
の
か
な
り
も
、
好
意
的
な
論
文

を
公
に
し
た

會
田山
武
道
、
磯
野
弥
生
)

ほ
か
、
原
告
側
の
た
め
に
意
見
書
を
寄

せ
た

(塩
野
宏
、
原
田
尚
彦
、
小
早
川

光
郎
、
芝
池
義
一
、
奥
平
康
弘
、
阿
部
泰
隆
)｣
(阿
部
泰

隆

･
環
境
法
判
例
百
選
八
九
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
よ
う
に
賞

賛
す
る
声
も
多
い
。

今
後
、
判
例
の
積
み
重
ね
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
も
の

の
、
本
文
に
掲
げ
る
平
成
一
一
年
最
高
裁
判
決
が
変
更
さ

れ
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
い
う
時
代
に
な
っ

て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
道
路
管
理
に
お
い
て
も
、

法
律
上
、
道
路
管
理
者
に
付
与
さ
れ
て
い
る
裁
量
権
が
、

訴
訟
提
起
さ
れ
る
場
面
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
訴
訟
の
多
寡
が
問
題
で
は
な
く
、
道
路
管
理
者
を
取

り
巻
く
様
々
な
状
況
を
勘
案
し
、
裁
量
権
の
行
使
に
当
た

っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
視
点
等
に
留
意
し
引
き
続

き
適
正
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
。



簡
単
に
紹
介
致
し
ま
す
。

◆
趣
味
の
話
し

私
が
現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
も

の

(当
然
趣
味
で
す
が
)
は
ボ
ー
ト

で
す
。
と
い
っ
て
も
公
園
に
あ
る
池

の
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
は
な
く
、
俗
に

遭
幡
事
業
あ
れ
こ
れ

群
馬
県
東
京
事
務
所

石
田

哲
保

◆
は
じ
め
に

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
読
者
の
皆

様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
四
月
か

ら
東
京
事
務
所
勤
務
及
び
と
ん
び
会

員
と
な
り
ま
し
た
石
田
と
申
し
ま

す
。
新
幹
線
通
勤
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
普
段
は
快
適
な
は
ず
な
の
に
、

ち
ょ
っ
と
飲
み
過
ぎ
る
と
、
そ
の
振

動
や
ら
加
速
感
が
と
て
も
不
快
に
感

じ
て
し
ま
う
こ
と
知
っ
た
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
日
本
海
方
面
や
軽
井
沢

方
面
で
一
夜
を
過
ご
さ
な
い
よ
う
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
定

時
を
過
ぎ
る
と
駅
か
ら
は
追
い
出
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
、
特
に
寒
い
季
節

は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

と
ん
び
会
員
と
な
り
早
三
ヵ
月
が

立
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

で
失
敗
も
多
い
で
す
が
、
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
者
の
皆
様
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
整
備
長
期
計
画

昨
年
、
国
に
お
い
て
は
、
従
来
事

業
分
や
野
別
に
策
定
し
て
い
た
9
本

の
長
期
計
画
を
一
本
化
し
た
社
会
資

本
整
備
重
点
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ

の
中
で
、
計
画
策
定
の
重
点
を
従
来

の

｢事
業
量
｣
か
ら

｢達
成
さ
れ
る

成
果
｣
に
変
更
す
る
な
ど
、
社
会
資

本
整
備
の
重
点
化
･
効
率
化
を
一
層

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
道
路
企
画
管
理
課

(昨
年

度
は
道
路
建
設
課
所
管
)
で
は
そ
う

い
っ
た
流
れ
な
ど
を
踏
ま
え

｢新
世

紀
道
路
プ
ラ
ン

(案
)｣
と
し
て
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を

　
　　　 　　 　 　　 　 　 　

● " -

ば新世紀道路プラン(案)》~安全、安心･で暮らしを豊るこする道路を目指して~

【ぐんまがめざす道路整備の (三つの) 方向性】

◎ 環境を保全し豊かな生

活を支援する道路整備
◎ 県民の生活を守り、安心した

暮らしを実現する道路整備

･通学路をはじめとした自転車や

きる道路利用環境の実現

･医療サービスの享受機会の均等

･福祉、教育などの社会サービス

の向上を支援

･地域の防災力を強化

,六郷園事故樹成らす取り組みを強化

･豊かな自然環境と県民の生

活環境を保全する取り組み

翔
る

　

　

向

用

o

　
　
　

　
　
　
　

　

を

僻

み
道

ぼく、 ｢ゆうま｣。
県のマスコットなのだ。道路
事業の紹介に行ってみよう=

と個性を守

く

青

支

上

個

菖ホ

、

を
を
向

謝

礼

港

北
化
の

　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

　

　
　
　
　
　

の
路

の

饗
加
圓
寓
小

　
　

　

　

　

　
　
　

地

る

4

光

の
位

域

情

e

観

ま
地
地
路

･

･
･
道

･地位の個性や文化を育む

･地域の産業活性化を支援

西から東から
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馴q撚りをなくしたスムース携操刃回
　

粛て褓反 メM藺ひつ袈b‘ナ脳衾えで
爺佝3 0分もの刈鞏間訥短藤壷

(一般国道野4 0 6号 : 伊勢純廚市“

て

、

み

ど

で

け

ん

た

飲

っ

ら

か

o
か

た

u
い

し

刀
し

介

"
･
味

紹

o

鰓
美

業
ね

｢
も

事

て

、
て

と
し

ば

つ

o
っ
る

私
と
ね
も
ゆ

(着工前)

《県庁からの眺めも最高だ然可 )

富サイクリングロードネットワークイヒ

(一般県道利根川自転車道 :前橋市)

い
う
レ
ガ
ッ
タ
で
す
。
数
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
の
中
で
も
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
な

の
で
、
ご
存
じ
無
い
方
が
多
い
と
思

湖

い
ま
す
の
で
、
そ
の
魅
力
な
ど
に
つ

‘

□

い
て
紹
介
し
ま
す
o

“

“
ゞ
^

飼

現
在
私
は
、
群
馬
県
千
代
田
町
の

-

ち

‘

一

利
根
川

利
根
大
関
)
で
･

群
馬
県

デ

ミ

ル

選
抜
と
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
選

“
。

磯

饑!

一

抜
と
い
っ
て
も
県
内
の
競
技
人
口
･

“

!

･

ク

　　　

　

経
験
者
が
少
な
い
た
め
、
可
能
な
人

翳

す
が
、
私
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
、
学

生
時
、
全
日
本
と
い
う
名
の
付
く
大

チ
ー
ム
に
競
り
勝
つ
な
ど
会
心
の
し

会
で
優
勝
し
て
い
る
な
ど
蒼
々
た
る

ー
ス
が
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は
、

メ
ン
バ
ー
な
の
で
す
。

何
に
も
代
え
難
い
も
の
な
の
で
す
。

ボ
ー
ト
を
見
た
こ
と
の
あ
る
方

一
方
で
、
ト
レ
ン
デ
ィ
ド
ラ
マ
の

は
、
｢
悠
々
と
漕

い
で
い
る
な
あ
｣

代
表
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
感
じ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
、

｢愛
と
い
う
名
の
も
と
に
｣
や
、
七

〇
〇
0
m
の
レ
ー
ス
と
も
な
る
と
、

月
ス
タ
ー
ト
の

｢
バ
ツ
彼
｣
と
い
っ

メ
ン
バ
ー
全
員
の
漕
ぐ
タ
イ
ミ
ン
グ

た
ド
ラ
マ
の
設
定
な
ど
に
な
る
な

を
合
わ
せ
、
回
数
に
し
て
約
一
一
〇

ど
、
そ
の
爽
快
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
見

回
、
時
間
に
し
て
約
三
分
二
〇
秒
程

る
人
の
心
を
掴
ん
で
離
し
ま
せ
ん
。

全
身
を
動
か
し
続
け
る
た
め
、
そ
の

そ
う
に
違
い
な
い
!

実
態
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド
な
の
で

す
。
そ
の
状
況
の
中
で
、
ス
タ
ー
ト

か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
失
敗
せ
ず
、
他
の



艦れ鬱◎嶬蹴

｢柳
園
に
つ
な
が
る
週
｣
宮
崎
県
の
高
速
道
路

◆
は
じ
め
に

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
覧
の
皆

様
、
今
年
度
の
と
ん
び
会
会
長
を
仰

せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
宮
崎
県
東
京

事
務
所
の
押
川
と
申
し
ま
す
。

皆
様
ご
存
じ
と
は
思
い
ま
す
が
、

と
ん
び
会
は
、
正
式
名
称
を

｢全
国

都
道
府
県
･
政
令
指
定
都
市
国
土
交

通
省
担
当
者
連
絡
協
議
会
｣
と
申
し

ま
し
て
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都

市
の
東
京
事
務
所
に
勤
務
す
る
国
土

交
通
省
担
当
者
で
組
織
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
の
会
員
数
は
、
九
二
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
会
発
足
二
五
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
て
、

こ
れ
も
、
会
員
の
努
力
は
も
と
よ
り

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
指

宮
崎
県
東
京
事
務
所

押
川

定
生

導
の
賜
物
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
宮
崎
県
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
本
県
の
高

速
道
路
事
情
に
つ
い
て
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
本
県
の
特
色

宮
崎
県
は
、
青
い
空
、
青
い
海
に

恵
ま
れ
、
緑
豊
か
で
、
太
陽
が
サ
ン

サ
ン
と
輝
く
自
然
豊
か
な
県
で
す
。

県
土
は
、
南
北
に
長
く
、
北
か
ら

延
岡
市
、
宮
崎
市
、
都
城
市
と
人
口

一
〇
万
人
以
上
の
都
市
を
三
方
向
に

配
し
て
お
り
ま
す
。

産
業
の
面
で
は
、
延
岡
市
を
中
心

と
す
る
県
北
部
は
化
学
工
業
、
宮
崎

市
を
中
心
と
す
る
県
央
部
は
シ
ー
ガ

イ
ア
に
代
表
さ
れ
る
観
光
地
や
、
世

界
最
大
規
模
の
工
場
建
設
が
発
表
さ

れ
た
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
の

電
気
機
械
産
業
、
ま
た
、
県
南
部
は

紙
加
工
品
製
造
業
の
ほ
か
、
豊
か
な

農
林
水
産
資
源
を
活
か
し
た
産
業
が

集
積
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
の
面
で
は
、
ゴ
ル
フ
は
大
い

に
楽
し
め
ま
す
し
、
プ
ロ
野
球
の
キ

ャ
ン
プ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と
し

て
も
盛
ん
で
あ
り
、
ま
た
、
う
ま
い

焼
酎
が
ど
こ
で
も
飲
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
よ
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
宮
崎
県
に
も

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◆
遅
れ
て
い
る
高
速
道
路
整
備

本
県
で
、
特
に
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
西
九
州
地
域
に
対

し
て
遅
れ
て
い
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
で
あ
り
ま
す
。

東
九
州
自
動
車
道
や
九
州
横
断
目

動
車
道
延
岡
線
を
は
じ
め
と
す
る
高

速
道
路
は
、
物
流
の
効
率
化
や
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
だ
け
で

な
く
、
救
急
医
療
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
、
地
域
住
民
の

生
活
を
守
る
基
本
的
な
社
会
基
盤
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
県
に
お

け
る
高
速
道
路
の
整
備
は
、
他
地
域

に
比
べ
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
ま

す
。図

に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
宮
崎

県
内
の
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
率

は
、
三
七
%
し
か
な
く
、
九
州
内
の

他
県
と
比
較
し
て
そ
の
差
は
歴
然
と

し
て
お
り
ま
す
。

◆
県
内
の
整
備
状
況

本
県
の
東
九
州
自
動
車
道
の
未
供

用
区
間
の
う
ち
、
｢門
川
~
西
都
間
｣

で
は
施
行
命
令
が
出
て
、
日
本
道
路

公
団
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

西から東から



動車道

間
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閭
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用

間
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図 九州の高速道路の整備状況

I
高速自動車国道の供用率

-(並行する一般国道自動車
占用通路含む)

　

　　
　廟　

し

護
国
計

　

　

　

　

　

　　

　

供

用

率

昨
年
末
の
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
建
設
会

議
に
お
い
て
、
本
県
で

は
東
九
州
自
動
車
道
の

｢
蒲
江
~
北
川
間
｣
、

｢
清
武
~
北
郷
間
｣
、

｢
北
郷
~
日
南
間
｣
の

三
区
間
が
新
直
轄
方
式

に
よ
る
整
備
区
間
に
選

定
さ
れ
、
平
成
一
五
年

度
か
ら
事
業
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
｢
北
川
~
延

岡
南
間
｣
は
国
道

一
〇

号
延
岡
道
路
と
し
て
、

｢北
方
~
延
岡
間
｣
は
、

国
道
二
一
八
号
北
方
延

岡
道
路
と
し
て
整
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
｢
日
南

-

串
間
~
志
布
志
間
｣
や

九
州
横
断
自
動
車
道
延

間
線

｢矢
部
~
延
岡
間
｣

に
至
っ
て
は
、
未
だ
に

基
本
計
画
の
ま
ま
で
、

整
備
の
道
筋
は
、
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

東
九
州
自
動
車
道
を
始
め
と
す
る

高
速
道
路
は
、
宮
崎
県
内
は
も
と
よ

り
、九
州
全
体
の
発
展
に
直
結
し
た
、

い
わ
ば

｢明
日
に
つ
な
が
る
道
｣
で

あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
早
期
整
備
は
、

県
民
の
大
き
な
願
い
で
あ
り
ま
す
。

◆
最
後
に

地
域
が
真
の
自
立
を
目
指
し
、
自

ら
考
え
、
行
動
す
る
た
め
に
は
、
高

速
道
路
網
の
早
期
整
備
が
必
要
で
あ

り
ま
す
の
で
、
本
県
で
は
、
県
政
の

最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。私

も
、
東
京
事
務
所
勤
務
を
通
じ

て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宮
崎

県
民
の
声
を
国
土
交
通
省
を
は
じ
め

関
係
機
関
へ
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

都搬



　　

　

　

　

　

--

も
--

-

藁
和
呵
地
域
襁
罠
に
よ
る

『癰
び
◎
歩
週
』
創
出
実
験

都
市
計
画
整
備
事
業
を
住
民
側
か
ら
推
進
す
る
方
策
を
探
る
社
会
実
験

岩
手
県
東
和
町

町
民
参
加
協
同
型
第
三
セ
ク
タ
ー

T
M
O
認
定
会
社

㈱
土
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
専
務
取
締
役

猿
舘

祐
子

=

は
じ
め
幅

｢歩
行
者
天
国
な
ら
ま
だ
し
も
、
従
来
の
道
路
を
車
道

と
歩
道
の
半
分
に
分
け
て
使
用
す
る
な
ん
て
、
間
い
た
こ

と
も
な
い
し
、
全
国
的
に
も
前
例
が
な
い
。
安
全
面
か
ら

も
許
可
し
か
ね
る
。｣
こ
れ
は
、
社
会
実
験
の
内
容
説
明

に
、
初
め
て
花
巻
警
察
署
に
出
向
い
た
と
き
に
警
察
側
か

ら
返
っ
て
き
た
回
答
で
あ
る
。
全
国
的
に
前
例
が
な
い
と

は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
社
会

実
験
が
規
制
の
枠
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ

で
初
め
て
知
る
こ
と
と
な
る
。
考
え
て
み
る
と
、
車
道
の

上
に
、
歩
道
を
造
り
あ
げ
る
の
だ
か
ら
、
普
通
で
は
な
い

と
い
え
ば
普
通
で
は
な
い
。

私
た
ち
の
住
む
岩
手
県
東
和
町
は
、
岩
手
県
中
央
部
に
位

置
す
る
花
巻
市
か
ら
東
に
車
で
二
〇
分
、
人
口
約
一
万
人

の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
社
会
実
験
の
実
験
実
施
道
路
、
土

沢
中
央
線
の
あ
る
土
沢
地
区
は
東
和
町
の
中
心
市
街
地
に

あ
た
り
、
商
店
街
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土

沢
商
店
街
を
貫
通
す
る
土
沢
中
央
線
は
、
大
正
時
代
か
ら

の
七
m
の
幅
員
が
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
車
社
会
と
な
っ

た
今
で
は
、
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
生
活
関
連
の
車
両
の
往

来
に
よ
り
、
買
い
物
客
や
通
学
児
童
な
ど
歩
行
者
の
安
全

を
脅
か
し
、
い
つ
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
る
。
歩
行
者
の
安
全
の
確
保
か
ら
、
来
訪
者
だ
け
で

は
な
く
、
商
業
者
、
地
域
住
民
か
ら
も
、
歩
道
の
必
要
性

を
問
う
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
商
店
街
自
体
も
、

郊
外
型
の
大
型
店
へ
の
消
費
者
の
流
出
、
後
継
者
不
足
に

よ
り
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

霊

㈱
主
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
社
会
実
験

平
成
一
四
年
一
〇
月
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
と
土
沢

中
央
線
街
路
整
備
事
業

(昭
和
五
四
年
決
定
)
の
推
進
を

基
本
計
画
に
か
か
げ
た
T
M
O
認
定
株
式
会
社
土
澤
ま
ち

づ
く
り
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
一
、
0
0
0
万
の

う
ち
町
が
五
0
%
、
町
民
株
主

(九
八
個
人
団
体
)
五

0
%
の
、
い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
会
社
の

業
務
執
行
機
関
で
あ
る
取
締
役
会
(町
民
株
主
よ
り
六
名
)

に
は
、
行
政
が
直
接
参
加
せ
ず

(行
政
は
筆
頭
株
主
と
し

て
の
権
限
を
も
つ
)、
町
民
株
主
と
共
に
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
、
新
し
い
町
民
参
加
協
働
型
第
三
セ
ク
タ

ー
と
い
え
る
。

こ
の
㈱
土
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
設
立
当
初
か
ら
、
都

市
計
画
道
路
整
備
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
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が
、
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
業
化
が
難
し
く
、

推
進
さ
せ
る
べ
き
方
策
が
絞
れ
ず
に
い
た
。
ま
た
、
住
民

の
中
に
は
、
都
市
計
画
道
路
整
備
の
早
期
実
現
に
は
賛
成

す
る
も
の
の
、
従
来
型
の
車
道
中
心
と
し
た
整
備
に
は
否

定
的
な
考
え
が
根
強
い
。
特
に
商
店
街
で
は
、
車
道
を
広

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
過
交
通
が
増
し
、
向
か
い
合
う

商
店
街
同
士
で
会
話
が
出
来
る
と
い
う
今
ま
で
の
商
店
街

の
風
情
や
、
商
店
街
の
機
能
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。
そ
ん
な
矢
先
、
中
心
市
街

地
の
中
の
上
町
商
店
街
地
区
で
都
市
計
画
道
路
に
伴
う
共

同
化
の
動
き
が
で
て
き
た
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
都
市
計

画
の
整
備
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
を
し
、
都
市
計
画
道
路
用
地
を
共
同
化
の
建
築
と
一
体

的
な
中
で
暫
定
的
な
使
い
方
を
検
討
し
始
め
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
㈱
土
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
も
、

単
に
都
市
計
画
道
路
整
備
の
推
進
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か

げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
商
店
街
が
、
地
域
住
民
が
本

当
に
必
要
と
す
る
道
路
、
つ
ま
り
、
車
道
で
は
な
く
、
歩

道
を
中
心
と
し
た
道
路
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
を
始
め
た
。
今
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
整
備
が
膠
着
状

態
で
あ
る
な
ら
、
従
来
行
わ
れ
て
い
る
街
路
整
備
か
ら
抜

け
出
し
、
こ
の
地
域
に
合
っ
た
街
路
整
備
を
考
え
、
県
に

提
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
事
業
化

が
で
き
な
い
か
考
え
た
の
で
あ
る
。
歩
道
が
で
き
る
こ
と

で
、
商
店
街
は
ど
う
か
わ
る
の
か
、
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
可
能
な
の
か
、
歩
行
者
の
安
全
は
守
れ
る
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
歩
道
が
必
要
な
の
か
、
実
際
に

歩
道
を
造
っ
て
、
確
か
め
て
み
た
い
、
そ
れ
が
、
社
会
実

験
に
申
請
し
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

一三

社
会
実
験
実
施
ま
で
の
経
過

社
会
実
験
実
施
ま
で
の
経
過
と
し
て
、
大
き
く
分
け
て

次
の
三
項
目
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

1

警
察
、
交
通
機
関
と
の
調
整

土
沢
商
店
街
の
現
道
七
m
の
道
路
に
対
し
都
市
計
画
道

路
の
拡
幅
は
一
四
m
、
つ
ま
り
、
両
側
に
三
･
五
m
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
る
。
七

m
の
現
道
と
い
う
こ
と

か
ら
、
半
分
に
す
れ
ば
、
丁
度
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
分
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
道
の
半
分

(三
･
五
m
)
を
歩
道

に
す
る
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。
冒
頭
で
も
書
い
た
が
、

最
初
難
色
を
示
し
た
警
察
側
も
、
歩
行
者
の
安
全
性
の
確

保
の
た
め
、
歩
道
と
車
道
の
分
離
帯
に
H
型
鋼
の
カ
ー
ド

レ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
と
、
警
察
か
ら
想
定
さ
れ
る
八

項
目
の
指
摘
事
項
に
対
す
る
対
応
策
の
提
出
に
よ
り
許
可

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
性

(歩

行
の
妨
げ
に
な
る
障
害
物
を
置
い
て
は
い
け
な
い
)か
ら
、

三
.
五
m
の
歩
道
空
間
す
べ
て
を
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、

商
店
の
出
店
等
で
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
歩
行
者
の
た
め
の
遊
歩
道

(
一
･
五
m
)
を
確
保
し
、

残
り
を
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
し
た
。

当
初
は
、車
道
を
一
方
通
行
と
し
て
計
画
し
て
い
た
が
、

バ
ス
路
線
の
迂
回
路
に
伴
う
バ
ス
停
の
移
動
、
仮
設
が
難

し
い
こ
と
、
商
店
街
か
ら
、
迂
回
せ
ず
路
線
バ
ス
を
通
し

て
ほ
し
い
と
強
い
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
最
終
的
に
片
側

相
互
通
行
と
し
、
路
線
バ
ス
の
通
行
を
可
能
に
し
た
。

2

コ
ア
ス
タ
ッ
フ
会
議
の
設
置

今
回
、
社
会
実
験
を
進
め
る
上
で
、
㈱
土
澤
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
町
民
株
主
で
構
成
し
て
い
る
理
事
会
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
、
色
々
な
分
野
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
選
び
、
社
会
実

験
の
企
画
提
案
、
実
施
計
画
の
策
定
を
検
討
す
る
た
め
の

コ
ア
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
設
置
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
地
元

住
民
、
商
業
者
、
建
設
業
者
、
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
学

芸
員
、
彫
刻
家
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
と
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
他
に
、
行
政
よ
り
開
発
商

工
課
、
建
設
課
、
㈱
土
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
事
務
局
で
、

構
成
さ
れ
た
。
七
月
に
内
定
を
受
け
た
時
点
か
ら
、
週
一

回
の
ペ
ー
ス
で
、
実
施
に
向
け
て
内
容
を
絞
り
込
ん
で
い

っ
た
。
特
に
、
施
工
を
受
け
持
つ
地
元
建
設
業
者
が
企
画

の
段
階
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

歩
道
の
安
全
性
を
最
優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私

た
ち
に
、
分
離
帯
と
し
て
工
事
用
H
型
鋼
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
案
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
第
【
回
実
験
の
自
由
な

発
想
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
よ
る
遊
歩
道
も
施
工
す
る
た
め
の
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
実
現
可
能
な
も
の
に
す
る



な
ど
、
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

3

住
民
、
商
店
の
合
意
形
成

地
権
者
、
商
業
者
に
対
す
る
社
会
実
験
の
主
旨
説
明
会

は
全
体
で
一
回
、
実
験
実
施
地
区
で
各
二
回
、
あ
と
は
、

色
々
な
会
合
に
合
わ
せ
説
明
に
出
向
き
、
住
民
に
理
解
を

求
め
た
。
道
路
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
分
離
す
る
た
め
、
通

常
の
配
送
業
者
の
納
品
や
、
車
の
出
入
り
が
出
来
な
い
。

そ
の
た
め
、
苦
情
、
問
題
点
の
あ
る
住
民
に
対
し
て
は
、

個
別
に
解
決
し
て
い
き
、
実
施
期
間
中
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。

今
回
の
社
会
実
験
の
目
的
は
、
歩
道
を
作
り
出
す
こ
と

に
よ
り
、
ど
う
地
域
が
か
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

と
、
も
う
ひ
と
つ
、
そ
の
歩
道
を
利
用
し
て
、
商
業
者
と

し
て
な
に
が
で
き
る
の
か
、
つ
ま
り
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に

『み
ち
』
を
ど
う
使
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
歩
道
を
利
用
し
た
販
売
促
進
に

つ
い
て
は
、
実
験
地
区
の
二
つ
の
商
店
会
に
企
画
を
任
せ

る
こ
と
に
し
た
。
商
店
会
が
み
ず
か
ら
企
画
を
し
、
歩
道

を
媒
体
と
し
た
活
性
化
に
取
り
組
む
、
こ
れ
も
実
験
の
重

要
な
一
つ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

四

実
験
内
容
と
成
果

実
験
は
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
性
格
の
異
な
る
二
つ

の
商
店
街
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
二
つ
の
商
店
街
の
特

徴
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

仲
町
商
店
街
"土
沢
商
店
街
の
中
心
と
な
る
商
店
街
。

店
舗
の
数
も
多
く
、
後
継
者
も
揃
っ
て

い
る
。

上
町
商
店
街
…
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、
店
舗
数
の
減

少
の
伴
い
、
空
き
店
舗
も
多
い
。
ま
た
、

都
市
計
画
道
路
に
伴
う
共
同
化
の
動
き

が
あ
る
。

二
つ
の
実
験
に
共
通
ず
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
立
ち
止
ま

る
歩
道
。
通
過
型
の
歩
道
か
ら
、
滞
留
型
歩
道
を
め
ざ
す
。

施
工
五
日
、
実
施
四
日

(休
日
二
日
、
平
日
二
日
)、
撤

収
一
日
の
全
工
程
一
〇
日
間
と
す
る
。

ー

第

一
回
実
験

(仲
町
北
側
一
五
o
m
)
-
一
月
一
五

日

(土
)
~
三

月
一
人
日

(火
)

‐テ
ー
･マ

【お
も
ち
ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

｢遊
び
の
歩
道
｣】

既
存
の
歩
道
の
概
念
を
取
り
外
し
、
歩
く
こ
と
が
楽
し

く
な
る
、
歩
き
た
く
な
る
、
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
、
歩
く
楽
し
み
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
歩
道
を
作

り
上
げ
た
。

東
和
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
2
0
0
3

歩
道
を
よ
り
完
成
度
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
、
岩
手

県
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
四
人
に
歩
道
の
デ
ザ
イ
ン
を

依
頼
し
た
。
計
八
点

(各

一
五
m
)
の
歩
道
の
ほ
か
、
歩

道
に
た
い
こ
橋
を
設
置
し
、目
線
に
対
し
変
化
を
つ
け
た
。

全
体
が
曲
が
り
く
ね
っ
た
歩
道
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
空

　
　　
　

竇

超

殺
ぎ
跡

　
　　　　

　　　
　　

　
　な

　
　
　

　　
　　
　

洲　　　　ネ 会 期 オーフニング 渡り初め｣ 風景。
の来訪者が、『遊びの歩道』に大きな期待と　

　
　

卿
多
驚

h写第1回仲町商店街『遊びの歩道』渡り初め。
目の通行量が亀900人を記録した (通常の　

　

戴
第
30

写



罪　　　　　　
廓
町
も
も

写写真4 『遊びの歩道』に設置された ｢足元博物館｣
をのぞき込む子ども達。 ｢足元博物館｣ には、蝋嚢

礬
形

廃タイヤを再生したフレームに石版をはめ込ん
だりクターマット。 このほか、 石版の代わりに
木片をはめ込んだ歩道が高齢者に好評であっ

道
道
空

歩
歩
は

た
る
り

の空間部分に彩りを添えた花壇。 花のある歩道
は好評だった。路面は煉瓦敷きで水溜まりは空
を映し出したアクリル板、 子ども達が覗いてい

　
　　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

刃

ゞ
＼
“

y
も?
リ
ゾ

0

拜
へ

き
＼
父
度
が
壇

　

　
　　

　
　

　
　

kを
ミ
ミ
久
kき
*
k＼
と

れん

　　　　　　
　　
　
　
　

　
　
　　　　
　
　
　
　

翻
刻
彫
る
が

　　　
　

空
好
映

o

5
の
は
を
た

写真 5

間
部
分
に
花
壇
を
つ
く
り
、
歩
道
に
彩

り
を
添
え
た
。
夕
方
か
ら
は
、
地
元
小

学
生
が
作
っ
た
野
焼
き
の
夢
あ
か
り

が
、
歩
道
を
幻
想
的
に
照
ら
し
た
。
ま

た
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
東
和
町

在
住
の
彫
刻
家
が
製
作
し
た
、触
れ
て
、

座
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
木
の
ペ
ン

チ
を
四
古
翁
奴
置
し
た
。

案
内
鳥
、
案
内
板

従
来
の
案
内
板
で
は
な
く
、
同
じ
鳥

を
た
ど
っ
て
い
く
と
目
的
地
に
た
ど
り

着
く
案
内
鳥
や
、
東
和
町
ゆ
か
り
の
画

家

(萬
鉄
五
郎
、
藤
原
八
弥
)
が
描
い

た
土
沢
の
風
景
を
織
り
交
ぜ
て
の
案
内
板
を
設
置
し
た
。

歩
道
を
生
か
し
た
販
売
促
進

仲
町
商
店
街
の
販
売
促
進
と
し
て
、
一
五
店
の
出
店
、

お
休
み
処
が
歩
道
の
フ
リ
ー
ス
ベ
ー
ス
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、

に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、
賑

わ
い
に
花
を
添
え
た
。

2

第
二
回
実
験

(上
町
南
側
九
o
m
)
-
一
月
二
九
日

(土
)
~
一
二
月
二
日

(火
)

-ア
･ー
･
マ

【
ア
ー
ケ
ー
ド
の
ひ
さ
し
と
シ
ン
プ
ル
な
｢遊
び
の
歩
道
｣
≦

将
来
、
都
市
計
画
道
路
が
事
業
化
に
な
っ
た
こ
と
を
想
定

し
、
現
実
的
な
生
活
空
間
の
中
の
歩
道
を
イ
メ
ー
ジ
し
歩
道

を
つ
く
り
あ
げ
た
。
屋
根
つ
き
で
は
な
い
が
、
模
擬
ア
ー
ケ

ー
ド
を
設
置
し
商
店
街
と
し
て
の
統
一
感
を
出
し
た
。

人
に
優
し
い
歩
道
の
素
材

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
歩
道
の
素
材
の
中
か
ら
四
点
選

び
、
ど
の
材
質
の
歩
道
が
歩
き
や
す
い
か
、
歩
行
者
に
体

験
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
車
椅
子
に
よ
る
歩
行
体
験
も

行
わ
れ
た
。
四
点
の
歩
道
の
素
材
は
次
の
と
お
り
。

･
リ
ク
タ
ー
マ
ッ
ト

(木
片
)

…

廃
タ
イ
ヤ
を
再
生
し
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、
木
片
を
は
め

込
ん
だ
も
の
。
木
片
は
岩
手
県
産
カ
ラ
マ
ツ
の
間
伐
材

を
使
用
。
弾
力
性
に
富
む
。

･
リ
ク
タ
ー
マ
ッ
ト

(石
版
)

…
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弾

　

　

　

t
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は

o

、
の
面
装

｣
路
装　

元
ノ

つ

　
　
　

ッ
材

廓
デ
素

写

廃
タ
イ
ヤ
を
再
生
し
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、
石
版
を
は
め

込
ん
だ
も
の
。
石
畳
風
な
歩
道
が
で
き
た
。

.
透
魂
ソ
イ
ル

…

土
を
生
か
し
た
透
水
性
の
あ
る
土
間
風
歩
道
。

･
米
穀
舗
装
…

籾
殻
を
使
用
し
た
歩
道
。
透
水
性
、
弾
力
性
が
あ
る
。

足
元
博
物
館

各
店
舗
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
宝
を
三
〇
皿
四
方
の
ア
ク

リ
ル
板
の
箱
に
入
れ
歩
道
に
埋
め
込
ん
だ
。
お
宝
を
見
る

た
め
に
立
ち
止
ま
る
こ
と
で
、
足
元
だ
け
で
は
な
く
回
り

目日3

日
土沢中央線の歩行者数 (類似地点における推計値)の特徴
○通常は、 平日 門42人、 休日 :60人、 (類似地点での推計 / 7:00 ~ f9:00)

※平日が多いのが特徴 (通学児童と通院のための高齢者)

○今回の最高通行量 :1,904人 (仲町ヒラエン前1日目) / 最低通行量 :

269人 (上町中西金物店前 2日目)

図 1 社会実験時における歩行者数 (ヒラエン前、玉川
屋は仲町商店街、吾助堂、中西金物店は上町商店街)

目日

も
見
渡
す
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

空
き
店
舗
の
復
活

五
軒
の
空
き
店
舗
を
、
商
店
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
復
活
さ
せ
た
。
上
町
の
共
同
化
の
動
き
の
中
で
、
新

し
い
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
商

店
会
の
会
員
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
会
に
も
協
力

を
要
請
し
、地
域
住
民
総
出
で
空
き
店
舗
を
復
活
さ
せ
た
。

玉

社
会
襄
験
そ
の
畿

今
回
の
実
験
は
、
商
店
街
に
と
っ
て
は
に
ぎ
わ
い
の
歩

道
と
し
て
、
地
域
住
民
と
っ
て
は
安
心
し
て
歩
け
る
歩
道

と
し
て
、
歩
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
歩
道
に
対
す
る
認
識
や
、
期
待
感
も
大
き
い
も
の
に

変
わ
っ
て
い
き
、
こ
ん
な
に
歩
道
を
自
由
に
使
え
る
の
な

ら
と
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
前
提
と
し
た
第
二
の
共
同
化
の

動
き
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
み
ず
か
ら
小
規
模
な
店
舗
の
改
装
等
に
よ

り
、

一
m
で
も
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
土
地

(私
有

地
)
を
車
道
と
店
舗
の
中
間
領
域
空
間
と
し
て
、
安
全
な

歩
道
や
商
店
街
の
販
促
に
利
用
で
き
な
い
か
と
い
う
案
も

で
て
き
て
い
る
。

行
政

(岩
手
県
)
と
の
か
か
わ
り
方
も
、
実
験
後
大
き

く
か
わ
っ
て
き
た
。
県
の
財
政
難
か
ら
動
き
が
取
れ
な
い

状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
実
験
を
契
機
に
、
土
沢
中
央
線

そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
含
め
て
、
地
域
の
中
で

『み
ち
』

が
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
、
勉
強
会
が
持
た
れ
る
よ
う

“ 道行セ 2004.7
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に
な
っ
た
。
財
政
難
で
は
あ
る
が
、
お
互
い
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
、
こ
の
勉
強
会
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

今
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
車
道
に
飛
び
出
し
て
い
る
電

柱
を
民
家
の
間
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
車
道
に
障
害
物

を
無
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
県
か
ら
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。

六

お
わ
り
に

今
回
の
社
会
実
験
は
、
㈱
土
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
を

中
心
に
、
す
べ
て
地
域
住
民
に
よ
り
企
画
運
営
さ
れ
た
。

警
察
と
の
交
渉
、
行
政
へ
の
説
明
、
地
権
者
商
業
者
に

対
す
る
説
明
会
、
広
報
宣
伝
、
歩
道
の
施
工
業
者
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
資
材
も
地
元
業
者
か
ら

調
達
し
た
。
町
内
で
調
達
で
き
な
い
特
殊
な
資
材
の
み

町
外
へ
発
注
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
す
べ
て

が
初
め
て
の
こ
と
で
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
出
来

上
が
っ
た
歩
道
で
、
地
域
住
民
が
歩
道
を
共
有
す
る
空

間
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
み
て
、
社
会
実
験
の
手

ご
た
え
を
感
じ
た
。

交
通
手
段
の
道
路
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

『み
ち
』
へ
。
道
路
に
地
域
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
に

『み
ち
』
を
合
わ
せ
る
時
代
に
入
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の

『み
ち
』
を
生
か
せ
る
の

は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
自
分
た
ち
住
民
な
ん
だ
と
確

信
し
て
い
る
。
実
現
化
に
向
け
て
、
長
い
道
の
り
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
社
会
実
験
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

今
後
も
、
｢地
域
の
た
め
の

『み
ち
』
づ
く
り
｣
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。




